
Ｐ営
一脇
一越

十ri■ |∵ |::Tr・ T「 I● ~|・fri=〒「|■ :=||●|||■|■rr● :■T

羊藤 F

→  ―  | | '  || !■ |||■il■
'|■
II■ i― ―   

―
!| : ⅢI!!      ・  : | ■| !. ― !i ■十11 -  ● :■■ :| ■it,(|l il l■ ‐■● 、|.|・

|(Ⅲ Ⅲ● 革||

Iヽ二■ ||||||IIIれ!す
|■ III■|11:● 1荘|■■|li二11:|■|

1■11■|― ililll■|■■|111■■||ⅢlⅢⅢⅢ■■■i■ | ll     !. !| ■ ●
= l t■

■ |■ ■ !=|||

|||||||||■■ ■

'■

||||||■■ ■ ■ i■ ● ::lill:■ |:illllllll:「
ギ:||::|:||モ lilllll:「 i:i`iIliiilillill:|::11111i‐ i!:11
■■■■il:|!|||■Ⅲi●■■■I.十 1 1Ⅲl

ⅢII― |.|llllll:|||サ |||I IIIII甘
―
ⅢI下li■ !|● ||■■■Ⅲii■riiFI●■|

li■iri■ ■■● |● |●I■■■‐■|!‐ ∵■lrl「■i■ il●  I it■ |■■|||“■■Ⅲ!:!1■■■■■||||:||■ i●1111■ !|「 i「Ⅲ■i■ ■ III■■:!||―
'I■
| |―  |● ■ |.'■

主

i■ ■|li:す|:■|||キ1111i11●■||111111イ
'|lrl 

ⅢIヽ
.:― Ⅲ l‐  l iⅢ IⅢI II■ 1.I■ ■||!il■ |

|1基工iFiⅢII■lrilll■耳耳}■■■■14す  |||●■
11!:■●●●

11i■
|:!|=● ■下■11:i li・ 11_  1   -― |■ ●::|:工i‐ =■ t■ i―

――

″illキ■||■ rl■|● |||― ||― il「 ||||!lil■■ユ■●■|●|■il■●I言li■ |■ |||― ||「 |―■|■ ||■・ヤ■
=■
1,エ

■ ||II IⅢ II■ |||| 十三 !~■ ||■  |■ ■i、 Iltilと||!工ill l■■■●I■■ 1■■ .■ !■ i■ ii― _■■ !ェ ||'

卜■■1午|III■す■
-1■

||■十11ⅢI■■耳ⅢII■|∵■■■■■||■ IⅢⅢi(■ |l i: i― |     |‐ i■ ■ .、 ■ヽェ
=:l■
!‐ (■|■ |:| ||||

rl■ |ニェtil■ |― 11.|||‐●:||_i:II:|IⅢⅢⅢI=ti■ |● 1111■ ||■|●111111■ⅢⅢII
I.11lI■1:fI■iitirFI■●III t



都留市埋蔵文化財調査報告第 8集

中 谷 。宮 脇 遺 跡

中央自動車道富士吉田線四車線化工事に伴う発掘調査報告書

1981.3

都 留 市 教 育 委 員 会

日本道路公団東京第二建設局



序

本調査は,1980年 3月 ,当都留市教育委員会で報告書を発行して

おります中央自動車道富士吉田線四車線化工事に伴う堀之内原遺跡

に引続き実施した中谷遺跡 ,官 IDJ遺跡の調査であります。

特に本調査は調査員 ,作業員ともに工事用上砂運搬大型車が通行

頻繁の中,埃をかぶり懸命に手作業に取 り組んだ貴重な調査 で あ

り,たまたま人骨の発掘場面もあって常に緊張した調査実施であり

ました。

本調査も前回同様 ,日 本大学考古学研究会 。都留文科大学考古学

研究会の学生諸君と地域住民のおしみない労働協力と宿舎施設の提

供は,農村地帯のふるさとづくり運動のさわやかな姿として見学者

の感動を呼び高い評価をいただきました。

終 りにご教授 ,ご協力を賜った諸先生に対し心から敬意と感謝の

意を表し,本調査報告書のもたらす文化財関係諸件への貢献 を信

じ,今後の文化財調査 ,保護に対して精力的につとめ,今 日までの

関係者のご協力に応える決意であります。

今後のご協力を重ねてお願い申し上げご挨拶といたします。

昭和56年 3月 31日

都留市教育委員会

教育長 内 藤 盈 成



日

1 本書は,昭和54年度に,日 本道路公団東京第二建設局と,都留市教育委員会との,委託契約
により実施した,中央自動車道富士吉田線四車線化工事に伴う中谷遺跡,宮協遺跡の緊急調査

報告である。本書作成の委託契約は,昭和55年度に行われた。

2 本書の作成は,都留市孜育委員会が行った。執筆は,各遺構についてのみ,調査者が作成し

た遺構カードをもとに奈良が加除筆して取りまとめた。なお,そのさい文末に各記録者名を記

した。その他の執筆は,奥,奈良協議のもとに,中谷遺跡第Ⅲ章を奥,それ以外の執筆及び全

体の編集は,奈良が行った。中谷遺跡出上の人骨については,聖マリアンナ医科大の森本岩太

郎教授,小片丘彦助教授 (現鹿児島大教授),吉田俊商氏より原稿を頂いた。

3 図版の作成は,奈良・喜多圭介・片山雅文・工藤信一郎 。宍戸美智子 。平佐枝子 。大崎裕
美 ,日 向容子・富元久美子・谷口栄が,主に行った。その他,遺物整理及び報告書作成にあた

り,日 本大学考古学研究会の協力を得た。

4 土器の復元は,奥が担当。人骨の復元は,聖マリアンナ医科大第二解剖学教室に,お願いし
,こ 。

5 遺物及び実測図は,都留市教育委員会が保管している。
6 本調査の調査組織は,別に示すとおりである。
7 発掘調査・報告書作成にあたって,次の諸氏に御教授を賜った。 (敬称略)
江坂輝也 (慶応大学教授)・ 西村正衛 (早稲田大学教授)・ 小片丘彦(鹿児島大学教授)。 沢田

大多郎 (日 本大学講師),橋口尚武 (伊豆諸島考古学研究会)。 能登健 (群馬県教育委員会)・

石坂誠・原雅信 (群馬県埋蔵文化財事業団)・ 市川修 (埼玉県教育委員会)。 河野喜映 (神奈

川県教育委員会)・ 瀬川裕市郎 (沼津市荻育委員会)・ 末木健・小野正文・坂本美夫・田代孝

・新津健 (山梨県文化課)・ 中村日出男 (郵政考古学会)。 堀内真 (富士吉田市教育委員会)

。天野保子 (西桂町教育委員会)・ 小林安典 (都留考古学会)一 ―順不同一一

例



調 査 組 織

中谷遺跡発掘調査

1 調査主体者  都留市教育委員会
2 調査担当者  奥 隆行 (都留市文化財審議会委員)

奈良泰史 (都留市教育委員会)

3 調 査 員  喜多圭介・片山雅文・工藤信一郎

4 調査補助員  山根貝」子 。新藤恭子 。伊藤正人・日向容子・大崎裕美・平佐枝子・富元久

美子・和泉昭二・林 宏―・海老名康江 。大野陽子・島村英之・平林 彰

(日 本大学考古学研究会)

平本信雄・落合佐敏・室井裕子・野名すが子・有泉由美子・谷村 聡 。米

沢仲二・小幡哲明・小野弘二・石原喜恵子 (都留文科大学考古学研究会)

谷口 栄 (国士館大学考古学専攻生)

垣内伸夫・北原 聡・蔦越 博 。中谷文昭・藤原 元・吉田和生 (都留文

科大学)

宮脇遺跡発掘調査

1 調査主体者  都留市教育委員会
2 調査担当者  奥 隆行 (都留市文化財審議会委員)

奈良泰史 (都留市教育委員会)

3 調 査 員  喜多圭介・相良雅男 。伊藤修二

4 調査補助員  平林 彰 。平佐枝子 。大野陽子・ヽ島村英之・林 宏―・海老名康江 (日 本

大学考古学研究会)

落合佐敏・小幡哲明 。米沢仲二・中村 稔・坂本礼子 (都留文科大学考古

学研究会)

事 務 局

教 育 課 長  堀口拷二 (～昭和54年 3月 )
″    棚本安男 (昭和54年 4月～)

荻育課長補佐  渡辺一郎
社会教育係長  山本義典 (～昭和54年 3月 )
″    望月孝― (昭和54年 4月～)

係    三枝美保子 (～昭和54年 3月 )
″    奈良泰史
″    重原達也 (昭和54年 4月～)
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第 I章 発掘調査に至る経緯

第 1節 発掘調査に至る経緯

中央自動車富士吉田線は,高井戸インターから河口湖インターに至る全長約92.3協の高速自動

車道である。本路線は,首都圏と富士山及び富士五湖方面とを直結しているため,観光シーズン

には大変に混雑する。さらに,現在,高井戸インターから大月ジャンクションまでの約69。 9協は

4車線であるのに,これより河口湖インターまでの約22.4筋は2車線という変貝J的なものとなっ

ているため,事故があとを絶たない。そのため, 4車線化拡張工事事業が計画された。

昭和53年 9月 ,山梨県教育庁文化課より中央自動車道富士吉田線大月ジャンクションから河口

湖インターまでの 4車線化工事計画の連絡と,それに伴う都留市内の埋蔵文化財包蔵地の照会が

あった。

照会に基づき,県文化課と共に,事業計画区内の埋蔵文化財包蔵地の踏査を実施したところ,

堀之内原遺跡,宮脇遺跡,中谷遺跡,鷹ノ巣遺跡,山梨原遺跡の 5遺跡が,同路線建設予定地内

に該当することが判明した。

そのため,日 本道路公団東京第二建設局,県文化課,当教育委員会の三者で協議した結果,堀

之内原遺跡は昭和53年度に,中谷遺跡・宮脇遺跡・出梨原遺跡は昭和54年度に,鷹ノ巣遺跡は昭

和55年度に,それぞれ記録保存を目的として,当教育委員会と日本道路公団東京第二建設局との

委託契約により,発掘調査を実施することになった。

これらの内,堀之内原追跡は,昭和53年10月 5日 ～同年二月16日 まで発掘調査を実施し,昭和

55年 3月 ,「堀之内原追跡発掘調査報告書Jと して刊行されている。

中谷遺跡・官脇遺跡の調査は,遺跡が近接しているため,学生が動員できる夏休みを利用して

同時平行で進めることとし,調査には日本大学者古学研究会,都留文科大学考古学研究会の両研

究会の組織的な参加を要請し,また,その指導を,喜多圭介氏にお願いして実施に踏み切った。

両遺跡とも,昭和54年 8月 1日 調査を開始した。

(事務経過)

昭和54年 7月 1日  発掘届を文化庁へ提出
″ 5月 16日  委託契約締結
″ 8月 1日  発掘調査開始
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第 2節 発掘調査の経過

中谷遺跡発掘調査は,昭和54

年 8月 1日 より11月 15日 まで実

施した。

調査方法は,南北に 1～ 38,

東西に Z～ Eの グリッド (1物

×1%)を 設定し,グ リッド単

位に分層発掘を試みた。遺物の

取 り上げは,土器・石器・骨片

など,全点主義を原貝Jと した。

調査地区内には,電話線,道

路が存在し,全体を 3つに分断

して調査せざるを得なかった。

そこで, 0～ 5区までをイ地区

8～18区までを口地区,21～30

区までをハ地区,31～37区まで

を二地区として,各地区ごとに

調査を進めた。
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第 3図 中谷遺跡調査地区全体図
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第 1章 遺跡の立地と環境

第 1節 遺跡の位置と自然環境

中部出岳地帯の南東ヤこ位置する山梨県は,地形上,甲府盆地を中心とした富士川水系に属する

地域と,相模川,多摩川両水系に属する山梨県東部の,二つの地域に大別され,関東山地から連

なる御坂出地が,こ の二つの地域を隔てる分水嶺となっている。

山梨県東部域は,山間地で平坦地こそ少ないが,多摩川水系に属する丹波川,小菅川及び,相

模川水系に属する桂川,鶴川 ,道志川,秋出川の各流路には,河岸段丘が発達し,数多くの遺跡

が立地している。

富士出の豊富な湧水を源とし出梨県東部を流れる桂川は,都留市内において,柄杓流川,菅野

川,朝日川,大幡川等の各支流と合流する。この各流域には河岸段丘が発達し,縄文時代の遺跡

を中′心に,数多くの遺跡が立地している。このような遺跡群のひとつとして中谷遺跡は位置する。

中谷遺跡は,都留市小形山字中谷に所在し,北は高川山を背にし南にゆるやかなスロープを描

く洪積台地の末端に位置し,遺跡の前面には桂川の支流高川がゆるく蛇行して流れる。高川の水

・
て

7
'饉

騒聾中谷遺跡調査地区

掘 調 査 位 置 図
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¬
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第 2節 遺跡の考古学的環境

都留市内では現在64遺跡が知られている。この内縄文時代の遺跡は34追跡で,第 5図のように

桂川の各支流の河岸段丘上に分布している。これらの遺跡は,発掘調査や工事中発見されたもの

もあるが,ほ とんどが表面採集で確認されたものであり,こ の採集土器より各遺跡ごとの時期を

調べると,第 2表のようになる。これより当市内における遺跡は,発見される土器型式が数型式

の短期的使用が行われたものが大半で,中谷遺跡のように縄文時代旱期～同時代晩期まで間断な

く長期に及ぶ遺跡は稀であることがわかる。

これは本追跡が当市内における縄文時代の遺跡の中でも重要な位置を占めていたことを物語っ

ていると思われる。

第 6図 都 留 市 遺 跡 分 布 図

一- 17-―



第 1表 遺跡時期別一覧表
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中谷遺跡の周辺遺跡は第 3図のように,北東側400物 に縄文時代前・中期の松葉遺跡,北側600

'′

,に宮脇遺跡,ま た,南東約 700%に縄文時代中期新道式の遺物及び住居址が検出された中濤遺
(註 1)                                            (註 2)
跡,北約800切には奈良 。平安時代の住居雹ヒ6軒検出された堀之内原遺跡,また,北東約3.2協に

く註 3)

縄文時代中期曽利式期及び,奈良時代の住居 l■が検出された大月遺跡がある。

(註 1)奥隆行他1974「中濤遺跡発掘調査報告」 都留市教育委員会
(註 2)奈 良泰史他1980「堀之内原遺跡発掘調査報告」 都留市教育委員会
(註 3)平松康毅他1977「大月遺跡(1)一県立都留高等学校校舎改築に伴う第一次発掘調査報告」 山梨県
荻育委員会
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第Ⅲ章 中谷遺跡研究小史
中谷遺跡の存在は早くから知られていて,大正年間,遺跡の北側にある尾県小学校の校庭拡張

の際,竪穴住居址が,ま た遺跡南方の大野伝兵ヱ氏の畑からは,敷石居住址が発見されたと伝え

られている。その際発見された美麗な小型の磨製石斧が大野氏から市に寄贈され,現在市教育委

員会に於いて保管中である。

また,昭和47年 7月 ,市教育委員会に於 l―lる 中谷遺跡発掘調査の際の土地所有者,小俣治良氏

が耕作中採取された土器片及び大型の分銅型石斧,定角石斧,石刀を市に寄贈され,これらはま

た,市教育委員会に於いて保管している。

昭和 3年10月 刊行の「 日本石器時代人民遺物発見地名表」に「小形山」として「松棄」「 フル

ヤ ド」「大タナ」「菖蒲沢」の五つの遺跡の存在を先学羽田一成氏が報告しているが,出土遺物

も単に「土器」「石器」等と簡記されているのみで,詳細な調査は行われなかった模様である。

昭和30年 5月 に刊行された山本寿々雄氏の「甲斐石器時代遺跡遺物発見地名表」には,小形山

より早期の茅山式,前期の諸磯 C式,中期の加曽利 EI・ Ⅱ式各土器の出土することを伝え,石

器としては「石匙」「凹石」の出土例が伝えられ,竪穴住居址が乱掘されたと記されているが ,

小形山と広範囲の地名を使用しているので,遺跡の詳細については不明であるが,編年的位置づ

けに初めて具体的な知見が示された。

昭和37年実施の山梨県教育委員会干J行の「 山梨県遺跡地名表」には都留市文化財審議員羽田富

士男,渡辺長重両氏が,縄文の遺跡として報告しているが,縄文前・中期の遺跡として報 告 さ

れ,後,晩期の遺物を出土することについては強れられることはなかった。

昭和39年 7月 に,中央自動車道建設事前調査として発掘調査が行われ,仁科義男氏を調査団長

とし,立正大学文学部久保常晴教授,及び同坂詰秀一講師と考古学研究室員及び山梨県側から山

本寿々雄学芸主事が発掘調査に当たり都留市からも前記羽田富士雄,渡辺長重氏の他に遠藤匡彦

氏の三文化財審議会委員が参加した。

関俊彦,加藤邦雄,坂詰秀―の諸氏が「発掘調査の実施結果に基づく発掘調査報告書」にその

成果を報じている。

坂詰秀一氏は,更にまた「都留市小形山に於ける縄文晩期配石遺跡の調査」を甲斐考古第 8号

に掲載しているが,二例の配石遺構を発見,表土中から加曽利 BⅢ式土器片及び配石遺構中から

縄文晩期の上器,土版,石鏃と弥生後期の土器,磨製石斧等を発掘,こ こにはじめて当時として

は県下に数少ない,縄文後・晩期遺跡として注目を浴びるに至ったがその後積極的調査の行われ

ることもなかった。

昭和46年 12月 16日 の調査 (表採)で,珍しい小型の獣面把手が採取され,同時に,附近から石

棒・石皿の破片及び磨石と思われる石器類も多数発見された。

昭和47年 3月 には農道拡幅工事のため,けず りとられた壁面から,住居址と思われる落ち込み

が発見され,同時に採取された土器片から4つの復元可能の土器及び小型磨製石斧 (定角石斧 )

1,石鏃,注口土器注口部破片等を得たので,取 り敢えず附近を実地測量し注目しておったとこ

ろ,道路拡幅により自動車の運行が可能になったため,敷地所有者が現状を変更予定の由伝聞した

―- 19 -一
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ので,都留市教育委員会は都留文科大学考古学研究会に調査を委蝠,発掘調査を行った。発掘調査

の結果晩期の配石遺構と後期に属すると思われる敷石遺構及び同期に属する住居址一軒を発掘し

た。また配石遺構中,精円形状に配置された石組みの中央部から,頭部を南に,顔面を上にし,

やや斜めの状態で両腕の欠損した,耳栓を装着したハート型土偶を発掘,学界の注目を浴びた。

/

物  1964年度調査地区 (第 1次 )

=I:■
 1972年度調査地区 (第 2次 )

饉饉踵 1979年度調査地区 (第 3次 )

(第 1次・第 2次・第 3次)位置図

ド
|＼

第 7図 中谷遺跡発掘調査

9 cm

O③会0
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第Ⅳ章 層 序

第 1節 層 序 (第 8図 )

中谷遺跡の標準層序は,ほぼ12層に分かれる。

第 I層 (表土層)   耕作土

第Ⅱ層 (褐色土層)  黄褐色,赤色粒子及び, 2触″大のスコリアを合有。粘性は弱い。

第理層 (黒褐色土層)赤 色粒子, 2″Z大のムコリア含有

第Ⅳ層 (暗褐色土層)赤 色粒子,黄褐色粒子含有

第V層 (黄揚色土層) 赤色̀粒子,黄褐色粒子及び 222大のスコリア合有。本層は黄褐色の砂

粒状の粒子によって形成されている。本層は土師式上器の包含層。住居址,轟 , ピットの検出面

となっている。

第Ⅵ層 (暗黄褐色土層)黄 褐色粒子を多量に合有。本層下部よリスコリアの純層が認められ

た。本層上部は縄文晩期の,下部は加曽利B式の,遺物包含層である。

第Ⅶ層 (階茶褐色土層)女 褐色,赤色粒子を若千含有し, 2～ 3″π大のスコリアを含有。本

層は加曽利 B式・堀之内式の遺物包含層である。     0
第Ⅷ層 (褐色土層)黄 褐色粒子, 2 ππ大のスコリ

アを若千合有。堀之内式・加曽利E式・曽利式の遺物

包合層である。

第Ⅸ層 (暗褐色土層) 黄褐色粒子を若千含有。曽

利式土器の遺物包含層である。             1

第X層 (黒褐色土層)黄 褐色,赤褐色の微粒子を

若千含有。粘性の強い土層である。

第�層 (暗黄褐色土層) ローム漸移層。

第�層 (黄褐色土層) ローム層。          2

第 2節 層序と遺物 (第 9図 )

中谷遺跡における各層中の遺物の出土状態は,第 9

図,第 2表のように,第Ⅵ層中からの出土が最も多く

以下,第Ⅶ層,第Ⅷ層,第Ⅸ層と減少する。その内容

は,第Ⅵ層中では第 8群土器 (縄文時代後期中葉)を

主体として,第 9群土器～第■群土器 (縄文時代後期

中葉～同時代晩期の土器群)が同層出土土器の内に過

0            1m

第 8図  中谷遺跡標準層序
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半数を占めている。第Ⅶ層中では第 8群土器～第■群土器が減少し,第 5群土器 (同時代中期後

葉)～第 7群土器 (同時代後期初頭)が増加する。第Ⅷ層中では第 8群土器～第11群土器が増々

威少し,第 5群土器～第 7群土器が,同層出土土器の内の大半を占める。第Ⅸ層中では第 5群土

器が,同層の出土土器中に,大半を占めている。なお,第 I層～第Ⅳ層中からはあまり遺物の出

土をみなかった。第V層中では土師式土器を主体として,縄文時代各期の上器片の出上 をみ た

が,全体的な出土量はわずかであった。

出土遺物は,ほ とんどが住居址,配石遺構に伴 うものである。これらの上器は第 2群～第■群

まで,層位毎の増減は認められるものの,層序と遺物との関係 (各期の文化層)については,あ

まり良好なデーケを得ることはできなかった。

第 3節 層序と這構

中谷遺跡で発見された遺構の内で,奈良時代の住居址 (第 1号址 。第 9号址)は,遺構の確認

面が第V層中であり,覆土となっていたのが第Ⅳ層の暗褐色上であった。

縄文時代の住居址 (第 2号址・第 8号址・第10号址・第11号 l■・第12号址・第13号址 。第14号

址)は,遺構の確認面が第Ⅶ層中であり,覆土となっていたのが第Ⅵ層の暗黄褐色土であった。

配石遺構は,第Ⅵ層～第Ⅸ層に渡って認められた。

第 4節 層序と共山堆積物

本遺跡では,第Ⅵ層下部と第Vlll層下部に消いて,火山堆積物層が認められた。これについては

以前発表したことがあるが,第Ⅵ層下部で認められたものは, 1～ 2″π大の黄褐色,灰色を呈す
(註 1)

るスコリア層である。第Ⅷ層下部で認められたものは, 2～ 3%π大の灰色・黒色を呈するスコリ

ア層である。

第Ⅵ層中のスコリア層は,ハ地区において最も良好に観察された。イ・口両地区においては ,

純層としては認められず,第Ⅵ層中に拡散していた。最も良好に観察されたハ地区では,ス コリ

ア下に第 8群土器, スコリア上に第 9群土器が認められた。また第 2号 l■は第 8群土器を伴う住

居址で,覆土中にスコリアの堆積が認められ,こ の住居址を第 9群土器を主体的に伴う第13号址

が切って構築されていた。これらより,こ のスコリアの降下時期は,第 8群土器の新しい時期か

ら第 9群土器の古い時期の間と推定される。

第Ⅷ層中のスコリア層は,イ 。口地区において良好に観察された。特に,第 3号址 (人骨を伴

う土拡墓)の覆土中では,厚い堆積が認められた。このスコリア下には,第 5群土器の古い時期

のものが,ス コリア上では,第 5群土器の新しい時期以後のものが,それぞれ認められた。これ

は同市内久保地遺跡で確認された曽利Ⅲ式の新しい段階に降下したと推測されるスコリアに比定

されるものと思われる。

(註 1)奈良泰史 (1980)「山梨県東部一桂川流域―の火山堆積物と遺跡」(『考古学ジャーナル』血178)
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第V章 迫還

第 1節 縄文時代の遣構

1住 居 址
(1)第 8号 l■ (第10図 )

本住居址は,二地区A～ E-27～ 33区に位置する。北側を 1号 l■ ,南側を 9号址にそれぞれ切

られているため,その全貌は粥らかではないが,一辺約3。 2%～3.62の方形プランを塁するもの

と思われる。壁は,ほぼ垂直に立ち上がり,壁高は,約 20θ解を計る。床面は,平坦であるが軟弱

である。柱穴は,壁面に沿って12本検出された。覆土は,ス コリアを少量含有し,黒 色 を呈 す

る。砂粒状で粘性は低い。本l■L内 (D・ E-31・ 32)か ら粘土を混在する焼土ブロックが検出さ

れた。(平林彰・伊藤正人)

A…

2m

構

―A′

第10図 第 8 号 址 平 面 図
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1号址

2m

第11図 第 8号址平面図 (掘 り方)

出 土 遺 物

① 土 器 (第 12～17図 )
主に覆土中より出土し,中谷第10群土器を主体とする。

1は 口縁部やや内湾した平縁の深鉢形土器である。口縁部には入組文,胴部には羽状沈線文が

それぞれ施されている。

2は 口縁部 4単位の小波状を呈する深鉢形土器である。日唇直下に有刻突帯を有する。日縁部

文様帯は,有刻突帯によって上 (Ia),下 (I)の二つの文様帯を形成してい る。 Ia, Iの
文様帯には,三叉文,三叉状入組文が,胴部文様帯 (Ⅱ )には,羽状沈線文が,それぞれ施され

ている。                      ′

3は口縁部 4単位の突起状の波状を呈する深鉢土器である。日唇直下に有刻突帯を有する。 I

a文様帯には 1本の沈線, I文様帯には流水状の入紅文が,それぞれ施されている。

4は口縁部 5単位の波状を呈する深鉢形土器である。日唇直下に有刻突帯を有する。 Ia文様
帯には 1本の沈線, I文様帯には三叉状入組文が,それぞれ施されている。

5は口縁部波状を呈する深鉢形土器である。口唇直下に有刻突帯を有する。口縁部文様帯には

―- 25 -―



第 8号址出土土器実測図(1)
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10

ヽ 翌 里 _¬

第13図 第8号址出上土器実測図(2)

三叉状入組文が施されている。

6は 口縁部波状を呈する深鉢形土器である。口縁部文様帯には三叉状の入組文が施 され てい

る。

7は口縁部波状を塁する深鉢形土器で,最大径は胴下半に存する。口縁部文様帯には有刻突帯

による区画文が施され,その間除に三叉文,刺突文が,それぞれ施文されている。

8は口縁部に 5単位の小突起を有する無文の深鉢形土器である。口唇直下に有亥J突 帯 を有 す

る。

9・ 10は 口縁部小波状を呈する無文の深鉢形土器である。

■・12は 口縁部突起状に波状する無文の深鉢形土器である。

第14図～第17図は第 8号址出土上器の拓影図である。中谷遺跡第■群土器を主体として,第 4

群～第■群の上器群が認められる。概要は第 3表参照。

長石・石英粒
含有

長石・雲母含
有

″

第 4群第 2類

第 5群第 4類

第 5群第 6類

茶裾色

灰裾色

明褐色

邑
　　″

第 3表 第 8号 JI出土土器一覧表

胎 土 1色 調1時  期 1鑓施 文 具
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第14図 第 8号 址 出土 土 器 拓 影 図 (1)
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配 1部 位 施 文 具 |

胎  土 1色 調 1 時  期 1比去
4胴 部 半我竹管

棒状施文具

棒状施文具
縄文原体(LR)

″

藤状施文具
縄文原体(RL)
棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(RL)

篠状施文具
縄文原体(LR)

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
ヘラ状 ″

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(RL)

ヘラ状施文具

棒状施文具

篠状施文具
縄文原体(LR)

″

棒状施文具
縄文原体(RL)
渫状施文具

棒状施文具
ヘラ状施文具

棒状施文具

″

″

″

″

″

″

竜繁復豆そ1像綴髭雙量経挙を
懸垂文が施文

畳畢祀巖讐垂窟み核睦路比隻P

沈線区画内に充填縄文が施文す

″

渦巻状沈線文,磨消縄文が施文

C字状沈線と刺突を有する橋状
把手。太い沈線区画内に磨消縄
文が施文される。

姥習死ぢμ偶番た復ρ娩綴菱祭
施文される。

沈線文,磨消縄文が施文 され
る。

沈線文が施文

沈線文,口唇及び陵線に刻みが
施文

島冥票翼錢管滉彊幸痛娩縦長
状

磨消縄文帯, 口唇に亥」み, 口唇
直下に列点状刺突充捩の平行沈
線文が施文

斜行沈線文が施文

″

″

口唇直下縄文帯,羽状沈線文

足∈雰弱摂燒荼蔓
'棒状施文具

羽状沈線文

民隻評胎簸栓奨琴晨髭長負種輩
る羽状沈線文

口縁部に対弧状文

口縁部に巴状入組文,胴部に羽
状沈線文

口縁部に巴状入組文

″

″

口縁部に巴状入組文,胴部に羽
状沈線文

口縁部に巴状入組文

長石・石英粒
を多量に合有

長石 。石英粒
を若千含有

″

石英粒・雲母
多量に合有

石英粒・長石
若干含有

長石・石英粒
雲母多量に合
有

雲母・長石を
多量に含有

雲母・石英粒
を若千含有

長石・石英粒
を多量に合有

雲母・石英粒
を含有

石英粒・雲母
・長石を含有

″

″

明褐色

賠褐色

茶褐色

明裾色

暗灰色

茶褐色

茶褐色

明茶褐
色

暗茶褐
色

茶褐色

暗灰色

暗灰色

″

″

暗褐色

″

″

〃

″

茶褐色

″

第 5群第 6類

第 6群第 2類

第 6群第 6類

″

第 8群第18類

第 7群第 1類

第 7群第 4類

第 8群第13類

第 8群第■類

第 8群第 1類

第 8群第 6類

第 8群第 6類

第 9群第 8類

第 9群第 8類

第 9群第 5類

第 9群第 7類

第  10 群

″

覆土

″

″

″

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

口縁部

胴 部

口縁吉【

″

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

口縁部

胴 部

口縁部

″

″

″
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配 1部 位 1施 文 具 |

口縁部

″

″

胴 部
口縁部

″

〃

″

″

″

″

″

″

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

″

″

棒状施文具

ヘラ状施文具

″

棒状施文具

″

″

ヘラ状施文具

棒状施文具

″

ヘラ状施文具

棒状施文具

″

″

″

″

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(RL)
棒状施文具
縄文原体(LR)

″

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具

憾状施文具
撚糸文

棒状施文具

口縁部に三叉状入組文

口縁部に有刻隆帯文

付 
部に 2条の有刻隆起線文貼

異考例森冤
施された貝占付文。三

有刻突帯文・羽状沈線文

波状口縁に沿った弧状隆帯文

有刻突帯

″

″

巴状入組文

有亥」突帯文

有刻突帯文・口縁部に巴状入組
文・胴部に羽状沈線文

有刻突帯文

″

巴状入組文

″      三叉状入組文

曲線的な磨消縄文・ボタン状貼
付文

帯縄文・有刻ボタン状貼付文

縄文地に沈線文

口縁部に弧状沈線文,三角形状
の沈線文,胴部に縄文
棒状施文具による三叉状入組文
その間隙に,磨消縄文
弧状の磨消縄文

鍵手状入組文

三角陰刻文

撚糸文を地文として,三角陰刻
文

平行沈線文間に刺突文施文

口唇直下に 1本沈線文 を巡 ら
し,その間隙に刺突文施文

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

石英粒・雲母
・長石を含有

長石・石英粒
を含有

石英粒・雲母
を合有

″

″

″

″

石英粒・長石
を若千含有

″

″

石英粒・雲母
を含有

″

″

土
1色 調

茶裾色

灰裾色

暗褐色

″

″

″

″

″

茶褐色

黄褐色

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

暗褐色

明褐色

″

灰裾色

暗褐色

黄褐色

第  10 群

9

″

第■群第 2類

第■群第 6類

第11群第 3類

第11群第 5類

粒英
有

″

″

″

″

″

″

″

・
石

袷

″

石
若
長
を
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② 石 器 (第 18図 )
第18図は第 8号址出上の主な石器の実測図である。

1・ 2は黒耀石製の石鏃である。

3・ 4はスクL/イ パーで, 3はチャート製, 4は黒耀石製のものである。

5～ 8は打製石斧で,いずれも頁岩製のものである。 8は先端部が欠損している。

10・ ■は石皿の破片で,いずれも安山岩製のものである。

“
▲＼

繰
鯵
り
'

63

|

第17図 第 8号址出土土器拓影図 (4)
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(2)第 12号址 (第 19・ 20図 )

本住居址は, Z～ C-24～27区に位置し,10・ 14号址を切って構築されている。平面プランは

長径 3,75%,短径 3.5街 のはば円形を呈している。壁は,緩い角度で立ち上が り,壁高は,15～

18Cηを計る。床面は,平坦であるが軟弱である。柱穴は,壁に沿って10本検出された。炉は住居

llL中央よりやや南西寄りに位置し,20～ 4002大の礫が,400筋 ×70θπの惰円形に配された石囲い炉

である。炉の南東側に,炉からのかき出しと思われる焼上が,60× 680能の範囲で認められた。

出 土遺 物

①土 器 (第21～23図 )
1は浅鉢形土器で口縁部が欠損している。6条の平行沈線文を横位に施し,その間隙に「ハ」の

字状沈線文が充填されている。

2m

第19図 第 12号 址 平 面

―- 35 -―

知

綾

◎

ο
芍
◎

図 (1)



・ヽ

フ

― A'

2m

第20図 第 12号 址 平 面 図 (2)

2は口縁がやや内湾した深鉢形土器である。口縁部文様帯には 4条の沈線文が,胴部文様帯に

は羽状沈線文が,それぞれ施されている。

3は口縁がやや外反した深鉢形土器である。口縁部文様帯には入組文が施されている。

4は口縁がやや外反した深鉢形土器である。口縁部文様帯には巴状入組文が,胴部には羽状沈

線文が,それぞれ施されている。

5は浅鉢形土器である。口唇直下に 3条の沈線文が施されている。

第22図～第23図は第12号址出土土器の拓影図である。中谷遺跡第10群土器を主体として,第 5

群～第10群の上器群が認められる。概要については,第 4表参照。

A―
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② 石 器 (第 24図 )
第24図は第12号 l■出上の主な石器の実測図である。

1～ 4・ 6は ,打製石斧及び,それに類するものである。 1・ 6は,凝灰岩製の, 2～ 4は ,

砂岩系の,も のである。

7・ 8は,磨石で,安山岩製のものである。 8には使用痕が認められる。

9は ,頭部欠損の石棒で,凝灰岩製のものである。

2

20cm

第21図 第 12号 址 出 土 土 器 実 測 図

胴 部

口縁部

半我竹管
棒状施文具

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施支具

棒状施文具
縄文原体(LR)

半我竹管による条線を地文とし
て,隆線による渦巻文施文
縄文を地文として,太い沈線文
施文。頸部に有刻隆帯文

曲線的な太い沈線文が施文

口唇直下に弧状の有刻隆帯が貼
付され,その直下から羽状沈線
文が施文

口縁に小突起を有し,その直下
に対弧状況線文が施文

口縁に横連の対弧文施文・対弧
文間は磨消縄文が,その直下に
は 2本の横線に画されて刻目文
が粗っている。

石英位
を含有

長石

石英位・長石
を合有

黄褐色

茶褐色

黒褐色

第 5群第 5類

第 7群第 2類

第 7群第 1類

第 8群第 1類

第 8群第10類

駐
　　〃

第 4表 第 12号 址 出土 土 器 一 覧表

血
1部 位 1施 文 具 1 文    様  1胎  土 1色 調 1時  期
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No,1部 位

口縁部 棒状施文具
縄文原体(LR)

石英粒・長石
を含有

黄褐色

18

19

20

21

22

23

24

25

26

胴 部

口縁部

月同 謝;

口縁部

″

″

″

″

″

ヘラ状施文具

棒状施文具
半我竹管

棒状施文具
縄文原体(RL)

棒状施文具

半我竹管

棒状施文具
縄文原林(RL)

半我竹管

棒状施文具
縄文原体(LR)
棒状施文具
縄文原体(RL)

棒状施文具

″

″

口縁に横連の対弧文が施文。対
弧文間は充填縄文が,連結部に
は円形刺突文が,そ れぞれ施
文。日縁部と胴部の境には 2本
の横線に画されて刻目文が巡っ
ている。

日唇直下より斜行沈線文が施文

口縁部と胴部の境には有刻の隆
線が巡り,その直下より斜行沈
線文が施文されている。

日縁部には帯縄文が,胴部には
コンパス文が,それぞれ施文さ
れている。日縁部と胴部の境に
は2本 の横線に画されて亥U目 文
が巡っている。

2本 の横線に画された帯状区画

茄爽隻甚衰七そ美裟思焼型よぢ

半我竹管によって 2本の横線に
画された帯状区画文が施文され
その間は列点状刺突文によって
充填されている。帯状区画文の
間には瘤状貼付文が貼付されて
モヽる。

縄文を地皮として,横線が施文
され,その間は列点状刺突文に
よって充填されている。

波状口縁の波頂部に円形刺突文
が施文され,それより口縁に沿
って横帯区画状に沈線文が施文
されている。

波状口縁に沿って帯縄文が施文
されている。

日唇直下に瘤状貼付文が貼付さ
れ,それより帯縄文が施文され
ている。

日縁部文様帯には 4条の沈線文
が,胴部文様帯には羽状沈線文
が,それぞれ施文されている。
口縁部文様帯に巴状入組文が施
文されている。

日縁部文様帯に巴状入組文が,
月同部文様帯に羽状沈線文が,そ
れぞれ施文されている。

口縁部文様帯に巴状入組文が施

獲§批そ漁2潔
隙に刺突文が充

口唇直下に有刻突帯が施文され
口縁部文様帯は上(Ia文様帯)
と下 (I文様帯)に 2分されて
いる。 Ia文様帯には対弧状沈
線文と,それより発する沈線文
が, I文様帯には入組文が,そ
れぞれ施文されている。

波状口縁の波頂部直下に有刻の
貼付文が貼付され,それを起点
として弧状沈線文が施文されて

雲母・石英位
を含有

雲母・石英粒
を含有

暗褐色

黒褐色

暗褐色

茶褐色

″

暗褐色

粒
子
　

粒

英
若
　

英

・石
践

　

・石
有

″

″

″

〃

″

″

石
雲
有

石
含

長

・
含

長
を

施 文 具 1   文      様   1 胎  上 1色 調 1 時  期 1地去
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第 3群第10類

第 8群第 6類

第 8群第17類

第 9群第 1類

第 9群第 3類

第 9群第13類

第 9群第12類

第 9群第 1類

第 9群第 6類
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色 調 時 期
|

出土
地点

28

29

30

31

32

33

34

35

36

日縁部

胴 部

〃

口縁部

半我竹管

棒状施文具

″

ヘラ状施文具

棒状施文具

長石・石英粒
を若干含有

″

石英粒・雲母
を若干含有

長石・石英粒
を若干含有

暗褐色

″

″

茶褐色

暗褐色

灰褐色

第  10 群
いる。

口唇直下に口縁に沿って沈線文
が施文されている。波状口縁の
波頂部の直下には瘤状貼社文が
貼付されている。

羽状沈線文が施文されている。

″

三叉文が施文されている。

縄文を地文として,横線及び入
組状沈線文が施文され,その間
は,縄文を磨消している。
口縁部には羊歯状文が,胴部に
は縄文が,それぞれ施文されて
いる。

覆土

Ｌ
具
破
文
体
施
原
状
文
棒
縄

(3)第 2号 址 (第25図 )

本住居址は,八地区D～ E-23～ 26区に位置し,東側の大半は調査対象地区外のため, また ,

南側は第13号址に切られているため,その全貌は明らかでないが,方形プランを呈するものと思

われる。壁は,緩やかに立ち上がり,壁高は,約40財を計る。現存している床面は,平坦である

Q
A― ―A′

2m

2号址
9

A―

2-1層  黄褐色スコリアをかなり含有 し
た黒色土
2用 責褐色 灰褐色スコリアを多量
に含有 した層で所々スコリアの純
層が点在
3層  カーポンを若干含有した暗褐色上
4層  ロームブロ ンク及び若千のカー
ボンを含有 した暗褐色土

13-1層  支褐色粒をかなり含有 した茶儡
色土

ζ層 讐話往挫字ど黎を中暮碧七を掲  A
色土
4層  焼土粒 を多北に含有 した層
5屑
含名τえ哭奄色こ

褐色粒を多遣に

6層 茶褐色土
7層  スコリアを希子含有 した茶褐色土
8層  黒色ブロック及びスコリアを希
千含有 した晴褐色主
9層 黄褐色及び灰褐色スコリアを多
量に含有 した婦

10層  2～ 3n4大の黄褐色粒を若千含
有 した婿

11層 粒子の細かい砂粒状の褐色十

第25図 第 2・ 13号 址 平 面 図
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が軟弱である。覆土中にスコリアが層を成して検出された。 (片山雅文)

出土遺 物

① 土 器 (第 26・ 27図 )
主に覆土中より出土し,中谷第 8群土器を主体とする。

1は覆土第 1層中より出土したもので,口縁が平縁の浅鉢形土器と思われる。文様は口唇直下

に横位に縄文 (LR)を施文し,その後に2本横線を巡らしている。胴部は羽状沈線文が施文さ
れている。

2は覆土第 2層中 (ス コリア層)よ り出土したもので,日縁部が平縁の浅鉢形と思われる。文

様は口唇直下に 2本の横線が巡らされ,横線上にボタン状貼付文が上下 2個貼付されている。胴

部は羽状沈線文が施文されている。

第27図は第 2号址出土土器の主なものの拓影図である。中谷遺跡第 8群土器を主体として,第
5群～第 8群まで認められる。概要は第 5表参照。

に  2即  1
第26図 第 2号 址 出 土 土 器 実 測 図

第 5表 第 2号址出土土器一覧表

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

半我竹管

棒状施文具

″

縄文原体(LR)

棒状施文具

半我竹管

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

撚糸文

半我竹管による条線を地文とし

て,棒状施文具による沈線文が
施文されている。

半我竹管による条線を地文とし

て,擦状施文具による沈線文が
垂下している。

隆線によって,横位の区画文が
施文され,その間隙に縄文が充
填されている。

日唇部直下に 1本の沈線文が巡

らされ,その直下より綾杉状の
条線文が施文されている。

日唇直下に無文帯を置いて, 1

本の沈線文が巡らさ漁,その直
下より縄文が施文されている。

太い沈線文が施文されている。

日唇直下に有刻隆線が 1本巡ら

され,日縁部文様帯には,帯縄
文が施文されてしヽる。

撚糸文を地文として 2本の横線

文が施文されている。

茶褐色 第  5 群

黄褐色

石英粒・長石

を含有

石英位・雲母

含有

石英粒・長石

を含有

よく精選され

た ものであ

る

石英位・長石

を含有

第  7 群

″

第  8 群

覆上

″

茶褐色

黄褐色
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第27図 第 2号 址 出 土 土 器 拓 影 図
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部 位 施 文 具

″

よく精選され

て緻密なもの

である。

長石・石英粒

を若干含有

″

″

″

長石・石英粒

を若干含有

色 調

暗褐色

″

黒褐色

″

″

暗褐色

暗褐色

黒褐色

″

9   君半

8   君羊

第  8 群

胴 部

口縁部

″

″

胴 部

″

″

口縁部

底 部

棒状施文具

″

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

″

ヘラ状施文具

棒状施文具

″

棒状施文具

2本の横線文と「縦単対弧文」

が施文されている。

口唇部直下に「お玉杓子文」が

施文されている。

日縁端部と,日縁,胴部の境に
幅の狭い縄文帯が施文されてい

る。

連続横 S字状文が施文されてい

る。

2本の横線と,その間に弧線文
が施文されている。弧線文間に

は磨消縄文が施文されている。

磨消縄文が施文されている。

弧状沈線文,磨消縄文が施文さ
れている。

斜交沈線が施文されている。口唇

部には刻みが入れられている。

斜線文が施文されている。

羽状沈線文が施文されている。
″

2本の横線文が施文 され て い

る。

3本の横線文が施文 され てい

る。

網代底

② 石 器 (第28図 )
第28図は第 2号址出土石器の主なものの実測図である。

1～ 3は薄手の象1片を素材とした石器で, 1,3は正面左下に第 2次加工が施され刃部が作出
されている。2は下端に刃部が作出されている。 1・ 2は完形品であるが, 3は刃部のみの破損

品である。石質は 1～ 3共に,緑色凝灰岩である。 4・ 5は,玄武岩製の磨石である。

“

)第 13号 l■ (第25図 )

本住居l■は,ハ地区D～ E-26～36区に位置し,東側の大半は調査対象地区外のため,その全

貌は明らかではないが,一辺約 3.92程の隅丸方形プランを呈するものと思われる。壁は,ほば

垂直に立ち上がり,壁高は約9SC物を計る。床面は平坦であるが軟弱である。柱穴は壁に沿って8

本検出された。 (大崎裕美・平佐枝子・日向容子)

出土遺物

土 器 (第29図 )
全体的に出土量は少なく,主に壁際に集中的にみられた。覆土中からは,中谷第 9群を主体と
して,中谷第 3群～第10群まで認められた。第 6表参照。
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第28図 第 2号 址 出 土 石 器 実 測 図

半載竹管

棒状施文具

縄文原体 (RL
R)
ペン先状施文具

棒状施文具

胴 部

部長膝
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

口

ぬ

第 6表 第 13号 址 出 土 土 器 一 覧 表

血
1部 位 1 施 文 具 1   文      様   1 胎  土 1色 調 1 時  期 1見去

半我竹管による横位押引文

縄文を地文として,沈線文が施
文されている。

ペン先状施文具によって,連続
刺突文が施文されている。

太い沈線文が施文

口唇直下に 1条の横線文が施

文,又,内面にも1本の横線文
が巡らされている。

口縁部に小突起を有し,それよ
り横位に弧線文が施文されてい

る。

雲母を多量に 1暗褐色

雲母を多重に 1暗褐色

石英粒・雲母 1茶褐色

長石・石英位 1黄褐色

証

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
″
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血 1部 位 1施 文 具

日縁部

″

″

″

胴 部

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(LR)

半我竹管

憾状施文具

ヘラ状施文具

棒状施文具

″

口縁部に波状口縁に沿って帯縄

文が施文され,その直下に, 2
本の沈線文が巡らされている。

口縁部に縦長有刻の突帯が貼付

され,それより横位に対弧状の

沈線文が施文されている。

口縁部には 2本の太い沈線文が

巡らされ,胴部には羽状沈線文
が施文されている。

日縁に帯縄文が施文 されて やヽ

る。

半我竹管による横線文が施文さ

れている。器面はていねいに研

磨が施され,ま た,赤色塗彩が
施こされている。

日縁部に弧線文が施文されてい

る。

日縁部に巴状入組文が施文され

ている。

斜行沈線文が施文

羽状沈線文が施文

斜行沈線文が施文

網 代 底

長石・石英粒

を含有

よく精選され

た級密なもの

である。

石英位・長石

を含有

″

″

″

暗褐色

黒褐色

″

黄褐色

暗褐色

″

″

黄褐色

黒褐色

第  10 群

13

14

15

16

17

18

19

20

21

群

群

　

群

８

９

″

８

″

第

第

　

第

″

″

(5)第 10号 l■ (第31図 )

本住居址は,ハ地区Z～A-24～27区に位置し,西側の大半は調査紺象地区外のため,その全

貌は明らかでないが,直径約 4.6物 の円形プランを呈するものと思われる。壁はだらだらとした

立ち上がりで,壁高は約60C能を計る。床面は平坦であるが軟弱である。柱穴は壁に沿って6本倹

出された。覆土は3層に分けられ,第 1層は2～ 32π大の責褐色粒を若千含有し,粘性を有する

暗褐色土である。第 2層は2～ 3 ππ大の黄褐色粒及びスコリアを含有する暗茶裾色土である。第

3層はロームブロック,山砂利のブロック混在の茶褐色上である。(海老名康江)

出土遺物

遺物の出土数は少なく,小片が多い。

① 土 器 (第32図 )
中谷第 8群～第■群までの土器が出上したが,いずれも小破片であった。第 7表参照。

② 石 器 (第30図 )
1は ,緑色凝灰岩製の石棒で,先端部欠損している。床面から出上した。

2は ,黒燿石製の石鏃である。覆土中から出土した。
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第29図 第 13号 址 出 土 土 器 拓 影 図
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(6)第■号址 (第31図 )

本住居址は,ハ地区 Z～A-29～31区に

位置し,西側の大半は調査地区外のため ,

また北側は第14号址,東側は第 1号址に,

それぞれ切られているため,その全貌は切

らかではないが,方形に近いプランを呈す

るものと思われる。壁は比較的ゆるやかに

立ち上がり,壁高は約15翻を計る。廉面は

軟弱なものである。覆土は若千カーボン,

焼土を含有した暗褐色土である。 (富元久

美子)

出土遺物

出土遺物は,床面からはほとんど認めら

れず,覆土中より若千の出土をみた。

局
聴
帥
珊
柳

Ｏ
Ａ
ハ
Ｖ

Ａ

◇
10Cm

第30図 第10号址出土石器実測図
土 器 (第32図 )

中谷第 8群を主体として,中谷第 3群～第 8群まで認められた。第 7表参照

第31図 第 10。 ■ 。14号 址 平 面 図
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(7)第 14号址 (第31図 )

本住居址は,ハ地区 Z～ A-26～29区に位置し,西側大半は調査対象地区外のため, また,東

側は第 1号址に,ゴヒ側は第10号址に,それぞれ切られているため,その全貌は朔らかではないが ,

方形に近いプランを塁するものと思われる。壁はだらだらとした立ち上がりで,壁高は約500筋を

計る。床面は軟弱である。柱穴は本住居址に伴 うと思われるものが, 5本検出された。覆土は 2

層に分けられ,第 1層は黄褐色スコリア,砂礫滉じりの暗褐色土層,第 2層は焼土,カ ーボン, 2

～ 3%π大の砂礫混じりの粘性を有する暗褐色土層である。 (大崎裕美・日向容子・平佐枝子)

出土遺物

出土遺物は,床面からはほとんど認められず,覆土中より若千の出上をみた。

土 器 (第32図 )

中谷第 8群を主体として,中谷第 5群～第10群まで認められる。第 7表参照

第 7表 第10,m。 14号址出土土器一覧表

配 部 位 施 文 具 1 文    様 胎   土 色 調 時   期
土

栄
出
地

8

９

　

　

１０

口縁部

部月同

部

口縁部

〃

　

　

　

　

〃

月同

口縁部

″

″

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(RL)
棒状施文具

縄文原体)LR)
″

半我竹管

縄文原体(LR)

ヘラ状施文具

棒状施文具

篠状施文具

縄文原体(RL)

籐状施文具

縄文原体(LR)

口唇部に刻み,内面に 1本の横
線文が,それぞれ施文されてい
る。

口縁と胴部の境に有刻降線を巡

らし,胴部には縄文が施文され
ている

日唇直下に縦長の突帯が貼付さ

れている。

2本の横線文間に換まれた帯縄

文と,三叉文が施文されている。

2本の沈線に換まれた帯縄文が

施文されている。

玉抱き三叉文が施文 されてい

る。

胴部にY字状懸垂文が施文され
ている。

ペン先状の施文具による押引き

文が施文されている。

2本の横線文間に縦位の対弧文

が施文されている。

横線を巡らし,その間に縄文が
充填されている。横線の連結部

には「区切り対弧文」が施文さ

れている。

口唇直下に有刻隆線が,日縁部
には横線が,それぞれ巡らされ
ている。横線内には縄文が施文

されている。

石英位を多量

に含有

石英粒・長石

を合有

〃

雲母を多量に

含有

石英粒と,若
千の雲母を含

有

石英粒 。長石

を含有

暗褐色

″

″

茶褐色

″

″

暗褐色

黒褐色

第  8 群

″

第  9 群

第  11 群

″

″

第  3 群

第  4 群

第  8 群

知
凱
馳
″

″

第■

号址

覆土

〃

″
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施 文 具

棒状施文具

縄文原体(LR)

胎  土 1色 調

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

半我竹管

縄文原体(LR)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(LR)
棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

石英粒・長石

を含有

″

″

″

口唇直下と,胴部との境に幅の

狭い縄文帯が施文されている。

黒褐色

″

黄褐色

″

晴褐色

黒褐色

暗褐色 10 群

″

第■

号址

覆土

″

″

口唇部に突起が付けられている

突起の直下には 1本の沈線が巡

らされている。

縄文を地文として,沈線文が施
文されている。

口唇直下に貼付文が貼付され,

それに棒状施文具による円形刺

突が加えられている。

幾何学的な沈線文と,磨消縄文
が施文されている。

日縁部に有刻隆線と,横線文が
巡らされ,横線間には縄文が充
填されている。

横線文と,その直下に縄文が施
文されている。

2本の沈線が曲線的に施文 さ

れ,その間に縄文が充填されて
いる。

日縁部には弧線文を巡らし, 日

唇部との間に,刺突文が加えら
れている。胴部には斜行沈線文

が施文されている。

口縁部に入組文が施文されてい

る。

羽状沈線文が施文されている。

翔
凱
盈
″

2土 砿

(1)第 5号址 (第33図・第34照 )

位 置  イ地区D-3～ 4区

確認面  第Ⅶ層

規 模  約60θπ×500″,深さ確認面より約40θ%

形 状  全貌は明らかでないが,楕円形を呈するも
のと思われる。

覆 土  焼土及び,多量のカーボンを含有する黒色

土

出土遺物 中谷第 5群～第 8群の上器が数点出土・主

体となるものは,第 8群であった。石器は

定角磨製石斧が 1点 ,覆土中より出土した。(和泉

2m

第33図 第 5号址遺構図

昭二 )
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r2)第 6号址 (第35図 )

位 置  イ地区 B～ c-5～ 6区

確認面  第Ⅶ層

形 状  精円形プランを呈し,立ち上がり
はゆるく傾斜している。

出土遺物

(3)第 3号址

位 置

確認面

形 状

模

土

規

覆

約69翻 ×96勁 ,深さ確認面より25θ T2

覆土上面には18じπ×28C″大の礫が

東側壁際において認められた他 ,

李大の礫が散在していた。覆土は

焼土,カ ーボンを多量に合有する

黒色土である。

中谷第 6群～第 7群の上器片が数点出土

した。石器は打製石斧の欠損品と思われ

るものが 1点出上した。(平 佐枝子)

(第36～38図 。第40図 )

イ地区 B～ C-0～ 2区

第Ⅶ層

東西を主軸とする楕円形を呈する。本址を

20Cm

第 5号址出土石器実測図

1鬱

囲むように大きな河原石が認められた。 第35図 第 6号址遺構図

規 模  約140θ″X170θ 2,深さ確認面より70θ筋,壁は緩やかに立ち上がる。
覆 土  覆土は 6層に分けられる。第 1層はカーボンと焼土を含有する黒色土層,第 2層

は10θ%前後の薄い角礫が集中する黒色土層,第 3層はかなり粘性の強い灰層,第

4層は焼土,カ ーボンを混在する黒色土層,第 5層は焼けたスコリアを多量に混

在した焼土層,第 6層は焼土を若千含有する黒色土層である。

出土遺物  第 5層中より中谷第 5群の土器片が出上した。
その他  本土拡からは,人骨が出土した。これはあまり保存状態がよくなく,どのような

状態で埋葬されていたかは,知る由もないが,頭骨は東側に位置し,やや湾曲し

て,背骨,下肢骨と思われるものが認められた。(工藤 信一郎)
律)第 4号址 (第39図・第40図 )

位 置  イ地区A～ B-2～ 3区

確認面  第Ⅶ層

形 状  西側の大半が調査対象地区外のため,その全貌は切らかでないが,楕円形プラン

を塁するものと思われる。

規 模  推定,約■OCπ ×200C2の規模を有する土拡かと思われる。
覆 土  覆土上面において,焼土・カーボンを伴 ♭20～ 30θ紹大の偏平な河原石が集中して

認められた。覆土はスコリア・カーボンを含有する暗褐色層である。
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第36図 第 3号址遺構図 (1) 第37図 第 3号址遺構図 (2)
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第39図 第 4・ 7号址遺構図
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第38図 第 3号址遺構図 (3)
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出土遺物 覆土中より中谷第 5群 (曽利Ⅲ式)の土器片が多量に出土した。また,頭骨下に

曽利Ⅲ式の大破片が敷かれるようにして検出された。

その他  本上拡からは人骨の出上を見た。人骨は,頭骨を東に位置し,やや】ヒ西向きの状
態で認められた。頭骨より肩甲骨,上腕骨,肋骨が西に伸びた状態で認 め られ

た。(大崎 裕美)                          ―

(5)第 7号llL(第39図 )

位 置  イ地区A～ B-1～ 3区

確認面  第Ⅶ層

形 状  西側の大半は調査対象地区外のため,ま た,南偵Jは第 4号址に切られているため

その全貌は明らかではないが,精円形を呈するものと思われる。

規  模    約130勁 ×240勁

覆 土  覆土上面には,30～ 500施大,厚さ4C2の偏平な礫を用いた配石が認められた。覆
土はカーボン・スコリアを含有する暗褐色上である。

出土遺物 遺物は少ないが,覆土中より中谷第 5群の土器片が16点出上した。
その他  本l■から検出された人骨は,頭骨,歯,及び肩甲骨で,頭骨は北東側壁近 くに ,

西側へ向いた状態で検出された。 (富元 久美子)
3配  石

今回の調査で検出された配石は,調査対象地区が幅 4%と 限定されていたために,その全貌を

また,その形状を,充分に把握するには至らなかった。

配石は第Ⅵ層まで下げたところから確認され始め,第区層まで折り重なって認められた。特に

第Ⅶ層中で著しく配石の集中が認められた。ここでは,各地区毎,各層毎に,配石の状態を述べ

てゆくことにする。

(1)イ 地区第Ⅵ層中の配石 (第41・ 43～45図 )

配石の状態 (第41図 )

A・ B-1・ 2区において,第Ⅶ層に続くと思われる礫の集中が認められるのみで,全体的に

は散然としたものであった。

土器の出土状態 (第43図 )

第51図のように,中谷第 8群を主体として,中谷第 4群～第■群まで認められる。土器の状態

は第81図 2を除くとほとんどが小破片で,完形品や大破片はあまり認められない。

石器の出土状態 (第44図 )

無茎の石鏃■点,石錘 2点 ,軽石 1点が,それぞれ出土した。石鏃は完形品 7点 ,欠損品 4点

であった。

骨片の出土状態 (第45図 )

A・ B-3・ 4区を中心に骨片が散在している。骨はほとんどが 102以下の小片であるために

獣骨である以外は,どんな種類のものかは不明である。
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第 8表 イ地区 第Ⅵ層配石出土遺物一覧表

(第 113図 )

土器 (第86～ 89,93～ 127・ 48・ 59,77・ 146・ 149。 153・ 158,164・ 168・ 170・ 171・ 181・ 182・ 187
98・ 103・ lo4,|・ 189・ 201・ 202・ 203・ 204・ 215・ 217・ 225,280・ 282・ 302,2・ 6・ 24

石器(第■5,■ 6・ ■7

図)

(2)イ 地区第Ⅶ層中の配石 (第 42・ 48～50図 )

配石の状態 (第42図 )

A・ B-0～ 2区においては50θ筋～70θ紀大の河原石が,C-0～ 2区においては10θ筋～15θ筋大
の偏平な礫が,それぞれ集中して認められた。全体としてはA・ B-0～ 2区を中心に像の散在
が認め得るのみで,形状の把握には至らなかった。

土器の出土状態 (第48図 )

第51図のように,中谷第 8群土器の占める割合が高く,第Ⅵ層中で認められた中谷第 9～■群

土器はほとんど影をひそめ,かわって中谷第 7群土器の割合がかなり上がっているのが認められ

る。土器の出土数は第Ⅵ層よりかなり増加しているものの,やはり,ほ とんどが小破片で,完形

品や大形の破片はあまり認められない。

石器の出土状態 (第49図 )

石鏃23点 (内完形品 6点,欠損品17点),定角磨製石斧 5点 (内完形品 2点,欠損品 3点 ),軽

石 1点 ,打製石斧 3点 (内すべて欠損品),磨石 8点が,それぞれ出土した。出土状態は欠 損 し

た石器等が,配石に混じって,散然として認められた。

骨片の出土状態 (第50図 )

第Ⅵ層中に比べて,骨片の出土量の増加が認められる。骨は,第Ⅵ層中と同様に,ほ とんどが

lC筋以下の小片であるために, どんな種類のものかは不粥である。わずかではあるが,鹿の歯と

思われるものが認められた。

出   上   遺

土器 (第85～ 87・ 89～

99・ 105,81図 )

11・ 30・ 42・ 47・ 71 , 72・ 78, 82・ 84, 96・ 97・ 101・  106・ 107・

118, 121・  122・ 124・ 130・ 131・ 144・ 145, 147・  151・ 155, 160・

191 , 193・ 195・ 196・ 197・ 198。 199。 205。 209。 213・ 216・ 218・

222・ 223・ 226・ 227・ 228・ 229・ 238・ 317,4・ 7

113・  116・

163・ 186・

219。 221・

第 9表 イ地区 第Ⅶ層配石出土遺物一覧表

石器 (第■4～■6図 )

1・ 2・ 3・ 4・ 13
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(3)イ 地区第Ⅷ層中の配石 (第46・ 48～50図 )

配石の状態 (第46図 )

第Ⅶ層中に比べて,長大な礫は数が滅 り,10C紀～20じ筋大の礫の散在が認められる。A-2・ 3

区においては依然として,300%～ 5002大 の河原石の集中が認められる。

土器の出土状態 (第48図 )

第51図 のように,土器の出土象は第Ⅶ層の半分以下になり,中谷第 8群土器に変わって,中谷

第 5～ 7群土器のように縄文時代中期後葉～同時代後期初頭の上器群が大半を占めるようになっ

アこ。

石器の出土状態 (第49図 )

石鏃 4点 (内すべて欠損品),磨石 1点 ,ス クレイ′ミー 1点が,それぞれ出土した。

骨片の出土状態 (第50図 )

第Ⅶ層までかなり認められた骨片は,第Ⅷ層に入ると減少の傾向がうかがわれる。

配 石 出 土 遺

上器 (第88～ 94。 96

・ 98・  105唇4)

石器(第■4・ 117図 ) 2 , 7 ・ 8 ・85

把手 (第109図 )

律)イ 地区第Ⅸ層中の配石 (第47図 )

配石の状態 (第47図 )

本層中の配石は,人骨が検出された第 3・ 4・ 7号llLの ,それぞれ覆上上面において認められ
これに用した礫は,20θ紀～40θ紹大の偏平な山石である。第 3号姓では40θ紀～60θ筋大の河原石が ,

本号址を囲むかのように配されている。

土器の出土状態

第51図 のように,土器の出土数は著しく減少し,中谷第 5群土器が大半を占めるよ多になった。

石器の出土状態

石鏃 1点 ,磨石 2点が出土したのみである。

骨片の出土状態

本層中では,骨片はほとんど認められない。

58・ 60・ 63・ 67・ 73・ 85。 87・ 89,90・ 92・ 99・ 100・ 109。 111・ 119・ 120,123
・ 128・ 129・ 132・ 137・ 138。 143・ 154・ 194・ 214・ 224・ 319

第10表 イ地区 第Ⅷ層配石出土遺物一覧表

第H表 イ地区 第Ⅸ層配石出土遺物一覧表

配 石 出 土 退 物

器

う

土

図

(第 85～ 89・ 91 5 ,12・ 26・ 33,34。 40・ 43・ 44・ 49・ 50・ 53・ 56・ 57・ 61・ 62・ 64・ 65・ 75・

76・ 80・ 103・ 105・ 108

石器(第 114・ 119図 ) 3 ・ 106
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(5)口 地区第Ⅵ層中の配石 (第 52・ 54～56図 )

配石の状態 (第52図 )

本層中では,10C紀～400紀大の河原石によって,小さな集石状のものが認められるが,全体的に

は散然としたものとなっている。

土器の出土状態 (第54図 )

本層中からは,第54図が示すとおり,かなり濃密に上器片が出上した。その内容は,第61図の

ように,中谷第 3群土器～中谷第11群土器まで認められ,この内,中谷第 8群土器～中谷第■群

土器の,縄文時代後期中葉～同時代晩前半までの上器が過半数を占めている。土器はほとんどが

小破片で,完形品や大破片は認められない。

土製品の出土状態

耳栓 2点 ,上製円盤 3点が,それぞれ出土した。

石器の出土状態 (第55図 )

石鏃13点 (内 ,完形品 3点,欠損品10点),ス クレイパー1点,打製石斧 1点 (欠損品),磨石

2点が,それぞれ出上した。

骨片の出土状態 (第56図 )

配石付近を中心に, 10筋以下の骨片が,第56図のように,かなりの点数認められた。

石   出   土 物

土製品 (第 112・ 113

図)

3・ 10・ 14・ 17・ 21・ 22

把手 (第109図 ) 10, 12・ 14

石器 (第115,116・

118・ ■9図 )

(6)口 地区第Ⅶ層中の配石 (第 53・ 57～60図 )

配石の状態 (第53図 )

本層中の配石は,第53図のように,直線的な配石列,セ クションA一A′ と,A・ B-16・ 17区

に認められる集石状のもの, とによって構成されている。配石列北側では,焼上が 3ケ所で認め

られた。焼土はいずれもブロック状のもので,約 10θ筋～20θ能の厚さを有していた。

上器の出土状態 (第58図 )

第61図のよ少に,第Ⅶ層に入ると,土器の出土量は第Ⅵ層の 3分の 1に減少し,その内容は,

中谷第 8群土器以降の土器は減少し,変わって,中谷第 5～ 7群土器が増加する。第82図 13の土

第13表  口地区 第Ⅵ層配石出上遺物一覧表

土器 (第35～ 87・ 89

～105,81・ 82

・84図 )

3・ 6・ 9,15・ 23・ 32・ 45・ 51・ 55・ 81・ 83・ 91・ 94・ 102・ 104・ 110,114。 117

・ 133・ 136・ 140・ 141・ 150・  152・ 156。 159。 162・ 165, 166・  167・ 175・ 178,

185, 188・  190・ 200・ 206・ 207・ 208・ 210。 211・ 220 ・236 ・237 ・247 ・249・

252・ 255・ 256・ 259・ 260。 265・ 266・ 267・ 272・ 274・ 275・ 277・ 278・ 231・ 283・

287・ 288・ 290,294・ 295。 296・ 297・ 298・ 299・ 301・  303・  304・ 306・  307・

308・ 309・ 311・ 312・ 313・ 314。 315・ 322・ 323・ 326,6・ 9・  12・  27
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器が配石内より完形で出土した他は,ほとんどが小破片であった。
土製品の出土状態 (第57図 )

本層中からは,耳栓が 3点出上した。

石器の出土状態 (第59図 )

本層中からは,石鏃 2点 (すべて欠損品),打製石斧の欠損品 1点が,それぞれ出土した。
骨片の出土状態 (第60図 )

本層に入ると,骨片もあまり認められなくなり,第Ⅷ層に至ると全 く認められない。

配 石 出 上 遺 物

上器 (第 35～ 87・ 89

ハツ93・ 98・ 103

・ 105,82優ζ)

29・ 31・ 35, 36・ 37・  38・ 41・ 46・ 52・ 68・ 86・ 95。  115。 126・ 134

285, 318・ 327,8・ 13

土製品 (第■2図 )

把手 (第 109図 )

石器(第■4・ ■8図 ) 4・ 10,99

第57図 口地区 第Ⅵ oⅦ層土製品出上分布図

(7)ハ地区第Ⅶ層中の配石 (第 62・ 65・ 67・ 69図 )

配石の状態 (第62図 )

第70図のように,本層中では 2基の小サークル状の配石が検出された。セクションA一 A′ 上
の配石は,長径約 2%,短 径約 1.3%の楕円形に,約20θη～50C2大 の河原石が配され,その区画
された内側に,石棒が倒れた状態で出土した。石棒の基部付近には,10C兜大の礫 4個が基部を取
り囲んでいたかのような状態で認められた。 セクションA― A′ 上の配石の北側に近接して認め

第14表 口地区 第Ⅶ層配石出土遺物一覧表

攀 ①  oa  owれ
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られた酉己石は,直径約 1夕のほば円形に近い形に配されたもので,区画された内側には,40θ筋大

の偏平な角礫が配されていた。

土器の出土状態 (第65図 )

土器は,配石上面 (第Ⅵ層)においてかなり出土したが,配石面に至るとあまり認められなく

なった。その内容は第70図のように,中谷第 3群土器～第10群土器が大半を占めている。

石器の出土状態 (第67図 )

本層中からは,石鏃 5点 (内完形品 3点,欠損品 2点 ),ス クレイパー1点 ,打製石斧 1点 が

それぞれ出上した。

骨片の出土状態 (第69図 )

本層中からは,あ まり骨片は認められなかった。

(8)二地区第Ⅶ層中の配石 (第63・ 65,67・ 69図 )

配石の状態 (第63図 )

本層中からは,A・ B-34,35区において,約 2物 ×0.6%の 長方形状に組まれた組石状の配

石が検出された。これは,500紀大の偏平な石を中心に,100縮大～400解大の礫を用して形ち作られ

たものである。

土器の出土状態 (第65図 )

土器は,配石面において,中谷第 8群土器～第10群土器を中心にかなり出上した。しかし,ほ

とんどが小破片であった。

石器の出土状態 (第67図 )

本層中からは,石器の出土はあまり見られず,石鏃 1点 (欠損品),磨石 1点が,それぞれ 出

上した。

骨片の出土状態 (第69図 )

骨片も,本層中からは,あまり認められない。

第16表 ハ地区 第Ⅶ層配石出土遺物一覧表

配 石 出 土 遺 物

土器 (第85・ 99図)18・ 241

石器 (第■4～■6・ 11・ 6・ 13・ 48・ 53・ 97・ 104

118。 119図 )

土製品 (第■2図 )
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第17表 二地区 第Ⅶ層配石出土遺物一覧表

石器 (第 116・ 11

配 石 出 土

土器 (第85・ 89'93・

100・ 102,10

3・ 105図 )

土製品 (第 113図 )

17・ 24。 74・ 88。 93・ 98・ 112・ 135・ 142・ 157・ 161。 172・  173・ 174・ 179,180
。 184,232・ 239・ 244・ 248・ 250・ 251・ 254・ 257・ 258・ 264・ 268,269,270,

276・ 279。 284・ 286。 289。 291・ 293・ 316・ 320。 324・ 328

29・ 50・ 51・ 73・ 83

第18表 ハ・二地区 第Ⅵ層出土遺物一覧表

土器 (第85。 89～ 96

・99-103・

105図 )

石器 (第115～■7図

567

第Ⅵ層

第Ⅷ層

第Ⅷ層

第Ⅵ層

第Ⅶ層

第Ⅷ層

凡例

第 1群土器

第2群土器

第 3群土器

第4群土器

第 5群土器

第 6群土器

第 7群土器

第 8群土器

第 9群土器

第10群土器

第■群土器

第70図 ハ・

第19表 ハ・二地区

二地区 屠位別土器出土相関図

層位別土器出土点数表 (カ ッコ内は%)
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層
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第 2節 歴史時代の遺構

1住 居 址

(1)第 1号 l■ (第71図 )

本住居址は,ハ地区Z～ D-26～ 30区に位置し,長軸約 4物 ,短軸 (主軸方向)約 3%の横長

の長方形を呈する。壁は南,】ヒ側が垂直に,東,西側はゆるやかに,それぞれ立ち上がり,壁高

は約50C物を計る。床面は堅緻なものであり,ほば平坦である。覆土は 3層に分けられ,第 1層は

赤色,灰色,黄色粒及び 52″大のスコリアを含有する暗褐色土層。第 2層は第 1層 と合有物を同

じくする暗茶褐色土層。第 3層は第 2層 とほぼ同様の暗茶褐色土層であるが第 2層に比して粘性

が高い。柱穴は住居tlL中央と北東コーナーのほば中間,カ マド焚口の南東で 1本確認されたのみ

である。径は28θ婉×22C紹,床面よりの深さは300紀である。

カマドは北壁中央よりやや東寄りに位置し,全長1500%,幅 110θ%で ,残存状態は良好である焚

田部は床を径約75C%の円形に,約 5 Cη掘り下げて作られている。袖部は右側 3個,左側 4個の石

を心材として組み,その上を粘上で覆っている。煙道右側にも2個の石が認められる。カマドの

中央に径約 802,高さ約22θ2,断面不整八角形の粘土の支脚 (第72図)が認められた。

遺物は覆土中より真間期に位置する土師器甕 3個体,同外 2個体,須恵器甕 1個体,同不 2個

体,同蓋 2個体が,それぞれ破片で発見された。また,本住居址は,縄文時代の住居址を切って

構築されているため縄文時代の遺物もかなり出上した。 (伊藤 正人)
出土 遺 物

① 土 器 (第73図 )
本住居址に直接伴うものは,第73図の土師器,須恵器である。

上師器 (第73図 , 1～ 3, 9～ 13)

芥形土器 (1～ 3)

やや膨みを有する底部より胴下半において「 く」の字状に立ち上がり口縁に至る器形を呈する

必形土器である。胴下半に 2段に箆削りが施されている。

甕形土器 (9～ 13)

3個体分検出された。 9は肩に陵を有し,器外面縦方向の箆削り,器内面横方向の箆磨きが施

された小型甕である。10は器外面に縦方向に箆削りが施された長胴甕である。11は器外面,器内

面共に細かいハケロ整形の施された長胴奏である。12・ 13は口縁部が「 く」の字状に外反した胴

張り甕である。器外面は櫛状工具によるかき目整形後,箆磨きが,器内面は櫛状工具によるかき

目整形が,それぞれ施されている。

須恵器 (4～ 8)

高台付界形土器 (4・ 5)

高台付の外形土器である。高台部は,付高台による。底部に丸味を有するもの (4)と ,角ば

ったもの (5)が認められる。
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第71図 第 1号址遺構図

本住居からは,土師器,須恵器の他に,第74図

～第79図のように縄文時代の遺物が多量に出土し

アこ。

第74図 , 1～ 3は,中谷第 9群に属する把手で

ある。 5は ,欠損した土製品である。

4は,日 唇部に刻みを有する粗製の深鉢形土器

である。

第74図～第77図は,本住居姓出上の縄文式上器

で中谷第10群を主体として,中谷第 4群～第11群

まで認められる。概要は第21表のとおりである。

② 支 脚 (第72図 )
カマド内より出土したもので,径約 802,長さ

約22θ″,断面不整八角形の支脚である。
10Cm

―第72図 第1号址カマド内出土支脚

０

　

二

，

‐
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芥形土器 (6)

口縁部やや外反し,底部に九味を有する外形土器である。

蓋 (7)

緩い「 S」 字状の返しを有する蓋である。

第20表 号 址 出 土 土 器 一 覧 表

種 類
口
器

1

2

3

4

上
冴
器
1外

形土器

須恵器 1高台付杯形

ロクロ横ナデ,胴下半ヘラ削り
″

″

ロク,水引き整形

ロクロ横ナデ

器内面―ハケロ整形後,ナデ調

整が施されている。

器外面―口縁直下に横方向にヘ

ラナデによって陵を形

成。その直下は縦方向

にヘラ削りが施されて

いる。

器外面―縦方向にヘラ削りが施

されている。

器外面,器内面共に細かいハケ

目が縦横に施されている。

器外面―櫛状工具によるかき目

整形後,箆磨きが施さ
れている。

器内面一櫛状工具によるかき目

整形が施されている。

(口 径) 15.5勤

( ″ ) 11.5θ″

( ″ ) 13.8θ″

(口 C登)  15  t9″

(器高) 5。 2θ″

(底径)8.8θ″

(口径)14.5θ″

(器高)  44働
(底径)33θ ″
(口径)17.7働
(日雀ζ) 17 θ″

(口径) 21.3働

(口 雀ヨ) 18.4θ″

小砂粒を含有

″

″

雲母及び黒色

粒含有

黒色粒多量に

合有

″

″

″

1～ 2″″大の

砂粒及び,雲
母含有

砂粒,石英粒
を多量に合有

多量の砂粒及

び若干の雲母

を含有

色 調

黄茶褐色

″

淡い灰褐

色

灰 裾 色

茶 褐 色

淡い茶褐

色

黄 褐 色

6

7

8

9

〃

″

″

土師器

界形 土 器

蓋

″

奏形 土 器

(口 径)25,7θ″

(日 径 ) 28.4勤
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hl部 位 1施 文 具

7

8

9

10

第74図 第

第21表

厭
¶
Ｄ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

号 址 出 土 遺 物 実 測 図

第 1号址出土土器一覧表

４

　

　

５

　

６

石英粒を若干

含有

時   期

第 4群第 2類

第 5群第 2類

第 5群第 6類

第 6群第 4類

第 6群第 6類

第 6群第 4類

第 7群第 1類

第 8群第 7類

第 8群第 1類

第 8群第 1類

第 8群第13類

燕【　″　　　　″

″

″

″

″

″

″

黒褐色

日縁部 |ヘ ラ状施文具  押引文が施文
胴 部 1棒状施文具  1胴部に条線文が施文

″ 1棒状施文具  1隆帯による「口」状の区画文が
ヘラ状施文具 1施され,「ハ」の字状沈線文によ

って充填されている。

日縁部 1糠状施文具  1沈線による「F」状の区画文が施
縄文原体(LR)さ れ,縄文が充填されている。

胴 部 1棒状施文具  1太い沈線文が施文されている。
″ 1篠状施文具  1曲 線的な沈線文が施文され,そ
縄文原体(LR)の 間隙に縄文が充l■iさ れ てい

口縁部 1棒状施文具  1口唇直下に円形刺突文と沈線文
が施文されている。

″   1口唇直下に同心円状の洗線文が
施文されている。

〃   1斜交沈線文が施文されている。
″   1口唇直下に,「 8」の字状貼付文 ,

有刻隆帯が巡らされている。内

面に沈線文が施文されている。

″ 1棒状施文具  12本 の沈線文によって横帯区画

″
 |[手

94ビ

R)lg:与

:二‡!::ミ :与を:
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配 1部 位 施 文 具

棒状施文具

″
　
　
　
　
″

棒状施文具

撚糸文

棒状施文具

縄文原体(LR)

半我竹管

棒状施文具

糠状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

半我竹管

縄文原体(RL)

胴 部

口縁部

″
　
　
　
　
″

口唇部及び,口唇直下に縦位の

対弧状沈線文が施文 され てい

る。

口唇直下に縦位の対弧状沈線文

が施文されている。

縦位の対弧状沈線文が施支され

その両復1に,刺突文が施されて
いる。

石英粒を若千 1黒褐色 1第 8群第 2類 1覆土

含有

″    |  ″

〃   1黄褐色 |   ″   | ″

地文に撚糸文が施され,棒状施
文具によって横帯文が施文され

ている。

口唇直下に沈線文が巡らされ,

幅の狭い縄文帯が形成されてい

る。口縁部と胴部との境には 2

本の沈線文による横帯文が施文

されている。縄文帯と横帯文の

間に,縦位の対弧状文が施文さ
れている。

口唇直下に幅の狭い縄文帯が,

口縁部と胴部との境に有刻の横

帯文が施文されている。

日唇直下に縄文帯が施されてい

る。

遮光器状沈線文が施文され,そ
の間隙に縄文が充填 されてい

る。

日縁部と胴部との境に沈線文と

刻みを巡らし,胴部に斜行沈線
文が施文されている。

羽状沈線文が施文されている。

日唇部には刻みが入れられてい

る。

2本の沈線文が施文され,口唇

直下には縄文帯が,沈線文下に
は斜行沈線文が,それぞれ施文
されている。

波状口縁に沿って, 日唇直下に

2本の沈線文が巡らされ,口唇

部との間除に縄文帯が形成され

ている。

波状口縁に沿って沈線文が施文

されている。

波状口縁に沿って日唇直下に縄

文帯が形成され,その下端に半
我竹管による沈線文が巡らされ

ている。波頂部の直下には有刻

の縦長の突帯が貼付 されてい

る。

″ 1第 8群第13類 | ″

″  1黒 褐色 1第 8群第11類 | ″

″   1暗裾色 |  ″  | ″

″    | ″

石英粒・長石 1黄褐色 1第 8群第 3類 | ″

含有

石英粒を若干 1黒掘色 1第 8群第17類 | ″

含有

″   | ″ 1第 9群第14類 | ″

石英粒 。雲母 1暗褐色 |   ″   | ″
を若千合有。

″    |  ″  |    ″    | ″

石英粒を若干 1黒裾色 1第  9 群 | ″
含右

石英粒・雲母 1暗茶裾 |   〃   | ″
を若干合有 1色
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39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

部 位

日縁部

″

″

″

″

″

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

″

″

″

″

″

口唇直下に縄文帯が形成され,

その上に沈線文が重ねられてい

る。

波状日縁の波頂部直下にボタン

状貼付文が施され,それを起点
として 2本の沈線文が巡らされ

ている。

口縁部に有刻隆帯文が貼付され

ている。

口唇直下に有刻隆帯 が巡 らさ

れ, 口唇部との間には放射状の

沈線文が,その直下からは斜行
沈線文が,それぞれ施文されて
ヽヽる。

口縁部に対弧状の沈線文が施文

されている。

口縁部に横帯状沈線文が施文さ

れ,その間除に刺突文が充瞑さ
れている。

巴状入組文が施文されている。

口唇直下に横帯文が施文され,

その間に列点状刺突文が施され

ている。口唇直下に突起が貼付

されている。

日縁部文様帯に巴状入組文が施

文されている。

日縁部文様帯に入組文が施文さ

れている。

口縁部文様帯に巴状入組文と,

弧状沈線文が施文されている。

″

口縁部文様帯には巴状入組文 ,

胴部文様帯には羽状沈線文が,

それぞれ施文されている。

日縁部文様帯に巴状入組文,三
叉状印刻文が施文されている。

″

口縁部文様帯に三叉状入組文が

施文されている。

三叉状印刻文が施文されている

三叉文と流水状沈線文が施文さ

れている。

石英粒・雲母

を若干含有

石英粒・長石

を合有

″

″

″

石英粒・雲母

を若干含有

石英粒・長石

を含有
″

″

″

″

時 期 1鬼
黄褐色 1第  9 群

″ 1第  10 群
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血 1部 位 1施 文 具

棒状施文具

擦状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)
″

″

″

″

棒状施文具

″

〃

縄文原体(LR)

櫛歯状施文具

″

″

羽状沈線文が施文されている。

口唇直下に縄文帯が形成され,

その直下には鍵の手状入組文が

施文されている。

″

″

″

2本の沈線が弧状に施され,そ
の間に縄文が充填されている。

弧線の間には三角形状の沈線文

が施文されている。

曲縁的な磨消縄文が施文されて

いる。

″

曲線的な磨消縄文と三叉文が施

文されている。

″

隆起帯縄文が施文され,帯縄文
上に刺突文が施されている。

入組文が施文され,その間隙に
刺突文が充填されている。

″

羊歯状文が施文されている。

結節縄文が横位に施文されてい

る。

横位に波状沈線文,簾状文が施
されている。       _

暗褐色

灰褐色

″

″

″

″

″

黒褐色

″

″

″

″

灰褐色

″

″

″

第  10 群

第  11 群

″

″

″

〃

″

″

―-103-―



↓  熟‖

盛 ‖
じ     5

◆     9

【戯

）

Δ

旧

Ｖ

　

３

施

◆ ◆   2                   _

鰯

◆

10Cm

餓

◆

・鶴

⇔

辮ヽ 鰯 9 囲

‐ｏω

第78図 第 1号址出土石器実測図 (1)

③ 石 器 (第78。 79図 )

第78図 1～ 8は無茎の石鏃, 9は有茎の石鏃で,いずれも黒耀石製のものである。10は小型の

定角磨製石斧で閃緑岩製である。

第79図■～14は打製石斧で,■ 。12は分釦形,13は揆形,14は短冊形である。石材は11～13が

硬質砂岩,14が粘板岩である。

15～ 19はスクレイパーで,石材は15～ 17が硬質砂岩,18が頁岩,19が粘板岩である。

20～22は磨石で,22は小型のものと思われる。石材はいずれも安山岩である。

(2)第 9号址 (第80図 )

本住居llLは ,二地区C～ E-33～ 39区に位置し,東側半分は調査対象地区外のため,その全貌

は明らかではないが,一辺約 8%の方形プランを呈するものと思われる。壁は垂直に立ち上がり

で,壁高は約30C2を計る。床面は山砂利状の礫混じりのもので軟弱である。覆土は粒子の荒いス

コリアを含んだ暗褐色上である。

カマドは北壁のほぼ中央部に位置すると思われ,規模は全長約8002,幅約■00筋 と推定され,

粘土を主体に構築されたものと思われる。

出上遺物は覆土中より縄文土器片がかなり認められ,本住居に伴うと思われる土師器は床直よ

り若干破片で認められた。 (林 宏―)
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戦
カマド土層説明

第1層 焼土粒混りの褐
色上

第2層 焼土層

第3層  焼土混りの黒
色土

第4層 粘土層

2m

第80図 第9号址遺構図

出 土 遺 物

本住居址からは,床直から土師器片が数点出土したが,小破片のために実測は不可 能 で あ っ

た。

出土した土師器片は,外形上器が10点,甕形土器が15′ミであった。

ρヽ
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第Ⅵ章 遺

第 1節 縄 文 式 上 器

木遺跡からは,縄文時代早期～同時代晩期までの土器が4,499点 出土した。これらの内,1,204

点については無文であったり,文様の判読が不可なものであった。残り3,295点は,本遺跡での

時間的経過に重点をおくことによって中谷第 1群土器～第11群土器までの大別を行った。

中谷第 1群土器   縄文時代早期

第 2群土器   縄文時代前期
第 3群土器   縄文時代中期初頭
第 4群土器   縄文時代中期中葉
第 5群土器   縄文時代中期後葉
第 6群土器   縄文時代中期末美～後期初頭
第 7群土器   縄文時代後期前半
第 8群土器   縄文時代後期中葉
第 9群土器   縄文時代後期末葉
第10群土器   縄文時代晩期前半
第■群土器   縄文時代晩期前半～晩期末葉

各群の土器は,それぞれさらに形態,文様などにより細別を行い編年的位置づけを試みた。

(1)第 1群土器 (第85図-1)

縄文時代早期に属する土器を本群とした。本遺跡からの出土は,Jヽ破片が数片出上したのみで

ある。 1は山形押型文が施文されている。

(2)第 2群土器 (第85図-2・ 3)

縄文時代前期に属する土器を本群とした。本遺跡からは,小破片が少量出上したのみである。

2・ 3は縄文 (原体LR)を地文とし結節浮線文が施されている。縄文時代前期末棄の「十三菩
提式」に比定されるものと思われる。

(3)第 3群土器 (第85図-4～ 8)

縄文時代中期初頭に属する従来「五領ケ台式」と呼ばれているものを一括して本群とした。本

遺跡からの出土はきわめて少量である。本群は集合沈線によるもの(第 1類),縄文地のもの (第

2類)の二つに分類される。

第 1類(4)口縁部付近の破片で,集合沈線文が施されている。

第 2類(5～ 8)5・ 6は日縁部片で,日 唇部には刻み目が,やや肥厚した口縁には縄文 (原

体RL)が ,それぞれ施文されている。その直下には,棒状施文具によって列点状に刺突さ

れ鋸歯状文が表出されている。 7・ 8は胴部片で,縄文 (原体RL)地に半載竹管による沈
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線文が「 Y」 字状に垂下している。

(4)第 4群上器 (第 85図-10～24)

縄文時代中期中葉に属する従来「格沢式」・「新道式」・「藤内式」と呼ばれているものを一括し

て本群とした。本遺跡からの出土は小破片のみである。本群は施文具などによって 4類に分類し

アこ。

第 1類 (10～16)角棒状施文具によって,押引き文,連続刺突文が施文されたものである。

第 2類(9,17・ 18)ペ ン先状の施文具による,押引き文,連続刺突文が施文されたものであ

る。

第 3類 (19～23)ヘ ラ状施文具による,幅広の連続爪形状刺突文が施文されたものである。

第 4類(24)無文の浅鉢で, 口唇内面に有亥Jの隆帯文が施文されたものである。

これらの内,第 1類は「格沢式」,第 2類は「新道式」,第 3・ 4類は「藤内式」に,それぞれ

比定されるものと思われる。

(5)第 5群土器 (第 86図-25～77,第81図-1,第 106図 -1)

縄文時代中期後葉に属する従来「 曽利式」と呼ばれているものを一括して本群とした。完形品

はなく,やや大形の破片で器形がうかがわれる程度のものは認められたが,大半は小破片であっ

た。本群は 9類に分類される。

第 1類 (25～33)所謂「重弧文土器」の口縁部片を一括して本類とした。本類はまた, 3つに

類別される。

a種 (25～27)粘土組の貼付によってカゴメ状に施されたものである。
b種(28～29)半我竹管によって重弧状に施されたものである。
C種(30～33)半税竹管によって斜行状に施されたものである。

第 2類(34～37)地文に条線を有し,粘土紐・沈線による小波状の懸垂文が施されたものであ

る。本類はまた, 3つに類別される。

a種 (34・ 35)粘土紐による小波状の懸垂文が施されたものである。
b種(36)半我竹管によって小波状の懸垂文が施されたものである。
C種(37)棒状施文具によって小波状の懸垂文が施されたものである。

第 3類 (38～42)地文に縄文,撚糸文を有し,半載竹管文・貝占付文が施されたものである。本
類はまた, 3つに類別される。

a種 (38～40)地文に縄文 (原体LRL)を 有し,半載竹管によって,弧状沈線文 (38)懸

垂文 (40)が施されている。

b種(41)地文に縄文 (原体 LIミ
 )を
有し,顕部に小波状の只占付文が施されたもので あ

る。

C種(42)地文に撚糸文を有し,顕部に小波状の貼付文が施されたものである。

第 4類 (43～49)月巴厚した回縁部に,「 S」字状,楕円形状の沈線文が施された深鉢の口縁部片

(43～46),胴部片 (47～49)を一括して本類とした。
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第 5類 (50～ 59)ヽ ずヽれも月同部片で,偏平幅広の (57～59),カ マボコ状の (50～56),隆線に

よって大渦巻文,渦巻状区画文が,それぞれ施されたものである。

第 6類 (60～64)「口」状の区画文が施された深鉢の口縁部片 (60～61),胴 部 片 (62～64)

を一括して本類とした。本類はまた, 3つに類別される。

a種 (60～62 第106図-2)「 日」状の区画文内に綾杉状の条線が施文されたものである。

62は区画内に懸垂文が垂下する。

b種(63)「口」状の区画文内に「ハ」字状沈線文が施文されたものである。
C種(64)「口」状の区画文内に「 フラビ手状」の懸垂文が施文されたものである。

第 7類 (65～67)口 縁部に隆帯文 (65),沈線文 (66・ 67),月同部に櫛歯状施文具によって綾杉

文 (65),条線文 (66・ 67)が施文された深鉢の口縁部片を一括して本類とした。

第 8類 (68～74)棒状施文具による「ハ」字状沈線文が施文された深鉢を本類とした。本類は

また, 4つに類別される。

a種(68)口 縁部に沈線による精円形状の区画文を有するものである。

b種(69～71)口 縁部文様として,区画文が喪失して沈線化したものである。

C種 (72・ 73)胴部片で,「カマボコ状」の隆線で懸垂文が施されたものである。
d種(74)胴部片で,沈線による懸垂文が施されたものである。

第 9類(第81-1,75～ 77)櫛歯状施文具による刺突文が施文されたものである。

以上,第 5群土器は 9類に分類されたが,現行の「 曽利式」五細分 (曽利 I式～曽利V式)と

の対応は,第 1類～第 3類は曽利Ⅱ式,第 4類～第 5類は曽利Ⅲ式,第 6類は曽利Ⅳ式,第 7類

～第 8類は曽利V式,にそれぞれ比定されるものと思われる。

(6)第 6群土器 (第89図-80～ 82,第90図-83～ 100,第106-2)

縄文時代中期末葉～後期初頭に属する従来「加曽利E4式」,「称名寺式」と呼ばれているもの

を一括して本群とした。完形品はなく,中にやや大形の破片で器形がうかがわれる程度のものが

一部認められたが,大半は小破片であった。

第 1類 (78・ 79)太い沈線による区画文内に磨消縄文が施文されたものである。78は 口縁部無

文帯に列点状刺突文が施されている。

第 2類(80・ 81)断面三角の微隆線による区画文が施され,その間除に磨梢縄文が施文されて

いる。

第 3類(82)「 カマボコ状J隆線によって,日縁部に精円形状の区画文が施文されたもので あ

る。

第 4類(83～92,第106-2)太 い沈線によって曲線的な区画文が施され,その間隙に充 填縄

文が施されたものである。

第 5類(93～98)太い沈線による曲線的な区画文が施され,その間除に列点状刺突文が施文さ

れたものである。

第 6類 (99・ 100)太い沈線による曲線的な区画文が施文されたものである。

これらの内,第 3類は「加曽利E3式」,第 1・ 2・ 4類は「加曽利E4式」,第 5・ 6類は「称
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名寺 2式」に,それぞれ比定されるものと思われる。

(7)第 7群土器(第 91図-101～■9,第 92図-120～138,第93図-139～ 142)

縄文時代後期初頭に属する従来「堀之内式」と呼ばれているものを一括して本群とした。完形

品はなく,やや大形の破片で器形がうかがわれる程度のものが一部認められたが,大半は小破片

であった。本群は器形と文様から, 4類に分類される。

第 1類 (101～111)太い沈線で文様が施されたものである。
a種(101)口 縁部に 2本の太い沈線で曲線的に施されたものである。

b種(102～103)若千肥厚した口縁部に大い沈線で同′b円状の弧線文が施された ものであ

る。

C種(104～106)口 唇直下に 2本の横線と刺突文が施されたものである。

d種(107・ 111)口 縁部に曲線的な沈線文が施されたものである。

e種 (109・ ■0)胴部に弧状・曲線的な沈線文が施されたものである。
第 2類(108～114)胴部の文様が主として沈線によって構成される甕形土器である。
a種(108)月同部に曲線的な沈線文が施されているものである。

b種 (112・ ■3・ ■4)顕部に有亥Jの隆線が巡り,その直下より曲線的な沈線が施され てい

るものである。

第 3類(115～119)胴部の文様が縄文を地文に沈線文によって構成される甕形土器である。

第 4類(120～142)磨消縄文によって文様が構成される深鉢形土器である。
a種(120)日 縁上部に有亥」隆線が巡らされ,その直下に沈線文で菱形状区画が施された も

のである。

b種(121～131)口 縁上部に有刻隆線が巡らされ,その直下に沈線文で三角形状区画が施さ

れたものである。

C種(132～134)口 縁上部に有刻隆線が巡らされ,その直下に沈線文で曲線的EXI画が施され

たものである。

d種(136～141)口縁上部に有刻隆線が巡らされ,その直下に横位の磨消縄文が施されたも

のである。

e種(135・ 142)口 縁部に横位の磨消縄文が施されたもので,有刻隆線を持たないものであ

る。

これらの内,第 1類～第 3類は「堀之内正式」に,第 4類は「堀之内Ⅱ式」にそれぞれ比定さ

れるものと思われる。

(8)第 8群土器 (第 93図～99図-143～241,第 22図-6～ 9,第 81図・第82図-2～ 9,第106

図-3・ 4)

縄文時代後期中葉に属する従来「加曽利B式」と呼ばれているものを一括して本群とした。本

遺跡出土土器中最も出土量の多い土器群である。本群は器形と文様から,18類に分類される。

第 1類 (第93図 。第94図-143～ 154)胴上半に「横帯文」が巡らされ,内面の胴上部に沈線等

が施される深鉢形土器
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a種(第93図 -143・ 144)口 縁上部に有刻隆帯が巡らされ,その直下に「横帯文」が施され

たものである。内面の胴上部に沈線文が施されている。

Ъ種(第98図-145)2段 の「横帯文」と「対弧文」が施されたものである。内面の胴 上部

に沈線文が施されている。

C種 (第93図・第94図-146・ 151)3段の「横帯文」が施されたものである。146は 横帯文

内に「対弧文」が施文されている。

d種(第93図 ・第94図-147～ 150・ 152)「横帯文」と区切 り縦線文が施されたものである。

e種(第94図-154)「横帯文」が巡らされ,間除に条線文が施されたものである。

第 2類 (第94図 ・第95図-155～ 168)胴上半に「縦単対弧文」・「綻連対弧文」が施された深鉢

形土器である。

a種 (第94図-155)「縦単対弧文Jと「横帯文」との組み合わせによって施文されたもので

ある。

b種(第94図 ・第95図-156～ 161,164～ 168)「綻連対弧文」と「横連対弧文」との組 み合

わせによって施文されたものである。

C種 (第95図 ・第96図-162～ 163・ 177)「入組弧線文」が施されたものである。

d種(第96図-178)「入組弧線文」の間隙に列点状刺突文が施されたものである。

第 3類 (第96図-192～ 195)連続横「 S」 字状文が施された深鉢形土器である。

第 4類 (第97図-196～198)幾何学的な集合沈線文が施された深鉢形土器である。

第 5類 (第99図-230～233)月同部に斜線文が施された深鉢形土器である。口縁部が「 くJの字

状に内湾する。

a種(第99図 -230・ 231)口 唇直下と口縁部・胴部の境に列点状刺突文が巡らされたもので

ある。

b種(第99図-233)口 縁部に磨消弧線文が施されたものである。

C種(第99図-232)口 縁部に横線と刺突文 。胴部に 2本の横線とその間隙に斜線文が施 さ

れたものである。

第 6類 (第99図-234。 235)掲同部に斜線文・羽状沈線文が施された深鉢形土器である。

第 7類 (第99図-236・ 238)月同部に斜格子目状沈線文が施された深鉢形土器である。

第 8類 (第99図-239。 第75図-24)羽 状沈線文が施された波状口縁を呈する深鉢形土器 で あ

る。

a種 (第99図-239)口 唇直下から羽状沈線文が施されたものである。

b種(第75図-24)口 唇直下に帯状縄文が施されたものである。

第 9類 (第75図-23)口 縁部に帯状縄文 ,その直下には羽状沈線文が施された平縁の深鉢形土

器である。

第10類(第95図・第96図-171～ 176)口 縁部に磨消Brk線文を持つ(浅 )鉢形土器である。

a種(第95図-171～ 174,第 96図-176)弧線文間に「対弧文」が施されたものである。

b種(第96図-175)弧線文間に貼付文が施されたものである。
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第11類(第96図-181～ 184)口 縁部に帯状縄文が施された浅鉢形土器である。

a種 (第96図-181)口 縁部に帯状縄文が施され,日縁部と胴部の境に 2本の横線が巡 らさ

れ,その間除に刺突文が施されている。

b種 (第82図-9,第 96図-183・ 184)口 縁部に小突起状貼付文が施されたものである。

第12類(第96図-185)日 縁部に 2本の横線文が施され,その間除に刺突文が施された浅鉢 形

土器である。

第13類(第96図-180,186～ 191)口 縁部に有亥」の横線が,胴上半に数本の横線文が,そ れ ぞ

れ施された浅鉢形土器である。

a種 (第90図-180・ 182・ 188,191)横線文と縄文が組み合わさったものである。

b種(第96図-186・ 187)横線文と刻み目が組み合わさったものである。

C種(第96図-189・ 190)横線文と「区切 り弧線文」とが組み合わさったものである。

第14類 (第97図・第98図-199～228)無文の浅鉢形土器である。内面に沈線文が施 され てい

る。

a種 (第97図 -199～ 204)内面に数本の横線と亥Jみが施されたものである。

b種(第97図-205～ 208)内面に数本の横線・亥Jみ・円形刺突文がそれぞれ施されたもので

ある。

C種(第98図-209)内面に数本の横線と区切り弧線文が施されたものである。

d種(第98図-210)内面に対弧文と横線文が施されたものである。
e種 (第98図-211・ 212・ 228)内面に渦巻状沈線文が施されたものである。

第15類 (第99図-240)口 唇直下に 3本の横線文が施された浅鉢形土器である。

第16類 (第99図-241)本群の粗製土器である。

第17類 (第22図-9。 第75図-21)口 縁と胴部に斜線文が施された台付鉢形土器である。

第18類(第98図・第99図-213～229)注 目土器を一括して本類とした。

a種(第98図-213～215)入組状及び「 S」字状沈線文と集合沈線文が施されたものである。

も種(第98図-216)横線文と「縦連対弧文」が施されたものである。
C種(第98図-217～219)集合沈線文が施されたものである。

d種 (第98図-220～221)渦巻状等の曲線的沈線文が施されたものである。
e種 (第98図-222～ 227,第 99図-229)連続横「 S」 字状文,集合沈線文が施されたもので

ある。

これらの内,第 1,2・ 3・ 4・ 13・ 14・ 18類は加曽利Bl式に,第 5・ 6・ 7・ 10・ 12類は

加曽利B2式に,第 8・ 9・ ■・16・ 17類は加曽利B3式に,それぞれ比定されるものと思われ

る。

(9)第 9群土器

縄文時代後期末葉に属するものを本群とした。本群は器形と文様とから,13類に分類される。

第 1類 (第22図-10・ 15。 16,第29図-10,第 101図-257・ 259)帯状縄文が施された深鉢形

土器である。
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a種 (第22図-10,第 101図-257)口 縁平縁で胴下半に膨みを有する深鉢形土器で,口 縁部

に帯状縄文,1同下半にコンパス文が施されたものである。

b種 (第22図-16・ 第29図 -10・ 第101図-259)口 縁部平縁で内湾する深鉢形土器で,日縁

部に帯状縄文,胴下半にコンパス文が施されたものである。

C種 (第22図-15)波 状口縁を呈する深鉢形土器で,胴上半に帯状縄文 と,その間隙に沈線

文が施されたものである。

第 2類 (第101図-250・ 251)波状口縁を呈した深鉢形土器で,胴上半に稲妻状沈線文が施 さ

れたものである。

第 3類(第101図-261)頸部に有刻隆線が巡らされ,胴部に斜行沈線文が施された粗製土器で

ある。

第 4類 (第107図 )浅 鉢形土器である。
a種 (第107図-15)口 唇部とその直下に瘤状貼付文が施され,そ こを起点として弧状 の沈

線文が巡らされたものである。

b種 (第107図-16)口 縁部に横帯区画文が施され, その間陳に対31rk状沈線文,瘤状貼付文

が施文されたものである。

C種(第101図-260)口 縁部に帯縄文と有刻の貼付文が施され,胴部に斜行沈線文が施文さ

れたものである。

第 5類 口縁部に沈線文,胴部に羽状沈線文が施された日縁部平縁でやや外反気味の深鉢形土

器である。

a種 (第100図-243,第 83図-17)口 唇直下に一条の横線文が巡らされたものである。

b種 (第100図-242)口 縁部に二条の横線文が巡らされたものである。

第 6類 口唇部に沈線文,胴部に羽状沈線が施された,日縁部平縁で「 く」の字状に内湾した

深鉢形土器である。

a種 (第106図-6)口 縁部に三条の横線文が施されたものである。

b種 (第21図-2)口 縁部に四条の横線文が施されたものである。
C種 (第100図-244)口 縁部に帯状縄文,ボ タン状貼付文が施されたものである。

d種 (第100図-245,第 106図-8)口 縁部に緩い弧線状の沈線文と小突起状貼付文が施 さ

れたものである。

e種(第100図-246)口 縁部に貼付文と四条の横線文が施されたものである。

第 7類  口縁部に沈線文,胴部に羽状沈線文が施された口縁部平縁で,やや直立気味の深鉢形

土器である。

a種 (第83図-16,第 100図-243)口 縁部に 1本 の沈線文が施され,胴部に羽状沈線文が施

されたものである。

b種 (107図 -9)口 縁部に沈線で横帯区画文が施されてその間除に対弧状沈線文が施 され

ているものである。

C種(第83図-19)口 縁部に沈線で横帯区画が施され,その間隙に二本の沈線で対弧状線文
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が施されたものである。

d種 (第83図-18)口 縁部に三条の横線が巡らされ,その間隙に刺突文が施されたものであ

る。

e種 (第100図 -247)口 縁部に三条の横線と縦長の有亥」貼付文が施されたものである。

第 8類 (第15図-21)日 縁部波状を呈する深鉢形土器で,口唇直下に帯縄文が施されたもので

ある。胴部には羽状沈線文が施文されている。

第 9類 口縁部に沈線文,小突起状貼付文,胴部に羽状沈線文が施された浅鉢形土器である。
a種 (第14図-20,第26図-1)口 縁部に一段の帯状縄文が施されたものである。
b種 (第106図-5)口 縁部に五条の横線と二段の帯状縄文が施されたものである。
C種 (第26図-2)口 縁部に二条の横線文とその始点と終点との間際に上下 2列のボタン状

貼付文が施されたものである。

d種 (第106図-7)口 縁部に四条の沈線文と小突起状の貼付文が施されたものである。

第10類 口縁部が波状又は小突起を有する深鉢形土器で,日縁部に有刻突帯又は,貼付文を有

するものである。

a種(第29図-8)口 縁部に対弧状沈線文と縦区切 りの有亥J貼付文が施されたものである。

b種 (第76図-26)日 縁部に対弧状沈線文と維区切 りの有亥J貼付文が施されたもので,口 唇

直下に縄文が施文されている。

第11類 口縁部平縁の深鉢で,口 縁部に沈線文及び縦長の貼付文が施されたものである。
a種(第16図-38)口 縁部に二条の有刻隆線と縦長の貼付文が施されたものである。

b種 (第16図-39)口 縁部に三本の沈線文と縦区切りの貼付文が施されたものである。

第12類 波状口縁を呈する深鉢形土器で,口 唇に沿って沈線文が巡らされたものである。
a種 (第22図-14,第 76図-28)波 頂部及び波頂直下に円形刺突が施され,それより口縁に

沿って沈線文が巡らされたものである。

b種 (第101図 -254)沈線間に,列点文が施されたものである。

第13類 口縁部平縁又は緩い波状を呈する深鉢形土器で胴上半に瘤状貼付文と横帯文 が施 さ

れ,横帯文内に刺突文が充填されたものである。

a種(第22図-11～13)横帯文が口縁部に沿って巡るものである。

b種 (第101図 -253)横帯文が緩い弧を描くものである。

これらの内,第 1穎一 a種は曽谷式,同類 boC種 は安行 1式の精製の深鉢形土器に,それぞ

れ比定されると思われる。第 3類 。第 4類は,第 1類に伴う粗製の深鉢形土器,及び浅鉢形土器

と思われる。第 5類～第 9類は,胴部に羽状沈線文を有する土器群で,本群の中で主体をなす存

在である。本書ではこれを「羽状沈線文系土器群」と仮称し,第Ⅶ章でその編年的位置付けを試

みるので,こ こではあえて触れないでおくことにする。

第 2・ 10～12類は,東海地方の吉胡下層式及び大坪式に,第13類は,東北地方のコブ付土器に

それぞれ,その系譜を求めることのできる土器群と思われる。
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(0 第10群土器

縄文時代晩期前半に属する従来「清水天王山式Jと 呼ばれているものを一括して本群とした。

本群に属するものはすべて深鉢で,有文のものは,口 縁平縁で緩 く内湾又は直立する深鉢形土器

(第 1形式),日 縁平縁で外反する深抹形土器 (第 2形式),口縁部に小突起を有する深鉢形 土 器

(第 3形式),波状口縁を呈する深鉢型土器 (第 4形式)の 4つの器形を有する。無文のものは ,

口縁部平縁の深鉢形土器 (第 5形式), 口縁部に小突起を有する深鉢型土器 (第 6形式),日 縁郡

が小波状力呈する深鉢型土器 (第 7形式)の 3つの器形を有する。

有文のものは,大きく羽状沈線文が施された胴部文様帯〔Ⅱ文様帯〕,弧線文,巴状入組文,三

叉状入組文が施された口縁部文様帯 〔I文様帯〕の二つの文様帯によって構成され てい る。な

消,本土器群中には, 日縁部に有亥」突帯が巡らされた一群が認められ,これには口唇部と有刻突

帯との間隙に沈線文,三叉文が施されている。これを 〔I文様体〕から分離し 〔la文様帯〕と

称することにする。

これらの文様帯の構成から本群の土器群は,〔 I文様帯〕十〔Ⅱ文様帯〕で構成されているもの

<A類型>,〔 la文様帯〕キ〔1文様帯〕十〔Ⅱ文様帯〕で構成されているもの<B類型>,〔 la

文様帯〕十〔1文様帯〕で構成されているもの<C類型>,〔 I文様帯〕のみで構成されてい るも

の<D類型>,無文のもの<E類型>の以上 5つの類型に分類される。文様帯の構成 (A～ E類

型)と器形 (1型～ 7型)と から以下のように類別される。

〔A類型〕 I・ Ⅱ文様帯で構成されているものである。

Al型式 口縁部が平縁で緩く内湾又は直立する深鉢形土器である。

第 1類(第23図-18・ 25,第76図-37,第 102図-262・ 265・ 266)1文様帯に弧状沈線文と

その間際に巴状入組文が 1段施されたものである。

第 2類 (第76図-38)1文 様帯に弧状沈線文とその間隙に「 S」 字状沈線が施されている。

第 3類  1文様帯に弧状沈線文と巴状入組文とが一体化した入組文が 1段施されたものであ

る。弧線文の原型を留めるもの a種 (第15図 -26・ 27・ 28,第76図-39,第102図-263～

266,268,第 107図-10),弧線文が崩れたものb種 (第 12図-1,第 15図 -25,33,第23

図-23,24,第102図-273)に類別される。

第 4類 (第76図-44・ 45)1文様帯に弧状沈線文とその間隙に2段の巴状入紅文及び三叉文

が施されたものである。

第 5類 (第15図 -32,第 77図-48)1文様帯に流水状の三又状入組文が施されたものである。

A2型式 口縁部が平縁で外反する深鉢形土器である。

第 1類(第21図-4)1文 様帯に弧状沈線文とその間隙に巴状入組文が施される ものであ

る。

第 2類 (第23図-18・ 19,第76図-43)1文様帯に弧状沈線文と巴状入組文とが一体化した

入組文が施されたものである。

第 3類 (第15図-29～31,第23図-23,第 76図-41, 第83図-20, 第102図 -269～271)1

文様帯に弧状沈線文が崩れて入組化した文様が施文されたものである。
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第 4類 (第76図-42)1文 様帯に 2段の入組文が施されたものである。

第 5類 (第83図 -21・ 第76図 -41,第107図-21)1文 様帯に流水状の三叉状入組文が施 さ

れたものである。

〔B類型〕 la.1・ 2文様帯で構成されているものである。

B4型式 口縁部が波状を呈する深鉢形土器である。

第 1類 (第12図-2,第 103図-284・ 285)1文様帯に三叉状入組文が施され た もの で あ

る。

EC類型〕 la。 1文様帯で構成されているものである。

C3型式 口縁部に小突起を有する深鉢形土器である。

第 1類 (第107図 -13)1文 様帯に流水状の沈線文が施されたものである。

第 2類 (第107図 -12)1文 様帯に入組文が施されたものである。

第 3類 (第12図-3)1文 様帯に流水状の入組文が施されたものである。
C4型式 口縁部が波状を呈するものである。

第 1類 (第12図-4・ 5)1文 様帯に,三叉状の入組文が,施されたものである。

第 2類(第12図-6)la文 様帯は退化し,瘤状貼付文と沈線文と化し, 1文様帯は連鎖化

した三又状入組文が施されたものである。

〔D類型〕 1文様帯のみで構成されているものである。

D2型式 口縁部平縁で外反した深鉢形土器である。

第 1類 (第21図-3,第 23図-21)1文 様帯に弧状及び精円形状の沈線文が施されたもので

ある。

第 2類 (第77図 -50,第 103図 -291)1文 様帯に流水状の沈線文が施されたものである。

第 3類 (第103図 -292・ 293)1文様帯に流水状の三叉状入組文が施されたものである。

D3型式 口縁部に小突起を有する深鉢形土器である。

〔E類型〕 粗製土器である。

E5型式 口縁部平縁の深鉢形土器である。

第 1類 (第84図-24)口 縁部が外反するもの。

第 2類 (第34図 -22・ 26)口 縁部が「 く」の字状に外反するもの。

第 3類 (第84図-23)口 縁部が内弯するもの。

E6型式(第12図-8,第 108図-21・ 22)口 縁部に小突起を有する深鉢形土器である。

E7型式 口縁部が小波状を呈する深鉢形土器である。

第 1類 (第13図 -9・ 10,第84図-27)口 縁部が小波状を呈するもの。

第 2類 (第13図―■・12,第84図-25)口 縁部が緩い波状を呈するもの。

以上,本群を器形及び文様帯の構成で大別を,文様で細別を試みた。これらの漏年的位置付け

は,第Ⅶ章で触れようと思 うので,こ こでは詳しくは取 り扱わないが,Al型 式,第 1類 ・第 2

類・第 3類 a種・第 4類,A2型式,第 1類 。第 2類,D2型式,第 1類は大洞 B式及び安行 3a

式に,Al型式,第 3類 b種,A2型式,第 3類 ・第 4類 ,B4型式,第 1類 ,C3型式,第 1類・
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第 3類,C4型式,第 1類,D2型式,第 2類は大洞 B― C式及び安行 3b式に, Al型式, 第 5

類,A2型式,第 5類,C4型式,第 2類 ,D2型式,第 3類は,大洞 Cl式及び安行 3C式に,そ

れぞれ併行するものと思われる。

(う 第11群土器

本群は縄文時代晩期前半～末葉に属する第10群以外の土器群を一括して本群とした。器形と文

様から12類に分類される。

第 1類 (第16図 -58,第 17図-61,第 23図 -34。 35,第 104図 -294～ 296。 298・ 299)磨 消縄

文及び三又文が施された深鉢形土器である。

第 2類 磨消縄文が施された浅鉢形土器である。
a種 (第17図-60,第77図-58・ 61,第104図-297)口 縁部外反気味に開いた浅鉢形土器で

口縁部に弧状の磨消縄文がまたその間隙に三角形状の沈線が施されたものである。

b種 (第108図-19)口 縁部やや内湾気味に開いた浅鉢形土器で,口縁部に玉抱き三又 状 文

が施文されたものである。

C種 (第 104図 -301)a種 と同様の器形を呈し,口縁部に太い沈線文で施された連続横「 S」

字状文と三叉文が施文されたものである。

d種 (第17図 -62)口 唇部で「 く」の字状に外反する浅鉢形土器で口縁部に弧状の磨消縄文

が施文されたものである。

e種 (第104図 -300)口 縁部内湾する浅鉢形土器で,太い沈線文と三叉文が施文されたもの

である。

f種 (第77図 -59・ 60・ 304)曲線的な磨消線文が施された浅鉢形土器である。

第 3類 (第77図-64・ 65)弧線状の沈線文が施され,その間隙に三又文,刺突文が施された浅

鉢形土器である。

第 4類 (第108図-18)口 縁部直立し,胴部で膨みを有する浅鉢形土器で胴上半部に入組文 が

施されたものである。

第 5類 (第23図 -36,第 77図-66,第 104図 -302,第 108図 -20)大 洞系の浅鉢形土 器 で,口

縁部に羊歯状沈線文が施文されたものである。

第 6類 鍵ノ手状入組文 (雷文)が施文された浅鉢形土器である。
a種 (第 17図 -63,第 77図-52・ 54・ 55,第104図 -307～310)太い沈線文で鍵ノ手状 入組

文 (雷文)が施されたものである。

b種 (第 77図 -56,第 104図 -307～310)鍵 ノ手状入組文 (雷文)が退化して正宇文風 に 施

されたものである。

第 7類 (第108図 -17)口 縁部が直立する浅鉢形土器で口縁部に有刻突帯と三叉文が施され た

ものである。

第 8類 (第 104図-306)縄文が施文された口縁部に太い沈線文で木ノ葉状文が施されたもので

ある。

第 9類 (第 104図 -305) 「 S」 字状沈線が施文されたものである。
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第10類 (第104図-315。 35)突帯文が施文されたものである。

第11類 (第77図-68・ 69,第 104図-316) 櫛歯状施文具で波状沈線文が施された もの で あ

る。

第12類 (第104図-313)口 縁部に棒状施文具による刺突文が,その直下には,横位に撚糸文が

施されたものである。

これらの内,第 1類～第 4類は安行系の,第 5類は大洞系の,第 6類～第10類は,中部・東海

東部の,それぞれの上器群と思われ,又第■類は東海西部の「大官式」に比定されるものと思わ

れる。

大洞系とした第 5類は,羊歯状文が施され,大洞 B― C式に比定されると思われる。

安行系とした第 1類～第 4類の内で,第 1類は安行 3a式に,第 2類 a.Ъ .d・ e種,第 4

類は安行 3b式に,第 3類は安行 3C式に,それぞれ比定されるものと思われる。第 2類 C種は

「 T」字形三又文が施され,佐野 1式にその系譜を求めることができると思われる。また同 f種は

大洞 B一 C式に比定されるものと思われる。

第 6類は, a種 ・b種に分類され,前者は大洞B一 C式に, 後者は大洞 Cl式に, それぞれ併

行するものと思われる。

第 7類～第10類は,第 6類を含めて,中部地方及び,東海東認において,清水天王山式と共に

晩期前半を構成する土器群である。

第12類は,口縁直下に横位に撚糸文が施されたもので,大洞A式に併行するものと思われる。

本群は,浅鉢形土器が主体を占め,深鉢形土器が主体を占める第10群土器と相まって,当遺跡

の晩期の土器群を構成しているものと思われる。

施 文 具

深鉢形
土器
棒状施文具
櫛歯状施文具

深鉢形
土器
棒状施文具

口唇直下に 1本の沈線が巡らさ

れその直下より「日」状の区画

文が施されている。区画文間に

は長楕円形の沈線文が,区画文

内には櫛歯状施文具による刺突

文が,それぞれ施文されている。

3単位の突起上には棒状施文具

による羽状の刺突が,その他の

口唇部には刻みが,それぞれ施
され,口縁部には「 8」 字状貼

付文を伴う有刻の隆線が 1本巡

らされ,その直下には 3本の横
線が巡らされている。器内面に

は 4本の横線が巡らされ,横線
間には有刻の隆帯が 1本施文さ

れている。

口縁部に刺突文と組み合わさっ

た横線が巡らされ,その直下に

雲母・石英粒・

長石を合有し

た,やや粒子
の荒いもので

ある。

石英粒・長石

を若干含有し

たよく精選さ

れたものであ

る。

雲母・白色砂

粒子・石英粒

第 5群第 9
類

第 8群第 1
類

D-3
第Ⅵ層

第22表 配石及びグリッド出上の上器 (実測図)一覧表

様   1胎  土 1色 調
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深鉢形
土器

浅鉢形

土器

浅鉢形

土器

注目土

器

注目土

器

浅鉢形

土器

深鉢形

土器

浅鉢形

土器

深鉢形

土器

時期・分類

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文呉

棒状施文具

半載竹管

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(LR)

2段の横帯文が施されている。

横帯文を構成している横線の始

点と終点には刺突文が施され,

「お玉杓子文」状に構成されて

いる。器内面には4本の横線が

施されている。

日縁部に 1本 の横線が巡らされ

その直下には「対孤支」, 2段
の横帯文が,それぞれ施されて
いる。器内面には 4本の横線が

巡らされている。

無文の浅鉢形土器で,日唇に 4

単位の小突起を有し,器内面に
は3本の横線が巡らされている。

口唇に10単位の小突起を有し,

その直下に横線が 1本巡らされ

ている。器内面口唇部には渦巻

状沈線文,列点状刺突が施され
その直下には 5条の横線が巡ら

され,その間隙には細い爪形文・

磨消縄文が施文されている。

日縁部には半載竹管による横線

が 9本巡らされ,横線の始点と

終点の間には「対弧文」状の沈線

文が施されている。横線間には

列点状刺突が施文されている。

口唇部及び,その直下に,各々

有刻隆線が巡らされ,胴部には
4単位の渦巻状沈線文と,その

間隙には上下 2段の横方向の長

精円形状沈線文が施文されてい

る。

口縁部に,二段の「横帯文」と
縦長の貼付文が施文 され て い

る。

白色粒 。雲母

を若干含有

白色粒・石英

粒を少量合有

白色粒子を若

千合有

雲母・白色粒

を若千合有す

るよく精選さ

れたものであ

る。

雲母 を多量

に,石英粒を
若千含む粒子

の糸田力式 もヽの

である。

白色粒子・雲

母を合有

口縁部には 2本の機線と,その

間に縄文が,それぞれ施され ,
胴部には羽状沈線文が施文され

ている。

無文の小型浅鉢形上器

口縁部には 2本の横線と,

2列のボタン状貝占付文が,

下

れ

上

そ

石英粒・白色

粒子を若干含

有

長石・石英粒

をかなり多量

に含有

白色粒・雲母・

石英粒を若千

“

文具 1 文   様 1胎  土

黒褐色

灰白色

灰裾色

明褐色

黒褐色

第 8群第 11C-1
類    1第 Ⅶ層

第 8群第141A-14
類    1第 Ⅵ層

第 8群第181B-4
類    1第 Ⅶ層

第 8群第■ IB-13
類    1第 Ⅵ層

第 9群第 91ハ地区

類    1第 Ⅵ層

棒状施文具
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第82図 配石及びグリッド出上上器実測図 (2)
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深

土

型

形

小

鉢

器

施 文 具
|

状施文具

状施文具

状施文具

ヘラ状施文具

状施文具

具

ラ状施文具

ぞれ施され,胴部には羽状沈線
文が施文されている。

口縁部には列点状刺突文が 1列

巡らされ,頸部から胴上半にか
けては, 2本の横線と弧状沈線

文が施文されている。

口縁部ゆるやかな波状を呈し,

旋煩部に 2つの小突起 を有す

る。口縁部に呼応してゆるい波

状を呈する「横帯文」が巡らさ

れ,その間隙に刺突文が充摂さ
れている。

口縁部に入組文,胴部には「横
帯文」が巡らされ,その間隙に,

辞行沈線文が施文されている。

日縁部に 1本横線が巡らされ ,

その直下より,羽状沈線文が施
文されている。

口縁部に様状施文具によって,

3本の横線が巡らされ,その内
上中 2本の横線間には列点状刺

突文が施され,胴部にはヘラ状
施文具による羽状沈線文が施文

されている。

日縁部には 2本の横線によって

横帯区画が形成され,その間隙
には対弧状沈線文が施され,胴
部にはヘラ状施文具による羽状

沈線文が施文されている。

口縁部には入組文,胴部には羽
状沈線文が,それぞれ施されて
ヤヽる。

口縁部には流水化した三叉状入

組文が 2段施され,胴部には羽
状沈線文が施文されている。

日縁部文様帯は拡大化し,胴部
文様帯は縮小化 (退化)の傾向
がうかがわれる。

日縁内面に 1本の横線が巡らさ

れている。

含有する緻密

な ものであ

る。

雲母・長石を

多量に含有

白色粒子・石

英粒を合有

大粒な白色粒

子を含有

雲母・白色粒

子を含有

雲母を多量に

含有

赤褐色 。白色

粒 子を多量

に,雲母を少
量含有

雲母・白色粒

子を若干含有

深鉢形

土器

深鉢形

土器

深鉢形

土器

深鉢形

土器

深鉢形

土器

暗褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色深鉢形

土器

雲母・白色粒

子・赤色粒子

を含有

雲母・長石を

多量に,石英
粒を少量含有

白色粒子を多

量に,雲母 。

石英粒を若干

含有

口縁部

付近は

赤褐色

打同部は

茶褐色

茶褐色

深鉢形

土器

(粗製
土器)

棒状施文具
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時期・分類

第 9群第13

類

第 9群第 7

類

第 9群第 5

類

第 9群第 7

類

第10群

出  土
占

(ム コリ

ア中)

2号址

覆土

口地区

B-25
第 Ⅶ層

C-26
第 Ⅶ層

A-26
第 Ⅶ層

B-26
第Ⅶ層

D―-24

２３

層
一　
Ⅷ

Ｂ

第



フ

19

‖
17

第83図 配石及びグリッド出土土器実測図 (3)
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血 器 形 施 文 具 文 様 胎   土 色 調 時期・
出 土

深鉢形

土器

(粗製

土器)

深鉢形

土器

(粗製

土器)

深鉢形

土器

(粗製

土器)

甕形土

器

(粗製

土器)

甕形土

器

(粗製

土器)

棒状施文具

器外面はヘラ状工具による斜め

の調整痕が,器内面はハケロ状
工具による横方向の調整痕が ,

それぞれ認められる。

器面には指頭による調整痕が認

められる。

波状口縁を呈し,その波頂の一
つに棒状施文具による刻み目が

施されている。器面にはヘラ及

び指頭による整形が施されてい

る。

器面にヘラ状工具による横方向

の調整痕が認められる。

口唇に指頭による押圧が加えら

れている。器内外面ともにヘラ

による横方向の調整が施されて

いる。胴下半は 2次焼成を受け

てもろくなっている。

白色粒子・雲

母を多量に含

有

雲母を多量に

含有

雲母・白色粒

子・石英粒を

多量に含有

″

雲母・占色粒

子を含有

灰褐色

暗裾色

黒褐色

暗裾色

黒褐色

第10群 A-25

A-3
第Ⅵ層

E-31

表 採

C-15
第Ⅵ層
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第84図 配石及びグリンド出土土器実測図 (4)
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胴 部

″

口縁部

〃

胴 部

口縁部

″

胴 部

1

2

3

8

9

10

11

12

13

棒状施文具

半載竹管

縄文原体(LR)

半裁竹管

縄文原体(LR)

半我竹管

山形押型文が横位に施文されて

モヽる。

縄文を地文として,横位に結節

浮線文が施文されている。

縄文を地文として,日唇直下に

横位に 1本,それより垂下する
ように 1本 ,それぞれ結節浮線
文が施文されている。

集合沈線文が施文されている。

半我竹管   |やや肥厚した口縁に縄文が施文
縄文原体(RL)さ れ,その直下には 2本の沈線

文 と三角形の陰亥J文が施されて

モヽる。

縄文を地文として,半我竹管に
よって「 Y」 字状の懸垂文が施

文されている。

連続刺突文が施文されている。

押引き文が施文されている。

押引き文,連続刺突文が施文さ
れている。

押引き文が施文されている。

連続刺突文が施文されている。

ペン先状に尖っ1押引き文が施文されている。

た施文具

″

角棒状の施文具

″

″

″

″

″

蔀 位 施 文 具 文

第23表 配 石 出 土 土 器 一 覧 表

様
|  
】台 色 調 時期・分類

雲母を多量に

含有

雲母・石英粒

等をかなり密

に含有

長石を若千含

有した粒子の

細かいもので

ある。

雲母・長石・

石英粒を若千

合有

石英粒,長石 ,

雲母老やや密

に含有

″

″

長石・雲母を

やや密に含有

長石を若千含

有

石英粒・長石

粒・雲母を密

に合有

長石等の粒子

をまばらに含

有

石英粒・長石・

雲母をかなり

密に含有

雲母・長石を

多量に合有

″

石英粒。雲母・

長石をかなり

密に合有

″

石英粒・雲母・
長石が若千含
有

第 1群

第 2群

″

第 3群第 1

類

第 3群第 2

類

第 4群第 2

類

第 4群第 1

類

″

″

″

″

第 4群第 2

類

D-13
第Ⅶ層

A-15
第Ⅷ層

D-15
第Ⅵ層

B-5
第Ⅸ層

A-13
第Ⅵ層

A-10
第Ⅵ層

A・ B
―-9。 10

第Ⅷ層

E―-27

第Ⅶ層

D-11
第Ⅵ層

B―-17

C-1
第Ⅶ層

A―-36

第Ⅶ層

B―-18

第Ⅷ層

C―-11

第Ⅳ層

B-9
第Ⅷ層

Z-36
第Ⅵ層

D―
-11

第Ⅷ層

明灰色

粥褐色

暗茶褐

色

暗灰色

明褐色

暗茶褐

色

明茶褐

色

暗灰色

陪茶裾

色

明茶褐

色

″

明褐色

″
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第85図 配石及びグリッド出土土器拓影図 (1)
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胴 部

″

口縁部

″

″

″

″

ヘラ状施文具

棒状施文具

ヘラ状施文具

″

″

半我竹管

″

〃

″

胴 部

″

″

口縁部

櫛歯状施文具

半我竹管

ヘラ状施文具

棒状施文具

半我竹管

縄文原体 (LR
L)

hl部 位 1施 文 具 文       様 色 調 1時期・分類

連続爪形状刺突文,三角形印刻
状の刺突文が,それぞれ施文さ

れている。

連続爪形状刺突文が施文されて

いる。

連続爪形状刺突文によって,山
形状の横帯区画文を形成してい

る。

器外面無文の浅鉢,器内面の口

唇部に有刻の隆帯が施文されて

やヽる。

カゴメ状の貼 り付け文が施文

″

重弧状沈線文が施文

斜行状沈線文が施文

条線を地文として,貼 り付けに
よる波状懸垂文が施文

″

条線を地文として,半我竹管に
よって波状懸垂文が施文
ヘラ状施文具による条線を地文

として,棒状施文具によって波
状懸垂文が施文

縄文を地文として,半我竹管に
よって孤状沈線文が施文

石英粒・雲母。

長石を若干含

有

長石 。雲母を

かなり合有

雲母・石英粒

を若干含有

石英粒・長石

を多量に合有

雲母・石英粒

を多量に含有

石英粒 。長石

を多量に含有

石英粒 。砂粒

を多量に合有

石英粒・砂粒・

雲母を多量に

合有

石英粒・長石

を多量に含有

″

石英粒を多量

に,雲母を若
千,それぞれ

含有

石英粒・砂粒

を多量に含有

″

石英粒・長石

を多量に含有

石英粒・雲母・

砂粒を含有

雲母 を多量
に,石英粒 。

砂粒を若干,
それぞれ含有

明褐色

暗灰色

暗褐色

″

明褐色

明茶褐

色

″

暗褐色

粥茶裾

色

暗茶褐

色

明褐色

明茶褐

色

暗茶褐

色

裾

　

色

茶

　

褐

明

色

明

第 4群第 3

類

第 4群第 4

類

第 5群

第 1類― a

第 5群

第 1類―も

第 5群

第 1類― C

″

第 5群

第 2類― a

第 5群

第 2類一b

第 5群

第 2類一 C

第 5群

第 3類一 a

B-11
第Ⅶ層

B一…15

第Ⅷ層

B-9
第Ⅷ層

B-11
第Ⅶ層

A―-15

第Ⅵ層

A―-33

第Ⅵ層

C-11
第Ⅷ層

B-3
第Ⅸ層

A-1
第Ⅵ層

C-11
第Ⅷ層

C―-13

第Ⅶ層

C-2
第Ⅶ層

C-15
第Ⅶ層

D―-10

第Ⅵ層

C-3
第Ⅸ層

C-4
第Ⅸ層

A―-14

第Ⅶ層

C-10
第Ⅶ層

C-9
第Ⅶ層

D-14
第Ⅷ層
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部 位 1施 文 具

胴 部 1半裁竹管
縄文原体 (LR
L)

″ 1棒状施文具
縄文原体(RL)

頸 部 1縄文原体(LR)

口縁部 1棒状施文具

胴 部 1半我竹管

″ 1櫛歯状施文具

″  |     ″

縄文を地文として,半我竹管に
よって波状懸垂文が施文

縄文を地文として,棒状施文具
によって懸垂文が施文

縄文を地文として,横位に小波

状の貼 り付け文が施文

燃糸文を地文として,横位に小
波状の貼り付け文が施文

肥厚した口縁部に,「 S」字状沈

線文が施文

肥厚した口縁部に,精円形状の

沈線文が施文

隆線によって渦巻文が施文され

その間隙に,半我竹管によって
条線文が施されている。

カマボコ状隆線によって,渦巻
文が施文され,その間隙に半載
竹管によって条線文が施されて

いる。

カマボコ状の隆線によって,渦
巻文が施文され,その間隙に条
線文が施されている。

″

偏平幅広の隆線によって,渦巻

状の区画文が施文され,その間

隙に条線文が施されている。

〃
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石英粒・雲母

を多量に含有

″

石英粒・長石・

雲母を合有

″

″

″

″

″

時期・分類

第 5群

第 3類― a

第 5群

第 3類―b
″

第 5群第 4

類

″

″

第 5群第 5

類

″

″

″

C-14
第Ⅷ層

C-4
第Ⅸ層

B-14
第Ⅶ層

C-6
第Ⅶ層

A-4
第Ⅸ層

A-3
第Ⅸ層

A―-17

第Ⅵ層

B―-11

第Ⅶ層

B-5
第Ⅶ層

B-4
第Ⅵ層

A―-2

第Ⅸ層

B-3
第Ⅸ層

A―-13

第Ⅵ層

B―-13

第Ⅶ層

A-1
第 X層

D―-16

第Ⅷ層

A一-14

第Ⅳ層

A-1
第Ⅸ層

B-3
第Ⅸ層

A-3
第Ⅷ層

褐
　
　
色

茶

　

褐

明

色

暗

明茶褐

色

明褐色

暗褐色

″

″

明褐色

若干 の石英

粒・砂粒と多

量の雲母を含

有

″

″

若干の雲母と

多量の砂粒を

含有

長石・雲母を

多量に合有

石英粒・長石・

雲母を合有

暗褐色

″

明褐色

明茶褐

色

膳灰色

暗茶褐

色

と
を
母
石
雲
長
の
の新筵
舘
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配 1部 位

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部
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施 文 具
|

分類1亀 土占
櫛歯状施文具

棒状施文具

半我竹管

棒状施文具

櫛歯状施文具

半我竹管

櫛歯状施文具

棒状施文具

櫛歯状施文呉

棒状施文具

棒状施文具

櫛歯状施文具

偏平幅広の隆線によって,渦巻

状の区画文が施文され,その間

隙に条線文が施されている。

「日」状の区画文が施され,区

画内に綾杉状の条線文が施文さ

れている。

″

「口」状の区画内に,条線文 ,
小波状の懸垂文が施文

「FR」 状の区画文が施され,そ
の間隙に綾杉状沈線文が施文

「口」状の区画文が施され,そ
の間にフラビ手状の懸垂文,区

画内に綾杉状沈線文が,それぞ

れ施文

口唇直下に 1本の隆帯を巡らし

その直下より綾杉状沈線文が施

文されている。

口縁部に 1本沈線を巡らし,そ
の直下より条線文が施されてい

る。

口縁部に楕円形状の区画文が施

され,1同部には「ハ」字状沈線

文が施文されている。

口縁部に 1本の沈線,胴部には

「口」状の区画文が施され,区

画内には「ハ」字状沈線文が施

文されている。

「日」状の区画文が施され,区
画内に「ハ」字状沈線文が施文

されている。

″

カマボコ状隆線による懸垂文が

施され,その間に「ハ」字状沈

線文が施文されている。

沈線による懸垂文が施され,そ
の間に「ハ」字状沈線文が施文

されている。

口縁部に 1本の沈線,胴 部に

「日」状の区画文が施され,そ

若干の長石と

多量の雲母を

含有

雲母・石英粒・

長石を多量に

合有

″

″

雲母 .長石を

若干含有した

粒子の細いも

のである。

雲母・長石を

かなり密に含

有

長石・石英粒

を多量に含有

石英粒・雲母・

砂粒を多量に

合有

石英粒・雲母

を若干含有

″

石英粒・雲母

を多量に含有

″

石英粒・雲母

を多量に含有

石英粒・雲母

を含有

第 5群第 5

類

第 5群

第 6類一 a

第 5群

第 6類一b

第 5群

第 6類― C

第 5群第 7

類

第 5群

第 8類一 a

第 5群

第 8類一b

第 5群

第 8類一 C

C-4
第Ⅵ層

A-3
第Ⅷ層

A-3
第Ⅸ層

B-5
第Ⅸ層

B-1
第Ⅷ層

A-2
第Ⅸ層

B-5
第Ⅸ層

表 採

A-3
第樫
層

B-10
第Ⅶ層

A―-33

第Ⅶ層

A―-35

第Ⅶ層

B-6
第Ⅶ層

B-3
第Ⅶ層

B-2
第Ⅷ層

B-34
第Ⅵ層

B-1
第Ⅸ層

第 5群第 9

類

明褐色

暗茶褐

色

暗灰色

暗茶褐

色

暗灰色

暗灰色

明褐色

茶褐色

黒褐色

暗灰色

暗褐色

黒褐色

明茶褐

色

暗楊色
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胎  土 1色 調 1時期・分類

胴 部

″

口縁部

胴 部

″

″

口縁部

胴 部

櫛歯状施文具

″

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(RL)

縄文原体(LR)

篠状施文具

縄文原体(LR,
RL)
糠状施文具

縄文原体(RL)

篠状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(RL)

″

″

の間隙に櫛歯状施文具による刺

突が施されている。

櫛歯状施文具による刺突文が施

文されている。

無文の口縁部には列点状の刺突

文が,胴部には区画文が,それ
ぞれ施され,区画内には磨消縄
文が施文されている。

太い沈線で区画文が施され,そ
の間除に磨消縄文が施文されて

いる。

断面三角の微隆線による区画文

が施され,その間隙に磨消縄文
が施文されている。

″

口縁部にカマボコ状の隆線によ

って,楕円形状の区画文が施さ

れ,区画内には縄文が施文され

ている。

太い沈線によって曲線的な区画

文が施され,その間隙に充填縄
文が施文されている。

″
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石英粒・長石・

雲母を含有

石英粒・砂粒・

雲母を多量に

含有

〃

石英粒。長石・

砂粒をかなり

含有
″

石英粒・雲母

を若千含有

石英粒・雲母・

長石等を若千

含有

若千 の長石

と,多量の雲
母を含有

若干の雲母

と,多量の石

英粒 ,長石を

含有

″

″

石英粒・長石・

雲母を多量に

含有

石英粒・長石・

雲母を若干含

有

石英粒・長石・

雲母をかなり
密に含有

暗褐色

″

明茶褐

色

暗裾色

〃

明茶褐

色

暗灰色

暗茶褐

色

暗灰色

暗茶褐

色

第 5群第 9

類

″

第 6群第 1

類

第 6群第 2

類

″

第 6群第 3

類

第 6群第 4

類

″

B-3
第Ⅸ層

B-2
第Ⅵ層

A-1
第Ⅶ層

C-6

C-5
第Ⅸ層

B-17
第Ⅵ層

B-5
第Ⅶ層

A-14
第Ⅵ層

A-5
第Ⅶ層

C-6
第Ⅷ層

D―-10

第Ⅶ層

A-1
第Ⅷ層

B-34
第Ⅵ層

C-2
第Ⅷ層

A-6
第Ⅷ層

D-9
第Ⅵ層

A-3
第Ⅷ層

裾
　
　
　
色

茶
　
　
　
灰

暗

色

　

暗
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出
地

ｈ

一
９３

部 位 土 1色 調 1時期・分類

95

96

97

98

０５

　

　

０６

　

　

０７

部】同

〃

口縁部

″

　

　

　

　

″

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

部月同

〃
　

　

　

　

″

棒状施文具

〃

″
　
　
　
　
″

″
　
　
　
　
″

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

″
　
　
　
　
″

太い沈線文による区画文が施さ

れ,その間隙に列点状刺突文が

施文されている。

″

太い沈線による区画文が施され

その間隙に列点状刺突文が施文

されている。

太い沈線による曲線的な区画文

が施文されている。

曲線的な太い沈線文が施文され

その間に,列点状の刺突文が施
されている。

やや肥厚した口縁部に,円形刺

突文と,円形刺突文を中心に横

位に同心円状に連なる弧状沈線

文が施文されている。

″

口唇直下に有刻の隆線が施され

ている。

口唇直下に 1本沈線を巡らし,

それより,弧線状の沈線文が垂
下する。

頸部に 1本沈線を巡らし,その

直下より,弧状の沈線文が垂下
する。

太い沈線によって,弧状を主と
した文様が施されている。

太い沈線によって,弧線を主と
した文様が施されている。

明褐色

赤褐色

尋≠霊薯1誓ζ

第 6群第 5

類

第 6群第 6

類

第 7群第 1

類

第 7群第 2

類

第 7群第 1

類

″
　
　
　
　
″

〃
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

Z―-34

第Ⅵ層

A―-17

第Ⅵ層

D―-10

第Ⅶ層

D-1
第Ⅶ層

A-6
第Ⅶ層

E―-26

第Ⅵ層

A-2
第Ⅷ層

C-0
第Ⅷ層

D-6
第Ⅶ層

B―-14

第Ⅵ層

B-5
第Ⅸ層

C-14
第Ⅵ層

C-5
第Ⅸ層

C-6
第Ⅶ層

C-4
第Ⅶ層

C-5
第Ⅸ層

C-5
第Ⅷ層

C-9
第Ⅵ層
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No 部 位 1施 文 具 文 様   1胎   土 色 調 時期・分類
出
鋤

113

114

115

124

125

126

127

128

129

口縁部 1棒状施文具

″

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)
棒状施文具

縄文原体(RL)

篠状施文具

縄文原体(RL
″

″

棒状施文具

縄文原体(LR

棒状施文具

縄文原体(RL

太い沈線によって,円形状,弧
状の沈線文が施されている。

頸部に有刻隆線を巡らし,その

直下より弧線を主とした沈線文

が施されている。

頸部に列点状の刺突文を巡らし

その直下より弧線を主とした沈

線文が施されている。

石英粒・長石

を非常に密に

含有

長石等の粒子

を若干含有

雲母 。長石等

の粒子を若干

含有

″

口縁部に有刻隆線を巡らし,そ
の直下より,菱形状区画文が施
されている。

日縁部に有刻隆線を巡らし,そ
の直下より,三角形状区画文が

施されている。

″

口縁部に有刻隆線が巡らされ ,

その直下より,三角形状区画文
が施されている。

″

£二::を
iを二芸暮学懲:ユ

1写

霧笹暮暑
石

石英粒・長石・

雲母を多量に

合有

長石・雲母を

若干合有

″

長石・石英粒・

雲母を若千含

有

長石・雲母を

やや密に合有

長石を若干含

有

若子の雲母と

多量 の石 英

明褐色

茶褐色

茶褐色

灰褐色

明褐色

明灰色

茶褐色

灰掘色

黒裾色

暗茶褐

色

暗灰褐

色

茶掘色

″

″

明褐色

暗茶褐

色

第 7群第 1

類

第 7群第 2

類

″

第 7群第 3

類

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

″

第 7群第 4

類

″

″
　
　
　
　
″

″

″

″

″

″

　

″

C-5
第Ⅷ層

E-24

C-5
第Ⅶ層

B-12
第Ⅵ層

D―-15

第Ⅶ層

C-2
第Ⅶ層

C―-10

第Ⅵ層

D-4
第Ⅶ層

A-1
第Ⅷ層

C-1
第Ⅷ層

A-1
第Ⅶ層

C-0
第Ⅶ層

D-6
第Ⅷ層

B-4
第Ⅶ層

D―-15

第Ⅷ層

D―-15

第Ⅷ層

D―-15

第Ⅷ層

C-6
第Ⅷ層

C-0
第Ⅷ層
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配 部 位 施 文 具 文 様 胎  土 1色 調 時期・分類
出  主
地 点

137

138

139

140

141

４２

　

　

４３

胴 部

″

　

　

　

　

″

口縁部

″

″

″

″
　
　
　
　
″

″

〃
　
　
　
　
″

″

　

　

　

　

″

″

　

　

　

　

″

第 7群第 4

類

″

″

第 8群第二

類

第 8群第 1

類

″
　
　
　
　
″

C-4
第Ⅶ層

A-2
第Ⅶ層

A-1
第Ⅷ層

B-10
第Ⅵ層

B-9
第Ⅶ層

″WIll″

A―-33

第Ⅵ層

C-9
第Ⅵ層

C-1
第Ⅷ層

B-6
第Ⅷ層

C-15
第Ⅶ層

C一…14

第Ⅵ層

A-15
第Ⅵ層

D―-23

第Ⅵ層

B-6
第Ⅷ層

D-4
第Ⅶ層

C-1
第Ⅶ層

D-3
第Ⅵ層
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158

配
1部 位 1施 文 具 |

棒状施文具

縄文原体(LR)

胴 部

口縁部

″

胴 部

口縁部

棒状施文具

縄文原体(LR)
篠状施文具

縄文原体(RL)

藤状施文具

櫛歯状施文具

棒状施文具

擦状施文具

縄文原体(RL)
″

″

棒状施文具

縄文原体(RL)

159

―-142-

口縁部には 1本の横線が巡らさ

れ,横線の開始点は「お玉杓子」
状に施文されている。その直下

には「横帯文」が巡らされてい

る。

「横帯文」と「対弧文」が施文

されている。

口縁部に 1本横線を巡らし,そ
の直下には, 2段の「横帯文」

と区切り縦線文が,それぞれ施
されている。器内面には 3本の

横線が巡らされている。

日唇部には刻みと1本の横線が

施され,その直下には,「横帯
文」と区切り縦線文が施されて

いる。器内面には;アJ点状刺突

文と横線文が施されている。

口縁部と体部の境には刻み入り

の横線が巡らされ,その直下に

は,縄文のある部分とない部分
が交互に置かれた 3段の「横帯

文」が巡らされている。

日唇部に 1本横線文が巡らされ

その直下には, 3段の「横帯文」

が巡らされている。

縄文のある部分とない部分が交

互に置かれた「横帯文」が巡ら

されている。

波状口縁に沿って 2段の「横帯

支」が巡らされ,その間には,

条線文が施されている。器内面

には 2本の沈線文が巡らされて

いる。

2段の「横帯文」と

内に「対弧文」が,

文されている。

「縦連対弧文」とそれを起点と

した「横帯文」が施されている。

″

″

口唇直下より縄文のある部分と

ない部分が交互に置かれた 3段

の「横帯文」が巡らされている。

「縦連対弧文」とそれを起点と

した「横帯文」が施されている。

「横帯文」

それぞれ施

石英粒・砂粒

を若干含有

石英粒・雲母

を若千含有

石英粒。長石・

雲母をかなり

含有

石英粒・砂粒

をかなり合有

″

″

石英粒・長石・

砂粒・雲母を

多量に合有

″

暗茶褐

色

時期・分類

第 8群第 1

類

C-3
第Ⅶ層

黒褐色

暗褐色

明茶褐

色

黒褐色

″

暗灰色

黒褐色

A―-34

第Ⅶ層

C-1
第Ⅵ層

第 8群第 2

類

″

B-15
第Ⅵ層

C-2
第Ⅵ層

B-0
B-1
第Ⅷ層

D-5
第Ⅶ層

B-9
第Ⅵ層

Z-32
第Ⅵ層

C-1
第Ⅵ層

B―-14

第Ⅵ層

D-3
第Ⅶ層
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血
1部 位 1施 文 具 1 文    様  1胎  上

石英粒・長石・

砂粒・雲母を

多量に含有

石英粒・砂粒

を若千含有

″

石英粒・砂粒・

雲母を若干含

有

石英粒・砂粒・

雲母を多量に

含有

石英粒・砂粒

を若干合有

″

石英粒・長石・

雲母をかなり

密に合有

月同 ヨI

口縁部

胴 部

日縁部

″

捧状施文具

縄文原体(RL)

篠状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)
″

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(RL)

口縁部には有刻隆線が巡らされ

その直下より,「横連対弧文」
「縦連対弧文」が施文されてい

る。

日唇直下に「 8」 字状員占付文が

施され,その直下より,「入組
弧線文」が施文されてい る。

「入組弧線文」の間隙には,刺

突文が充瞑されている。

日縁部には有ЙU隆線が巡らされ

その直下より,「入組弧線文」
が施文されている。

口縁部には有亥」隆線が巡らされ

その直下より,「横連対弧文」
が施文されている。

「横帯文」が施文されている。

「横連対弧文」状に施されてい

る。

日唇直下より,縄文のある部分
とない部分が交互に置かれた

「横帯文」が施文されている。

口唇部,日縁部には刻みが巡ら

され,その直下より,「横帯文」
が施文されている。

日縁部に「工」字状の磨消縄文

が施されている。

日縁部に連弧状磨消縄文が施さ

れ,日 縁部と胴部の境には,幅
の換い「横帯文」が巡らされて

いる。

口縁部に連弧状磨消縄文が施さ

れ,口縁部と胴部の境には, 2

本の横線に袂まれて刻目が巡ら

されている。

″

口縁部に連弧状磨消縄文が,そ
の連結部には「対弧文」が,そ
れぞれ施文され,日縁部と胴部

の境には, 2本の横線に換まれ

て刻目が巡らされている。

日縁部に連弧状磨消縄文が,そ
の連結部には貝占付文が,それぞ

れ施文され,日縁部と胴部の境

明灰色

暗褐色

黒褐色

切茶褐

色

暗茶褐

色

黒褐色

第 8群第10

額

暗茶褐

色

黒褐色

第 8群第 2

類

E-29
第Ⅵ層

D―■

第Ⅵ層

D-3
第Ⅶ層

D-1
第Ⅶ層

D―■

第Ⅶ層

B-15
第Ⅵ層

B一-17

第Ⅵ層

B-4
第Ⅵ層

E-25

A-3
第Ⅵ層

B-3
第Ⅶ層

E―-26

第Ⅵ層

B-22
第Ⅵ層

ハ地区

第Ⅵ層

C-9
第Ⅵ層
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177

胴 部

日縁部
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部 位 1施 文 具 |

文 1胎

石英粒・長石・

雲母をかなり

密に含有

″

長石・雲母を

若干含有

雲母・石英粒・

長石をやや密

に含有

長石・雲母を

若干含有

長石・石英粒・

雲母を密に含

有

長石を密に,

雲母を若干合

有

″

石英粒・長石

を若干含有

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(R)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

櫛歯状施文具

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具
ヘラ状施文具

には, 2本の横線に袂まれて刻

口が巡らされている。

日縁部に連弧状磨消縄文が,そ
の連結部には「対弧文」が,そ
れぞれ施文されている。

「入組対弧文」が施文されてい

る①

横線が施され,その間隙に,刺突

文,「対弧文」が施されている。

口縁部に二条の横線に換まれて

刻目が巡らされ,その直下より

「横帯文」が施されている。

口縁部に有刻の横線が巡らされ

その直下には, 3本の横線によ

って幅の狭い「横帯文」が施文

されている。

日唇直下には帯縄文が,日縁部

と胴部の境には 2本の横線に挟

まれた亥じ目が巡らされている。

日縁部に幅の狭い帯縄文が巡ら

されている。

日唇直下には幅の狭 とヽ帯縄文

が, 口縁部と胴部の境には二条
の横線に換まれた刻目が,巡 ら
されている。両者の間隙に,貼
付文が施されている。

日唇直下に 1本横線が巡らされ

口唇部と横線との間隙に刻目が

巡らされ,日 縁部と胴部の境に

は幅の狭い縄文帯が施されてい

る。

横線文が施され,器内面には刻
目が施された横線が巡らされて

いる。

2本の幅の狭い横線に換まれた

刻目が巡らされている。

口唇直下に 2本 の横線に狭まれ

た亥1目 が巡らされ,その直下に

は, 5本の横線文が施されてい

る。

日唇直下に 2本の横線に換まれ

た刻目が巡らされ,その直下に

セよ「横帯文」力式施されている。

横線文と刻目が巡らされてい

る。

色 調

暗茶褐

色

赤褐色

茶褐色

″

暗灰色

茶褐色

黒褐色

暗灰色

黒褐色

暗灰色

茶褐色

明褐色

灰白色

時期・分類

第 8群第10

類

第 8群第 2

類

第 8群第11

類

第 8群第13

類

第 8群第■

類

″

第 8群第12

類

B-24
第Ⅷ層

D―-29

第Ⅷ層

A―-13

第Ⅵ層

Z-31
第Ⅵ層

A―-31

第 Ⅵ層

B-3
第Ⅵ層

C-4
第Ⅵ層

B-29
第Ⅷ層

A―-33

第Ⅶ層

A-15
第Ⅶ層

第 8群第13

類

″

D-3
第Ⅶ層

C-1
第Ⅵ層

D―-10

第Ⅵ層

B-3
第Ⅵ層

B-17
第Ⅵ層
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部 位 施 文 具

日縁部

胴 部

″

底 部

口縁部

″

″

″

胴 都

口縁部

棒状施文具

″

″

″

″

″

半載竹管

棒状施文具
ヘラ状施文具

″

″

″

″

棒状施文具

長石を若干含

有

長石・雲母を

若千含有

″

石英粒を若千

含有

石英粒・雲母

を若干含有

″

石英粒を若千

含有

石英粒・雲母

を多量に合有

″

″

石英粒・雲母

を若干合有

″

長石・石英粒

をやや密に含

有
″

灰裾色

茶褐色

″

黒褐色

″

″

″

″

暗茶褐

色

黒褐色

″

″

暗灰色

灰裾色

第 8群第13

類

第 8群第 3

類

″

″

第 8群第 4

類
″

第 8群第14

類

″

″

″

C-3
第Ⅶ層

C-2
第Ⅶ層

C-3
第Ⅶ層

D-2
第hlll層

D-4
第Ⅶ層

B-3
第Ⅶ層

C-3
第Ⅶ層

D-4
第Ⅶ層

B-1
第Ⅶ層

C-10
第Ⅵ層

A-3
第Ⅵ層

A-2
第Ⅵ層

A-4
第Ⅵ層

B-4
第Ⅵ層

B-4
第Ⅶ層

C-15
第Ⅵ層

D-13
第Ⅵ層

B-17
第Ⅵ層

C-5
第Ⅶ層

B-17
第Ⅵ層

B-15
第Ⅵ層

横線文が巡らされている。

口縁部に有刻の隆線が巡 らさ

れ,その直下には,連続横「 S」

字状文が施されている。

横線文と連続横「 S」 字状文が

施されている。

″

幾何学的な集合沈線文が施され

ている。

″

無文の浅鉢形土器である。器内

面には横線文と刻目が巡らされ

ている。

″

無文の浅鉢形土器である。口唇

直下には,円形刺突文が巡らさ

れている。器内面には横線文と

刻目が巡らされている。

無文の浅鉢形土器である。器内

面には「横帯文」が施されてい

る。

無文の浅鉢形土器である。器内

面には渦巻状沈線文が施されて

いる。

1色 調 1時期
・分類 1亀 去
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醜 1部 位 1施 文 具 文      様   1胎   土 色 調 1時期・分類 1見 煮

2131月同 部
1療塗綬発衰具

″

″

″
　
　
　
　
″

212+日縁部1棒状施文具

２２

　

　

２２

　

　

２２

２２４

　

　

２２５

　

　

２２６

無文の浅鉢形上器である。器内

面には渦巻状沈線文が施されて

いる。

注口土器の胴部片である。入組

状沈線文,集合沈線文が施文さ

れている。

横線文と「縦連対弧文」が施文

されている。

集合沈線文が施文されている。

″

渦巻文などの曲線的な集合沈線

文が施文されている。注口土器

の1同部片である。

連続横「S」字状文,集合沈線文
が施文された注目土器である。

横帯文と連続横「 S」 字状文が

施されている。

連続横「 S」 字状文が施されて

いる。

無文の浅鉢の口縁部で,器内面

に渦巻文,「横帯文」が施文。

連続横「 S」 字状文が施文。

口唇部及び,日縁部と胴部の境

に刻目が巡らされ,】同部は斜行

沈線文が施されている。

暗茶褐

色

色

　

裾

翻
　
麟
色

長石・石英粒・

雲母を若千含

有

″

黒褐色

茶褐色

B-3
第Ⅷ層

C-4
第Ⅵ層

D-1
第Ⅶ層

D-2コ

第Ⅷ屠

―-151-―
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日縁部

″

″

施 文 具
|

棒状施文具

棒状施文具
ヘラ状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

″

″

半我竹管

棒状施文具

ヘラ状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

檬状施文具

縄文原体(RL)

「横帯文」が施され,その間に

は,刺突文,斜行沈線文が施文
されている。

口縁部には連弧状磨消縄文が,

月同部には斜行沈線文が,それぞ

れ施され,日縁部と胴部との境

には 2本の横線で換まれた刻目

が巡らされている。

】同部に羽状沈線文が施されてい

る。

斜格子状沈線文が施 されてい

る。

羽状沈線文が施文されている。

口唇直下に 3本の横線文が巡ら

されている。

口唇部に押圧が加えられた隆帯

を巡らし,その直下より,粗い

縄文を地文として,肋骨文状に

沈線文が施されている。

日縁部に 2本の横線を巡らし,

その直下より,羽状沈線文が施
されている。緩い波状口縁を呈

する深鉢形上器である。

口縁部に 1本の横線を巡らし,

その直下より,羽状沈線文が施
されている。平縁の深鉢形土器

である。

口縁部に帯縄文とボタン状貼付

文が施され,その直下より,羽
状沈線文が施文されている。

口縁部が「く」字状に内湾した

平縁の深鉢形土器である。

口縁部に 2本の横線と,ボ タン

状の只占付文が施され,その直下
より,羽状沈線文が施文されて

いる。平縁の深鉢形上器である。

口縁部に 4本の横線と,縦長の

貼付文が施され,胴部には斜行

石英粒・長石 '

雲母を多量に

合有

石英粒。長石・

砂粒・雲母を

かなり多量に

含有

石英粒を若干

合有

石英粒・長石・

砂粒をかなり

多量に含有

石英粒・長石・

雲母をかなり

合有

石英粒 '長石

をかな り密

に,雲母を若
千含有

石英粒・長石・

雲母を多量に

含有

長石・石英粒

を若干合有

長石・石英粒・

雲母を若干含

有

長石・石英粒

をか な り密

-153-―

黒褐色

明褐色

甥茶裾

色

黒褐色

明茶褐

色

明灰色

黒褐色

暗褐色

暗茶褐

色

暗茶褐

色

茶褐色

出  土
時期・分類 占

第 8群第 5

類

第 9群第 6

類

第 8群第 6

類

第 8群第 7

類

第 8群第 8

類

第 8群第15

類

第 8群第16

類

第 9群第 5

類

E-22
第Ⅷ層

I)一-25

第Ⅷ層

C-13
第Ⅵ層

B―-10

第Ⅵ層

B-4
第Ⅶ層

ハ地点

第Ⅵ層

D―-22

D-26

C―■0

C―■1

C-12
D-11
第Ⅵ層

E-24
第Ⅷ層

Z-30

第Ⅶ層

D―-24

E-24
第Ⅶ層

２７

層
一　
Ⅶ

Ｅ

第



暗) 磯1沙

ヾ

51

ヽ

ノ

♂

６

燃
轡
２３

″

――

〃

一
総

爛

醜

攣

２３

ガ

〃

″

ヰ

第99図 配石及びグリッド出土土器拓影図 (15)
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に,雲母をわ

ずかに合有

長石・石英粒 1茶褐色

をかな り密

に,雲母をわ

ずかに含有

石英粒・長石・ 明褐色

石英粒。長石。1灰褐色

石英粒を若千 1黒褐色

含有したよく

精選されたも

¢)。

石英粒 。長石 | ″

を多量に含有

石英粒を若千 1黒褐色

第 9群第 7

類

″

第 9群第 2

類

第 9群第12

類

″

口縁部

胴 部

″

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

篠状施文具

沈線文が施文されている。貼付

文と, 日縁部と胴部の境には縄

文が施文されている。

口縁部に 3本の横線と,有刻縦

長の只占付文が施され,胴部には

羽状沈線文が施文されている。

羽状沈線文が施文されている。

″

波状口縁に沿って, 口縁部に 2

本の沈線文が巡らされ,波頂部
の直下には,稲妻状沈線文が施
されている。

波状日縁に沿って, 日縁部に有

刻隆帯によって楕円形状の区画

文が施されている。

対弧状の沈線文と刻目が施され

た「横帯文「が施文されている。

横線文とその間隙に列点状刺突

文が,それぞれ施文されている。

口縁部に 2本の横線と突起が施

されている。

棒状施文具  1口 唇直下より帯縄文が施文され

縄文原体(LR)|て いる。
″   1胴 部にコンパス文が施文されて

ヤヽ る。

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

″

口縁部に沿って, 3本の沈線文

と,ボ バン状の貼付文が施され

ている。

口縁部に帯縄文が 2段と,縦長
の貼付文が,それぞれ施支され
ている。

口縁部に 2本の横線と,有刻縦

長の貼付文が施され,胴部には

斜行沈線文が施支されている。

口縁部と胴部との境には有刻隆

251

A―-33

第Ⅵ層

B-18
第Ⅵ層

ハ地区

第Ⅵ層

D-15
第Ⅵ層

表 採

ハ地区

第Ⅵ層

(ス コリ

ア中)

E―-25

第 Ⅶ 層

(ス ヨリ

ア中)

C-16
第 Ⅵ層

E-26
第 Ⅵ層

(スコリ

ア中)

E-26

第Ⅵ層

(ス ヨヅ

ア中)

C―-13

第Ⅵ層

C―■7

第Ⅵ層

E-25
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263

264

271

272

部 位 1施 文 具 |

口縁部 棒状施文具

″ ″

″

線が巡らされ,胴部には斜行沈
線文が施されている。

平縁の深鉢形土器で,口 縁部に

は巴状入組文が,胴部には羽状
沈線文が,それぞれ施文されて
いる。

″

″

″

平縁の深鉢形土器で, 口縁部に

巴状入組文が施されている。

平縁の深鉢形上器で, 日縁部に

巴状入組文が,胴部に羽状沈線
文がそれぞれ施されている。

〃

″

波状口縁を呈する深鉢形上器で

口縁部に巴状の入組文が施され

ている。

長石・石英粒・

雲母を非常に

密に含有

″

長石・石英粒

を密に,雲母
を若千合有

長石・石英粒・

雲母を密に含

有

長石・石英粒

を若干含有

長石・石英粒・

雲母をかなり

含有

″

口唇直下に有刻隆帯を 1本巡ら

し,その直下より,巴状入組文
が施されている。

″

―-158-―

″

″

暗茶褐

色

灰茶褐

色

暗茶褐

色

黒褐色

″

表 採

E-28
第Ⅵ層

B-16
第Ⅵ層

D-12
第Ⅵ層

C―■3

第Ⅶ層

ハ地区

第 V層

E-28
第Ⅵ層

ハ地区

第 V層

表 採

B―■7

第Ⅵ層

B―-32

第Ⅶ層

B―-10

第Ⅵ層

D―-14

第 V層

D―-27

第Ⅵ層

B一-17

第Ⅵ層

D―-14

第Ⅵ層

ハ地区

第 V層

イ地区

第 V層

A-13
第Ⅵ層
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明茶褐 1第 10群

匿
茶褐
1第

10群

  1塁〒蓬

″       I A― -26

〃   1署上蜃
″   1雷世昂

第 V層

(ス コリ

ア上)

第11群第 11C-17
類    1第 Ⅵ層
″    IB-16

″   1雷上昆

ョ宮11群第21ぢを〒F宿彗

姦11群第11塗〒誓
″    IB-13

第■群第 21表 採

文      様 胎  土 1色 調 1時期・分類血
1部 位 1施 文 具

口唇直下に有刻隆帯を 1本巡ら1長石・石英粒・棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

″

棒状施文具

縄文原体(RL)

波状口縁を呈する深鉢形土器で

口唇直下に有刻隆帯 が巡 らさ

れ, 口唇部と有刻隆帯の間隙に

は,三叉文が,有亥J隆帯の直下
には三叉状入組文が,それぞれ

施文されている。

″

胴上半部の破片で,入組文が施
されている。

口縁部文様として,三叉状入組
文が施されている。

″

口縁部文様 として,流水状の三

叉状入組文が施されたものであ

る。

〃

帯縄文が施され, 日唇直下に弧

状沈線文が施文されている。

帯縄文が施され,口 唇直下に三

叉状入組文が施文されている。

三叉状沈線文の組合わせによっ

て,菱形状区画文を構成してい

る。

口縁部に 1本横線が巡らされ,

口唇部と横線との間に,弧状の

帯縄文が施文されている。

三角形の印刻文,弧状の帯縄文
が,それぞれ施文されている。

平縁の浅鉢形土器で,隆起帯縄
文と,三叉文が施されている。

し,その直下より,巴状入組文 1雲母をかなり
が施されている。      1含 有

″

石英粒・長石・

砂粒・雲母を

かなり多量に

合有

″

″

″

″

″

石英粒 ,長石

を若千含有

長石などの粒

子を若千含有

石英粒。長石・

雲母をかなり

密に合有

石英粒・長石・

雲母を若千含

有

″

口縁部

胴 部

口縁部

″

285

286

287

・288

289

290
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311

312

部 位 施 文 具

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(RL)
棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

撚糸文

棒状施文具

口縁部 櫛歯状施文具

-162-

平縁の浅鉢形土器で,横「 S」

字状沈線文と三叉文が組み合わ

さった文様が施文されている。

日縁部に羊歯状沈線文が,胴部
には縄文が,それぞれ施されて
ヽヽる。

羊歯状沈線文が施されている。

縄文を地文として,曲線的な沈

線文が施されている。

「 S」 字状沈線文が施されてい

る。

縄文を地文として,弧状沈線文
の組み合わせによって,入組文
を構成している。

口唇直下に幅の狭い帯縄文を巡

らし,その直下には,鍵ノ手状
入組文(雷文)が施されている。

鍵ノ手状入組文 (雷文)が施さ
れている。

刻みが施された口唇部に幅の狭

い帯縄文が施され,「工」字文

化した鍵ノ手状入組文 (雷文)

が施されている。鍵ノ手状入組

文も沈線文から浮線文化してい

る。

やや月巴厚した無文の口縁部には

刺突文が,その直下には横位に

撚糸文が施文されている。

結節浮線文状の隆帯が巡らされ

ている。

口唇直下より,小波状に巡らさ
れている①

色 調 分類

長石等の粒子

を若千含有

長石・雲母を

若干合有

石英粒・長石・

雲母をやや密

に含有

長石等の微粒

子をわずかに

合有

石英粒 '長石・

雲母をかなり

密に合有

″

長石等微粒子

をわずかに合

有

長石等の微粒

子をまばらに

含有

灰褐色

暗茶褐

色

黒褐色

黒褐色

灰褐色

″

明褐色

灰 色
やや赤

みがか

かる。

灰褐色

明褐色

第■群

″

長石粒を若干

含有

長石・石英粒

を若千合有

石英粒・長石

をかな り密

に,雲母を若
干含有

長石・雲母を

若干含有

灰褐色

暗茶褐

色

黒褐色

″

B/B褐色

土
点

出

B-14
第Ⅵ層

A-4
第 V層

D―-14

第Ⅵ層

B―-17

第Ⅵ層

B-12

C―■7

第 V層

C-13
第 Ⅳ層

B―■5

第Ⅵ層

A-9
第Ⅵ層

C―-15

第Ⅶ層

D―-14

第Ⅵ層

B-17
第Ⅵ層

D―-33

第 Ⅳ層
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血 部 位 施 文 具 文 様 胎   上 色 調 時期・分類
出
地

３．

　

　

３．

　

　

３２

321

322

323

324

325

326

327

底 部

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

″

″

″

″

″

″

石英・長石 ,

球 をかなり

含有

″

石英 。長石・

砂粒・金雲母

をかなり多量

に合有

石英・長石 。

砂粒をかなり

多量に含有

石英・金雲母

を含むきめ細

|かい三上

石英 。長石・

砂粒・金雲母

をかなり多量

に含有

″

石英 。赤褐色

粒子含有

きめの細かい

土

3～ 4翻大の

石英・長石・

砂粒・金雲母

をかなり多量

に含有

石英・長石・

秒粒をかなり

多量に含有

明茶裾

色

暗茶裾

色

″

明茶褐

色

褐
　
　
　
色

麟
色
　
翻

暗茶裾

色

黒褐色

明褐色

時茶褐

色

明茶掘

色

C-3
第Ⅶ層

C-10
第Ⅶ層

D-2
第Ⅶ層

´ヽ地区

第Ⅵ層

２２

層
一
Ⅵ

Ｄ

第

C―-10

第Ⅵ層

C‐-15

第Ⅵ層

C-32
第 Ⅳ層

A―-33

第Ⅵ層

A― -11

第Ⅵ層

C-16
第Ⅶ層

Z-32
第Ⅵ層

―-164-―
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第24表 中谷追跡第 2次調査出土土器一覧表

深鉢形

土器

施 文 具

棒状施文具

櫛歯状施文具

口縁部に一条沈線が巡らされ,

その直下より,「日」状の区画
文が施されている。区画内には

櫛歯状施文具による綾杉状条線

文・檬状施文具による蛇行懸垂

文が施されている。

口唇直下に無文帯が形成され,

その直下に,棒状施文具による

曲線的な区画文が施され,区画

内には充填縄文が施文されてい

る。

波状口縁に沿って,波状に横帯
文が 2段施され,上段には縄文 ,

下段には「区切り対弧文」が,

それぞれ施文されている。

日縁部と頸部に 2段の「横帯文」

が施され,その始点と終点の間
には,「対弧文」カミ施文されて
いる。

口縁部には縄文施文後,横線が
5本巡らされ,月同部には羽状沈

線文が施文されている。

口縁部に3本の横線が巡らされ,

胴部にはヘラ状施文具による羽

状沈線文が施文されている。

日縁部に 4本の横線と瘤状貼付

文が施され,胴部には羽状沈線
文が施文されている。

口縁部に間伸びした対弧状沈線

対と瘤状貼付文が施され,胴部
には羽状沈線文が施文されてい

る。

口縁部には対弧状沈線文が施さ

れ,胴部には羽状沈線文が施文
されている。

日縁部には巴状入組文と対弧状

沈線文とが連結した文様が施さ

れ,胴部に羽状沈線文が施文さ
れている。

日縁部に三又状入組文が施され

月同部には羽状沈線文が施文され

ている。

日唇直下に有刻隆帯が巡らされ

口唇部との間 (la文様帯)に

|う
ち3ζ拿4各:3孫 ,(盗読辱

浅鉢形

土器

″

″

糠状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

縄文原体(LR)

棒状施文具
ヘラ状施文具

棒状施文具

ヘラ状施文具

棒状施文具
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石英粒・長石・

雲母を含有

石英粒・長石

を含有

石英粒・長石・

雲母を含有

石英粒 。長石

を含有

″

石英粒・長石・

雲母を含有

雲母・白色粒

子を含有

雲母・砂粒・

石英粒を含有

砂粒を多量に

石英粒・雲母

を若干それぞ

れ合有

胎  上 1色 調 1時期・分類 1地 去

黒褐色

灰褐色

黒褐色

″

″

茶褐色

黒褐色



8

20cm

第106図  中谷遺跡第 2次調査土器実測図 (1)
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16

20cm

第107図  中谷遺跡第 2次調査土器実測図 (2)
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深鉢形

土器

″

浅鉢形

土器

棒状施文具

篠状施文具

縄文原体(LR)
棒状施文具

縄文原体(RL)

棒状施文具

篠状施文具

口唇部に小突起が, 口唇直下に

有刻隆帯が巡らされ,その直下
に流水状の沈線文が施文されて

彰ヽる。

2段の「横帯文」が巡らされ,

その間隙に列点状刺突文が施文

されている。

口唇部に 4単位の小 突起 を有

し,その直下にも口唇の小突起
に呼応して,瘤状只占付文が施さ
れている。瘤状只占付文間は 2本

の沈線で連結されている。

口縁部に対弧状沈線文とボタン

状貼付文が施されている。

口唇直下に有刻隆帯が巡らされ

口唇部とその間には三叉文が施

文されている。日唇部に 8単位
の小突起を有する。

胴上半部に巴状入組文が施され

ている。

日縁部に玉抱き三叉文が施文さ

れている。

口縁部に羊歯状文が施され,体
部に縄文が施文されている。

口唇直下に有刻隆帯が巡らされ

ている。口唇部に小突起を有す

る。

口唇直下に指頭圧痕が施された

隆帯文が施されている。口唇部

に小突起を有する。

無文の浅鉢形土器

無文の壷形土器

口縁内面に 3本の横線文が巡ら

されている。

日縁部に 2本の横線と縦長の有

刻貼付文が施されている。

無文の浅鉢形土器

深鉢形

土器

(粗製
土器)

深鉢形

土器

浅鉢形

上器

壷形土

器

深鉢形

土器

″

浅鉢形

上器
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砂粒を多量

に,石英粒,
雲母を若干そ

れぞれ含有

雲母 。長石を

少量含有

白色粒子・雲

母を少量含有

雲母・小砂粒

を多量に含有

雲母・石英粒・

長石を含有

雲母 。その他

の微粒子を多

量に含有

″

石英粒。長石・

雲母の粒子を

まばらに合有

砂粒を含有

婚黄褐

色

灰褐色

暗黄褐

色

茶褐色

明茶褐

色

黒褐色

明茶裾

色

黒褐色

石英粒・長石

を合有

黄茶褐

色

晴褐色

黒裾色

茶褐色

時期・分類
|

第10群

第 9群

″

第■群

第10群

第 8群

″

第10群
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第108図 中谷遺跡第 2次調査土器実測図 (3)
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第 2節 土 製 品

前節で取扱った土器以外の上製品をここにまとめておく。出上しているも
のは,把手・注口土

器の注田部・小型土器・台付土器の脚台部・蓋・耳飾などである。

1 把手 (第 109図 )

1～ 3は第 7群土器に, 4～ 14は第 8群土器に,それぞれ伴うものと思われる。

焼成 1 胎      土  |  そ    の    他

2 注目部 (第■0図 )

すべて第 8群土器の注口土器に伴うものと思われる。

3 小型土器 (第■1図-1)

1は壷形の無文の小型土器である。内面に棒状施文具によって沈線文が 1条巡らされ
ている。

4 台付土器 (第■1図-2～ 7)

1・ 2は ,脚台部に棒状施文具によって沈線文が施され, 4・ 5は ,指頭圧痕が施された隆

―-171-―

第25表 配石及びグリッド出上の把手一覧表

解1地 区lτ 4 層位 1色   調
11イ 地区 IC-3 Ⅷ層 1赤褐色  1良好
21イ 地区 ID-3 Ⅶ層 1茶褐色  1良好
31イ 地区 IA-32 Ⅶ屠 1表面 :茶褐 1良好

色 内面 :

黒色

41イ 地区 IB-3

51ハ地区 IZ-29
61口 地区 IC-9
71イ 地区 IB-4
81ハ地区 IA-25
91ハ地区 IZ-29

lo l,地区 IA-13 Ⅵ層 1褐色   1良好
111イ 地区 IA-4 Ⅵ層 1茶褐色  1良好

121口 地区 IB-131Ⅶ 層

白色粒子少量含有

緻密,白色粒子少量含有

緻密,砂粒を含有

Ⅶ層 1黒色   1良好 白色粒子合有     1把 手は立体的で,中央に円孔が穿
たれている。両肩に 2対の凹みが

施されている。外面文様は縄文帯

を対弧状の棒状施文具による沈線

で区切っている。

Ⅶ層 1黒褐色  1良好 長石含有

金雲母・白色粒子含有

金雲母含有

Ⅶ層 1賠黒褐色

Ⅵ層 1黒褐色  1良好
Ⅶ層 1灰茶裾色 1良好

Ⅶ層 1表面 :黒褐 1良好 長石等 1″″～ 3″″大砂粒 1器面は
ヘラで研磨されている。

色 内面 :

黄福色

を含有

駁霧,自色粒子含有  1霙易違虐T璽暮挽姦毬晃とた突
起があり,その両側上 Jヽさな瘤状

突起が配されていたものと思われ

る。 2つの穴が穿たれている内面

には,渦巻文が施されている。

〕鯛Ξ旧雛色圏葉理
舘
li



勒痘萎
併

晦 5滉

翻
且毬R

7

畿 か織
9

‰ 望0
11

広輪剛吻膳ン２　　（ゆ〉Ⅳ何〃〃〃〃　　　　″珊倒刀響

δ紗8
8

亀 8ひ
10

歪珍昌
12

基〇型
14         10cn

第109図 配石及びグリッド出上の把手
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帯が巡らされている。 6。 7は ,小型土器の脚台部である。

5 蓋形土製品 (第■1図-9)

9は蓋部を同心円状にヘラなでが施され,縁の下部には横ナデが施されている。つまみ部は

後から接合され,横方向から孔があlrjら れている。

12

10cm

一
第110図 配石及び グ リッ ド出上 の注 目

露

／
７

プ
Ｈ

π

＞
‐ｏ

房
５

多
９

露

第26表 配石及びグリッド出上の上製品一覧表

�傲劇0
宅111区 地区|び 4 層 位 色  調 胎 土 文 様・そ の 他

１

２

３

４

５

６

層

層

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ層

Ⅵ層

スコリア中

Ⅵ層

スコリア中

Ⅵ層

黒色

赤茶褐色

黒褐色

茶褐色

黒色

暗黒褐色

白色粒子・金雲母の微

粒子を含有

白色粒子・石英・黒色

粒子を若干含有

金雲母と0.5″″～12″大

の白色粒子含有

多量の雲母 。長石を含

有

雲母 。長石を若干含有

1 0脚 -1.勤吠 の白でヨ

粒子・雲母を含有する

外面は無文,内面に篠状施文
具による沈線が 1条めぐる。

棒状施文具で沈線文が施文さ

れている。

棒状施文具で沈線文が施文さ

れている。

指頭圧痕が施された隆帯が施

されている。
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2                            3

瓢

7

第111図  配石及びグリッド出上の上製品 (1)

6 耳飾 (第■2・ ■3図-1～ 17・ 20)

本遺跡では,半欠品を含めて合計18点の耳飾が出上している。これらは,円板状のもの,滑

車形状のもの,環状のものなどが認められる。

第 1類 円板状耳飾 (1～ 5)

1～ 2は,棒状施文具で刺突文,沈線文が施され, 2は蛇をモチーフにしたかのような渦巻

状の沈線文が施されている。

3～ 5は無文のものである。

第 2類 滑車形耳飾 (6～ 9)

―-174-―

当放 ぺ0

宮lH区 地 区 ♂告1層  位色  調 胎 土 文 様 。そ の 他

ハ地区

ハ地区

口地区

暗茶褐色

茶褐色

茶褐色

雲母・長石等の微粒子

をかなり含有する。

白色粒子・雲母を若干

含有する。

2″″～ 3″″大の粒子及

び微量の雲母含有
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第112図 配石及びグリッド出土の上製品 (2)
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3図 配石及びグリッド出上の上製品 (3)

-175-

逐渥
24

10cn―

―

12

10cれ

一

◎緻 @諷

① I
4

◎回   ◎ Z ◎ 図

0目 ⑧i母 ◎ □

③呂
3

③回
6



滑車形の耳飾で 9には,中心に孔があけられている。 6～ 8は無文のものである。

第 3類 環状耳飾 (10～ 17・ 20)

環状の耳飾で沈線文・刺突文・三叉文などが施されている。

7 土製円盤 (第113図-18。 19・ 21・ 22)

18は縄文が施され,19・ 21・ 22は無文のものである。

8 土 偶 (第■3図 -23・ 24)

23・ 24は土偶の破片で,23は胴部,24とよ足である。

第27表 配石及びグリッド出上の耳飾・土製円盤・上隅一覧表

胎      土  1 文 様・そ の 他地区lτ  十1層位
口地区

ハ地区

口地区

ハ地区

口地区

表 採

口地区

ハ地区

口地区

ハ地区

茶褐色

褐 色

黒褐色

茶褐色

Ⅷ層 1赤褐色

茶rtB色

茶褐色

Ⅶ層 1茶褐色

Ⅶ層 1黒褐色

Ⅵ層 1茶褐色

Ⅶ層 1黒褐色

灰茶褐色

Ⅵ層 1茶褐色

V層 1灰褐色

褐  色

砂粒・石英・金雲 母 を含

む。

金雲母 。長石・石英の小粒

子を合有

金雲母・白色粒子・石英を

含有する。

2″″大の白色粒子を若干含

有し,細かい粘上を用いて
いる。

金雲母・白色粒子を合有す

る。

金雲母・石英・砂粒子の小

粒子を含有する。

金雲母・白色黒色小粒子を

含有する。

白色粒子・石英・金雲母を

多量に合有する。

細かい粘上を用いている。

白色粒子を多量に含有し,

さらに金雲母を含有する。

白色粒子を少量含有してい

る。

金雲母・白色粒子を含有す

る。

極 く細かい粘上を用いてい

る。径05″″～1.0″″大の黒

褐色粒子を若千含有する。

細かい粘上を使 用 して い

る。

白色粒子を多量に含有。そ

表面に棒状施文具による刺突

有り。

土器面は,ヘ ラ状のものによ

りよく研磨されている。

表裏両面に朱が塗 られて モヽ

る。

表裏両面に丹が塗 られてい

る。

棒状施文具による沈線で「工」

字文風の入組みをめぐらせて

いる。
ヘラ状施文具により三叉状に

削り隆帯がレリーフ状になっ

ており隆帯には沈線と刻目が

入っている。表裏は研磨され

丹が塗られている。

ヘラ状施文具による刻み目・

沈線が施文されている。

棒状施文具による沈線をめぐ

らせそれをさえぎるように指

頭により肥厚させている。

すかし彫りで降帯に亥J目 をも

つ。文様構成は不明。

ヘラ状施文具による三叉文が

ハ地区

二地区

口地区

表 採

Z―-30

B-12

Z―-26

B―■3

D―-14

B-26

A―-18

A―-25

C―-30

正)一-34

C―-13

V層

V層
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配
地  区

グ ヅ
ツ  ド 層位 色  調 ム

ロ 土 文 様・そ の 他

・９

　

２０

２．

２２

口地区

口地区

イ地区

口地区

口地区

二地区

ハ地区

B-18

D―-16

A―-11

B-11
D-14

Ⅵ層

Ⅳ層

層

層

Ｖ

Ⅶ

Ⅷ 層

のため面が荒い。

金雲母若千と白色粒子を含

有する。

金雲母・白色粒子石英の小

粒子を含有する。

白色粒子 (長石)を多量に

含有し, さらに石英・金雲

母を含有する。

2″2大の粒子を含有してい

る。

白色粒子・石英を含有する。

白色の微粒子を含有する。

金雲母・長石・石英を多量

に合有する。そのため器面

が荒い。

径 5,″前後の雲母,長石粒
をやや密に含むキメの細か

いこと。

雲母などを含みキメが細か

い 。

装飾されている。晩期のもの

と思われる。

縄文原体はLR,断 面は非常
によく磨かれてお り厚手であ

る。

表面,赤褐
色 内面,
黒褐色

茶褐色,部
分的に黒褐

色

褐 色

茶褐色

黄灰白色

茶褐色

茶褐色

灰褐色

明灰色

第 3節 石   器

本遺跡からは石器,及びなんらかの使用の痕跡を認める円礫・角礫などを含めると385点の石

器類が出土した。
°
しかし,こ れも完形の石器に限ってみると数はずっと少なくなる。本遺跡から

出土した石器は,石鏃・打製石斧・磨製石斧・石棒・石錘・スクレイパー・石皿・磨石などであ

る。

1 石鏃 (第 114図・■5図-1・ 71,第78図-1～ 9,第18図-1・ 2)

石鏃は住居址より■点,配石及びグリッドより66点,表採で 5点,計82点出土した。

石鏃は形態より, I～ V類に分類される。

第 1類 (第 78図-7・ 8,第■4図-9,第 115図-33～35)

基部にまったく扶込みをもたず,三角形の形状をなすもの。

第 2類 (第78図-1～ 4,第■4図-1～ 6・ 10～ 17・ 19。 20・ 22・ 24,第 115図 -25～30,36

～48,第■6図-49～ 55・ 57・ 58,64～ 67・ 69～71)

基部の択込みは小さく,全長のとに満たないもの。

第 3類 (第78図-6,第 ■4図-7・ 8・ 18,21,第■5図-29～32,第116図 -68)

基部の決込みが大きく,全長のとをこえるもの。  ・

―-177-―
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第 4類 (第78図-5,第 ■4図-23,第■6図 -63)

肩が張 り,三角形の形状をなすもの。

第 5類 (第78図-9,第 116図-59・ 60)

有茎のもの。

2 磨製石斧 (第34図 ,第78図-10,第■7図-72～ 77)

磨製石斧は 9点出土している。打製石斧にくらべるとかなり少ない。乳棒状 (1類 )と定角式

(2類)とに分類されるが,前者は 1点のみである。

第 1類 (第■7図-77)乳 棒状の磨製石斧である。77は先端部欠損している。

第 2類 (第 34図 ,第78図-10,第■7図-72～76)定角式の磨製石斧である。75・ 76は小型の

定角磨斧である。

3 打製石斧 (第 18図-4～ 9,第24図-1～ 6,第 79図―■～18,第 118図-90～104)

打製石斧は50点出土している。実測図に示したものを,その形態によって大別する と短 冊 形

(第 1類),撥形 (第 2類),分釦形 (第 3類),その他 (第 4類)と なる。

第 1類 (第18図-5,第 24図-3・ 5,第79図 -14・ 15, 第■8図 -95。 99,100, 第119図一

101・ 103)

短冊形の打製石斧である。

第 2類 (第 18図-6・ 7・ 8, 第79図―■・12・ 13・ 17, 第■8図 -90・ 92,93・ 94・ 96 第

119屁�―-102)

綾形の打製石斧である。

第 3類 (第24図-1,第 79図-12,第■8図-91,第■9図-102)

分釦形の打製石斧である。

第 4類 その他の打製石斧である。
a種 (第 18図-4,第 24図-6,第 79図-18)

縦長で先端が尖ったものである。

b種 (第24図-2・ 4,第 79図-16,第■8図-92)

方形又は円形に近い形状のものである。

C種 (第 119図-104)

自然面をかなり残した分厚い打製石器で,刃部も荒い調整が行われただけのものである。

4 石 棒 (第24図-9,第 30図-1,第 ■7図-79)

石棒は住居址より2点 ,配石より2点,計 4点出土した。実測図を掲載した 3点はいずれも細

身の石棒でていねいに形が整えられている。

5 石 錘 (第■7図 -80・ 81)

80・ 81と もに長軸方向端に切 り込みがある石錘である。

6 スクレイパー (第18図-3,第 77図-15,19,第■8図 -92・ 93)

石鏃・打製石斧以外の象」片石器を一括してまとめた。

第 1類 (第 18図-3,第 79図 -15)
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薄手縦長の景1片で,片側に刃部を有する。

第 2類 (第79図-19)

薄味縦長の象J片で,片側に刃部を有し,反対側につまみ状の張 り出しを作り出している。サイ

ドスクレイパー状のものである。

第 3類 (第■8図 -92)

分厚い象」片を利用したもので,荒い調整が行われている。エンドスクレイパー状の もの で あ

る。

7 石 皿 (第18図 -10・ ■)

いずれも石皿の欠損破片である。

8 磨 石 (第24図-7,第 78図-20・ 22,第 119図-105～ 108)

磨石は20点出上している。これはみな円形状を呈するものである。 8は縁に使用痕が認められ

る。

(2″・ g)

分 類 出 土 区 最大幅 1最大厚 1重 量 1 遺 存 状 態 1挿 図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

1

(3.5

(12

1

(15

(11

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 3類

第 3類

第 1類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 3類

第 2類

第 2類

第 3類

第 2類

第 4類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 3類

黒耀石

″

″

″

チャー ト

黒耀石

〃

″

頁岩

黒燿石

1

(11

(14

1

1

(12

1

(14

1

(13)

1

1

1

4

4

2

3

2.

2

2

(25)
2

2

2

2

4

2

3

3

2

3

2

2

3

3

3

第114図

第114図

第■4図

第114図

第114図

第114図

第■4図

第114図

第114図

第114図

第114図

第114図

第114図

第114図

第114図

第114図

第■4図

第114図

第114図

第114図

第■4図

第■4図

第■4図

第114図

第■5図

第■5図

第115図

第115図

第115図

E-25 第Ⅷ層
B-5 第Ⅷ層
D-4 第Ⅸ層
B-12 第Ⅷ層
D-5 第Ⅶ層
E-22 第Ⅶ層
B-2
B-3 第Ⅷ層
C-5 第Ⅶ層
D-16 第Ⅶ層
A-13 第Ⅶ層
B-6 第Ⅶ層
A-24 第Ⅷ層
B-6 第Ⅶ層
C-6 第Ⅶ層
C-5 第Ⅶ層
C-1 第Ⅶ層
B-23第Ⅵ層上
B-2 第Ⅶ層
C-3
D-6 第Ⅶ層
D-5 第Ⅵ層
B-4 第Ⅶ層
C-5 第Ⅶ層
A-1 第Ⅵ層
D-13 第Ⅵ層
B-3 第Ⅵ層
B-14 第Ⅵ層
B-23第 Ⅵ層
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NO.十 分 類 出 土 区 1石 材 1最大長 最大幅 最大厚 1重 量 遺 存 状 態 挿 図

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

1住 1

″ 2
″ 3
″ 4
″ 5
″ 6

第 3類

第 3類

第 3類

第 1類

第 1類

第 1類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 5類

第 5類

第 2類

第 2類

第 4類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 3類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 4類

第 3類

D-2第 Ⅵ層下
A-3
D-4 第Ⅵ層
A-13 第Ⅵ層
C-12第 Ⅵ層
C-14第 Ⅵ層
B-3 第Ⅵ層
C-12第Ⅵ層下
B-15第 Ⅵ層
D-15第 Ⅵ層
B-5 第Ⅵ層
B-5 第Ⅵ層
A-15 第Ⅵ層
D-12第 Ⅵ層
C-14第 Ⅵ層
B-17第 Ⅵ層
B-17第 Ⅵ層
D-34第 Ⅵ層
B-26 第Ⅷ層
D-2 第Ⅵ層
E-23ス コリア
D一-26ス コリア

D-17 第Ⅵ層
A-26 第Ⅶ層
C-5 第Ⅵ層
C-2 第Ⅶ層
A-10 第Ⅵ層
A-2 第 V層
口地区 第 V層
B―■ 第 V層
B-16第 Ⅳ層
C-1 第Ⅶ層
B-16 第Ⅳ層
B-14第 Ⅳ層
表 採
D-25ス コリア
D-2
表 採

イ地区表採

C-2
表 採

表 採

1号址 覆土中
″     ″

″

　

″

　

〃

″

　

″

　

″

黒耀石

チャー ト

黒耀石

頁岩

黒耀石

チャー ト

黒耀石

粘板岩

黒燿石

チャー ト

黒耀石

チャー ト

黒耀石

″

チ ャ ー ト

黒 耀 石

″

チ ャ ー ト

黒耀石

″

″

チャー ト

黒耀石

″

13

13

(18)

14

21

17

17

17

16 5

17

14.5

(14)

(18)

(11)

(14)

2C

(15)

(14)

30.5

11

lE

(14)

(8)
34

(19)

(23)

(11)

25

(18)

(19)

(18)

(16)

(14)

15

19

21

17

175

(9)
15

(10)

(27)

14

25

(21)

(9)
16.5

11

14.E

14.[

(12)

9

1[

12 E

ll.こ

(14)

12

(13)

(11)

(10)

(12)

lZ

lC

(15)

17

(14)

(20)

12

lC

(12)

lC

lE

(11)

(15)

(6)
16.C

(13)

17

(14)

(16)

(17)

lC

12

14,C

lコ

(11)

(12)

11

(15)

(15)

11

(17)

(15)

12

lC

13

2

1,

4.

2

3.

3.〔

3

5

2.〔

2.

3.

3.

3〔

3

5

2

4

3

2

2

2.〔

3

〃

　

″

3

3

3

3

2

2

2

2

4

4

3

3

3

6

3

4

3

3

4

3

3

2

3

3

0

0.

0

0.

1.

1.

0

0

0

0.

0.

0.

0.

0

1

1.

2

0

1.

0.

1.

0

0.

0.

0,

0,

0.

0,

1.

頭先端・脚部欠 1第115図

完形     1第 ■5図
″      1第 115図
″      1第 115図
″      1第 115図
脚部欠損   1第 ■5図
完形     1第 ■5図
脚部欠損   1第 ■5図
″     1第 ■5図
″     1第 115図
頭部・脚部欠損 1第■5図

完形

頭部欠損

脚部欠損

頭部欠損

脚部欠損

完形

完形

脚部欠損

完形

脚部欠損

″

完形

第115図

第115図

第115図

第115図

第115図

第115図

第■5図

第116図

第■6図

第116図

第■6図

第116図

第■6図

第■6図

第116図

第116図

1

1

1

1

1

1

1

頭部・脚部欠損 1第115図

″      1第 ■6図
脚部欠損   1第 116図
頭部欠損   1第 116図
完形     1第 ■6図
頭部・脚部欠損 1第116図

下部欠損   1第 116図
″     1第 116図
完形     1第 116図
頭部・脚部欠損 1第116図

基部欠損   1第 116図
基部・脚部欠損 1第 116図

頭部欠損   1第 116図

頭部・脚部欠損 1第116図

″   1第 116図
完形     1第 78図
脚部欠損   1第 78図
頭端部欠損  1第 78図
頭部欠損   1第 78図
脚部欠損 第 78図

頭都・脚部欠損 1第 78図
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分 類 1出 土 区 1石 最大長 1最大幅 最
大厚 重 量 遺 存 状 態 挿 図

ｗｒ

一

第 1類

第 1類

第 5類

第 2類

第 2類

1号址

8号址

覆土中

覆土中

黒耀石 ・４

つ

の

２０

の

1

1

(13

5

4

4

3

3

完形

頭部 。脚部欠損

頭部欠損

完形

頭部・脚部欠損

第 78図

第 78図

第 78図

第 18図

第 18図

第29表 磨 製 石 斧 一 覧 表

分 類 1出 土 区 最大長 最大幅
1最
大厚 1重

量
|

遺 存 状 態 1挿 図

72

73

74

75

76

77

1住 10

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 2類

第 1類

第 2類

C-6 第Ⅶ層
E-27ス コリア上

C-6 第Ⅵ層
c-5 第Ⅶ層
B-6 第Ⅶ層
C-31 第Ⅶ層
1号址 覆土中

緑泥片岩

硬砂岩

緑泥片岩

硬砂岩

緑泥片岩

:::||

(19)

(18)

(72)

(40)

基部欠損

完形

刃部欠損

基部・刃部欠損

基部欠損

刃部欠損

基部欠損

完形

″

″

柄部欠損

第■7図

第■7図

第117図

第■7図

第■7図

第■7図

第 78図

第118図

第■8図

第 79図

第 79図

第 18図

刻

捌

７‐

Ⅷ

詞

矧

錮

剰

判

(75)

5

3

11

口地区 第Ⅵ層
C-31 第Ⅵ層
1号址 覆土中

8号址 覆土中

第30表

第31表 石 錘

硬砂岩

砂岩

硬砂岩

砂岩

表棒

表覧

覧

覧

92

93

1住 15

″ 19

8住 3

第33表 表皿

� 分 類 1出 土 区 1石 材 最大長 最大幅 最大厚 1重 量 遺 存 状 態 挿 図

79

12住 9 1是百霊 
第Ⅷ層
1最
浜基
岩 (561

(373 4:1   10`:

上下両端部欠損

頭部基部欠損

第117図

第 24図

No 分 類 出  土  区 石  材 最大長 最大幅 最大厚 重 量 遺 存 状 態 挿 図

80

81

D-1 第Ⅷ層
B-0 第Ⅵ層

砂岩

粘板岩

７
　
Ｉ

完形 第■7図

第117図

材 1最大長 1最大幅 重 量 1遺 存 状 態 1挿 図

血 分 類 出  土  区 石  材 最大長 最大幅 最大厚 重 量 遺 存 状 態 挿 図

8住 10

″ ユ

8号址 覆土中
″     〃

花高岩

多孔質安
山岩

(67)

(62)

(47)

(112)

(39)

72

175

625

全体の%程遺存
全体の1//8程遺存

第 18図

第 18図
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第34表

分 類 出 土 区 1石 材 最大1幅 1最大厚 重 量 1遣 存 状 態 挿  図

61 51

(29

覧

105

106

107

108

ltと 20

″ 21

″ 22

12在と7

90

91

94

95

96

97

99

100

101

102

103

104

14と 11

″ 12

″ 13

″ 14

″ 16

″ 17

″ 18

8住 4
〃 5
″ 6
″ 7
″ 8
″ 9

12住 1

″ 2
″ 3
″ 4
″ 6

A-11 第Ⅵ層
E-35第 Ⅶ層
Z―-32

B-3 第Ⅸ層
1号址 覆土中
″     ″

12号址

6

11

4

一  覧

最大長 1最大幅 1最大厚

1

(90

1

安山岩

軽 石

安山岩

環灰岩

安山岩

(22・  g)

重 量 進 存 状 態 挿  図

第 2類

第 3類

第 2類

第 1類

第 2類

第 4類

第 1類

第 1類

第 1類

第 2類

第 1類

第 4類

第 2類

第 3類

第 2類

第 1類

第 4類

第 2類

第 4類

第 4類

第 1類

第 2類

第 2類

第 2類

第 4類

第 3類

第 4類

第 1類

第 4類

第 4類

安山岩

硬砂岩

チャート

砂 岩

粘板岩

硬砂岩

″

粘板岩

硬砂岩

″

擬灰岩

泥 岩

安山岩

砂 岩

硬砂岩

″

″

″

″

凝灰岩

硬砂岩

砂 岩

硬砂岩

凝灰岩

1

1

(72

1

(81

11

(52)

(64)

(77)

1

(125

(1

(

(70

(9

(801

11

第118図

第118図

第118図

第■8図

第118図

第118図

第118図

第118図

第119図

第119図

第119図

第119図

第 79図

第 79図

第 79図

第 79図

第 79図

第 79図

第 79図

第 18図

第 18図

第 18図

第 18部

第 18図

第 18図

第 24図

第 24図

第 24図

第 24図

第 24図

D-33 第Ⅵ層
B-33第 Ⅶ層
D-14第 Ⅵ層
C-14第 Ⅵ層
C-6 第Ⅶ層
A-26 第Ⅶ層
D-17 第Ⅶ層
C-1 第Ⅶ層
B-34 第Ⅶ層
B-32第 Ⅵ層
D-12第 Ⅵ層
A―-25

1号址 覆土中
″     ″

２．５‐

３７５‐
判
判
引
チ
ｏ
‐

３０‐
刹
剰
洲
剤

・４０‐

9

21

〃     ″

″     ″

8号址 覆土中

〃  焼土中
″  覆土中
″     ″

″     ″

12号址 覆土中
″     ″

〃     ″

″ 床面直上
〃     ″

(1

(13

1

(13

1

11

3

1

1

1

11

11::IΥ

       I憂 ::畳
45引 〃     1第 24図

―-187-

1



鰤

――――

‐―――

‐――Ｉ

Ｕ

103

⑬9
〇

∩
М
修
Ｌ

鱒―蔭鰺
〇

第119図 配石及びグリッド出上の石器 (6)

エ コ

-188-…



第Lll章 発掘調査のまとわと若千の考察

第 1節 縄文時代の遺構

1概  要

今回の中谷遺跡の調査は,調査対象範囲が限定されていたために,遺跡の全貌を明らかにする

ことはできなかったが,ち ょうど調査地区が遺跡に南】ヒのトレンチを入れたようなかっこうにな

ったために,遺構の配置など遺跡の概要を想定することが可能となった。

イ・P・ ハ地区などの緩やかなスロープを描く斜面には配石が構築され,特に,調査地区内で

最も高い地点に位置するイ地区では,配石の集中が著しく,ハ ・
二地区などの平坦部には住居址

が構築されている。これより,遺跡内でも平坦面には住居群が,また仰ぎ見る小高い場所
には,

配石遺構がそれぞれ構築されていたことが想定される。

住居址は今回の調査で,中谷第 8群土器～中谷第10群土器に波る各期のものが検出され,かな

り密集して存在していたことが窺われる。また配石も第V層～第Ⅸ層にまで渡って認められ,こ

れらに伴う土器より縄文時代中期後葉～同時代晩期前半まで,こ こで生活した人
々によって,累

衆と構築されたことが推定される。その配石の最下層第Ⅸ層からは,縄文時代中期の人骨が検出

され,配石と人骨との関係は興味深いものである。

2 住居址について

住居址は,第 2・ 8・ 10。 ■・12・ 13・ 14号 l■の 7軒が7VA出 されたが,この内,全掘できたの

は,第 8・ 12号址のみで,残 りは調査対象地区以内の,部分的な調をしかできなかった。

結果は第36表のように,第 8群土器に伴うものは,第 2・ ■・14号址の3軒で,いずれも方形

プランの住居址である。

第 9群土器に伴うものは,第13号 llLの 1軒で,隅丸方形プランの住居址であった。

第10群土器に伴うものは,第 8'12号 l■の 2軒で,前者が方形,後者が円形のそれぞれのプラ

ンを呈する住居址であった。

第10群土器に伴う住居llLは ,現在までのところ静岡県清水市の天王山遺跡,山梨県ゴヒ臣摩郡大

泉村金生遺跡で発見されているが,いずれも配石を伴う住居l■であり,前者は周壁に石を巡
らし

た平地式住居址である。

これに対して,中谷遺跡で発見された第 8・ 12号址の 2軒の住居址は竪穴式の配石を伴わな
い

ものであり,同土器群分布圏内における地域差を感じさせるものである。

―…189-―



(と1址

鰐　　凱
④

、 12号址
ヽ

(縄文時代の遺構 )

第120図 中谷遺跡遺構全体図

―-190-一

(歴史時代の遺構 )



プ ラ ン
|

2

8

10

11

12

13

14

不  明
約 32舵 ×約 36η

直径約 4.6π

不  明
約 3.5π X約 3.75阿

一辺約 39π

不  明

13号址に切られている。

14号址に切られている。

石囲い炉

12号址 。10号址に切られている。

3 土拡について

土拡は,第 3・ 4・ 5・ 6・ 7号址の 5基が検出された。これらの内,第 3・ 4・ 7号址は人

骨を伴う土ナ広墓であった。各人骨については別に聖マリアンナ医科大学の森本先生に原稿を頂い

ているので,こ こでは触れないが,森本先生の原稿中の配 2人骨は,第 3号址,配 4人骨は第 4

号址,配 7人骨は第 7号址から,それぞれ出上したものである。

第 3号 l■は,森本先生の原稿中で,炉址として扱われているが,これは調査中より議論の分れ

るところであった。これを屋外の炉として捉えた場合,人骨と掘 り込み及び焼上の堆積の重なり

は全くの偶然と理解されるであろうし,ま た,石囲い及び集石を含めて,土拡墓として捉えた場

合は,特異な埋葬法として理解すべきと思われる。いずれにしても,今後の類例が待たれる。

4 配石について

配石は,イ ～二地区,全地区において検出され,その出土層も第V層～第Ⅸ層に渡って認めら

れた。

これらの配石は,出土した土器の比率より,第Ⅵ層～第Ⅶ層中のものは,縄文後期以降に,第

Ⅷ層～第Ⅸ層中のものは,同時代中期～後期初頭にそれぞれ属するものと思われる。

これらの内,第Ⅷ層～第区層中の配石は,イ 地区のみで検出され,特に,第Ⅸ層中のものは ,

偏平な角礫が主に用いられている。これは,第 3・ 4・ 7号址などの土拡墓の覆土上面から主に

集中して認められ,土拡墓との関係抜きには語れないものと思われる。

第V層～第Ⅶ層中の配石は,河原石が主に用いられ,大きいものは 1物に及ぶものも認められ

た。イ地区においては,A～ B-0～ 2区第Ⅶ層において,約40C″～約60θ紡大の河原石を主体と

した石積状の配石が認められ,全地区の内で最も礫の集中が著しい地区であった。口地区では ,

第Ⅶ層中より】ヒ東から南西に走る列石状のものが認められ,なんらかの区切 りの意識が看取され

るものであった。ハ地区では,第Ⅶ層より小サークル状の配石とそのサークル内に石棒が認めら

れ,石棒を主体とした祭祀信仰的な色彩を感じさせるものであった。また,二地区では同じく第

Ⅶ層中より偏平な礫を中心とした長方形をした組石状のものが認められた。

以上,第Ⅵ層～第Ⅶ層中の配石を整理すると,第Ⅵ層中の配石はイ
。口両地区で検出され,一

定の形状を持たない散然としたものであり,第Ⅶ層中の配石は,イ ～
二,全地区で認められ,イ

地区では,積石状の, 口地区では列石状・集石状の,二地区では,石棒を中心とした小サークル
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状の,二地区では,組石状のものであった。この両層の配石は,別個のものとしては理解しがた

く,両者一体のものとして理解すべきものと考えられる。

この配石に伴う土器は,第Ⅵ層,第Ⅶ層共に,第 8群土器を主体として,第Ⅵ層中のものは第

9群～第■群土器の比率が高く,第Ⅶ層中のものは,第 7群土器の比率が高くなる。これより第

Ⅵ層・第Ⅶ層中の配石は,第 8群土器の前後より構築が開始され,その後,第101■群土器のこ

ろまで継続的に構築又は,存続していたものと思われる。

これらの配石に伴う遺物は,土器及び石器共に破損品が多く認められ,土器の場合, 口地区第

Ⅶ層中の配石付近から出上したもの (第82図-13)を除 くとほとんどが小破片であり,各群の土

器が混在して認められた。

石器の場合も,欠損品が大半を占め,石鏃を主体に散然と認められる。この他,配石付近から

は 10%以下の獣骨と思われる骨片がかなりの数認められた。この骨片も,第Ⅷ層,第Ⅸ層に至る

とあまり認められなくなり,第Ⅷ層,第Ⅸ層中の配石との違いを物語るものとして注 目 され よ

う。

第37表 配

形 状

不 明

積石状

不 明

集石状

不 明

列石状

小サー

クル状

組石状

第 8群を主体として,第
4群～第■群

第 8群を主体として,第
7群がこれに続く。

第 5群～第 7群が大半を

占める。

第 5群が大半を占める。

第 8群～第11群が大半を

占める。

第 8群以降が減少し,第
5群～第 7群 が増加す

る。

第 8群～第10群が大半を

占める。

第 8群～第10群

石鏃11点。石錘 2点,軽
石 1点

石鏃23点・定角磨製石斧

5点 ・打製石斧 3点・磨

石 3点

石鏃 4点・磨石 1点・ス

クレイパー1点

石鏃 1点・磨石 2点

石鏃13点・スクレイパー

1点・打製石斧 1点・磨

石 2点

石鏃 2点・打製石斧 1点

石鏃 5点・スクレイパー

1点・打製石斧 1点

石鏃 1点・磨石 1点

減少

若干

多

減少

少

第 8群→

第 7群→

第 5群→

第 5群

第 8群→

第 7群→

耳栓 2点・

土製円盤

3点

耳橙 3点

第 2節 縄文式土器

1 各群の様相について一施文具を中心として一 (第 121図 )

(1)第 1群土器
本群は,縄文時代早期前半を構成するもので,本遺跡では,山形押型文土器が 2点出土したの

みであった。

第Ⅶ層
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(2)第 2群土器

本群は,縄文時代前期末葉を構成するもので,本遺跡では, 2点出土した。これはいずれも,

地文に縄文原体 LRを有し,半我竹管によって結節浮線文が施されたものであった。

(3)第 3群土器

本群は,縄文時代中期初頭を構成するもので,本遺跡では,36点出土した。これらは,半我竹

管による集合沈線のみのもの (第 1類)と ,縄文を地文として,半我竹管や棒状施文具で沈線文

が施されたもの (第 2類 )に分類される。施文具別比率で見ると,半我竹管が過半数を占めてい

るが,これは,施文具の使用頻度に基づくもので,第 1類 と第 2類が合計されているために,こ

のような結果になっている。縄文原体は,RLが LRに 比べて優位を占めている。本群では,新

たに棒状施文具の使用が加わっている。

(4)第 4群土器

本群は,縄文時代中期中葉を構成するもので,本遺跡では,72点の出土をみた。これらは,半

我竹管 (多政竹管),及び,縄文原体の使用が激減し,新たに加わったヘラ状施文具が大半 を 占

めている。

これは,本群中で,ヘ ラ状施文具による連続爪形状刺突文が施文された藤内式の占める割合が

大きく,ま た,棒状施文具による押引き文が施文された格沢式,及び,ペ ン先状の施文具 (多裁

竹管)に よる押引き文が施された新道式の占める割合が小さいことを示している。

(5)第 5群土器

本群は,縄文時代中期後葉を構成するもので,本遺跡では,675点 の出土をみた。本群は, 9

類に分類され,第 1類～第 3類とした曽利Ⅱ式に比定される土器群は,半我竹管文が多用され ,

地文,口縁部の重弧文,胴部の懸垂文などの施文に使用されている。また地文に縄文及び撚糸文

が使用されるものが存在し,こ の縄文原体は,LRが やや優位である。

第 4類・第 5類 とした曽利Ⅲ式に比定される土器群は,棒状施文具が多用され, 口縁部・胴部

の施文に使用されている。また半我竹管も懸垂文の間除に充摸する条線文として使用 され て い

る。

第 7類 とした曽利Ⅳ式に比定される土器群は,「日」状の区画文及び,懸垂文に棒状施文具が ,

区画内の綾杉状の条線に半我竹管が,「ハ」宇状沈線文にヘラ状施文具が,それぞれ使用されてい

る。

第 7～ 9類とした曽利V式に比定される土器群は,口 縁,胴部の区画文に棒状施文具が,区画

内の「ハ」字状沈線文に,ヘ ラ状及び,棒状施文具が,綾杉文に,半我竹管・櫛歯状施文具が,刺

突文に櫛歯状施文具が使用されている。この曽利V式には,櫛歯状施文具が新たに加わ り,その

使用頻度も高くなる。

(6)第 6群土器

本群は,縄文時代中期末葉～後期初頭を構成するもので,第 5群土器と時期が重なるものが含

まれている。

本遺跡では,344点 の出土をみた。
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本群は,縄文が,地文,磨消縄文,充填縄文として多用され,他群では見られない程の使用顔

度を示している。縄文原体は,LRが やや優位を占めている。これは,中期の末葉に,関東地方

の加曽利E, 4式の浸透を受け,その影響が後期初頭まで続いたことを物語るものと思われる。

(7)第 7群土器

本群は,縄文時代後期前半を構成するもので,本遺跡では,577点の出土をみた。

本群は, 4群 に分類され,各類ともに棒状施文具が多用され,沈線文が施文されている。第 3

類は地文として,第 4類は磨消縄文として縄文が使用されている。この原体はややRLが優位を

占めている。

第 6群土器に比べて,縄文の使用頻度が減少し,変わって,棒状施文具の使用頻度が増加して

いる。これは,第 1類～第 3類とした,堀之内 1式に比定される土器群中に,地文に縄文を用い

ないもの (第 1類・第 2類)がかなり含まれていることによる。

(8)第 8群土器

本群は,縄文時代後期中葉を構成するもので,本遺跡では,1106点 と最も出土点数の多いもの

である。

本群として一括した加曽利B式上器の多くは,棒状施文具による沈線文と磨消縄 文 とに よっ

て,文様が構成されているため,両施文具が占める割合が大きくなっている。

第 7群土器に比べて,ヘ ラ状施文具の使用頻度が増加しているが,これは,第 9群の羽状沈線

文土器群の祖型となる胴部に斜行,及び,羽状の沈線文が施された土器群 (第 5類～第 8類)の

存在によるものである。

縄文の使用頻度も,第 7群土器よりも増加している。この原体は,第 7群土器と同様にRLが

やや優位を占めている。

(9)第 9群土器

本群は,縄文時代後期末葉を構成するもので,本遺跡では,271点の出土をみた。

本群は,棒状施文具,ヘ ラ状施文具の使用頻度が,他に比べ圧到的に大きい。これは,第 5類

～第 9類 として分類した羽状沈線文系土器群の胴部文様の施文に使用され,こ の羽状沈線文系土

器群が,本群中で主体をなす存在であることを示している。

縄文は第 8群土器群に比べて激減している。これは,帯縄文などを有する曽谷式,安行 1・ 2

式などの東関東地方の土器群の影響が少なくなったことを物語るものと思われる。

(10)第10群土器

本群は,縄文時代晩期前半を構成するもので,本遺跡では173点 の出土をみた。

本群の土器群は,棒状施文具が多用され,口縁部,胴部の文様施文に使用されている。第 9群

土器に比べて,ヘ ラ状施文具の使用頻度が減少しているのは,胴部文様の羽状沈線文の施文が ,

ヘラ状施文具から棒状施文具によって,行われるようになったからである。

(11)第■群土器

本群は縄文時代晩期前半～晩期末葉を構成するもので,本遺跡では40点の出土をみた。本群は

縄文と棒状施文具の使用頻度が圧倒的に大きく,これは,第 1類～第 4類とした安行系及び第 5
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第 1群

第 2群

第 3群

第 4群

第 5群

第 6群

第 7群

第 8群

第 9群

第10群

第11群

第 1群

第 2群

第 3群

第 4群

第 5群

第 6群

第 7群

第 8群

第 9群

第10群

第11群

占い　
　
強

棒状施文具

半裁竹管

縄文原体 (LR)

〃 (RL)

ヘラ状施文具

櫛歯状施文具

第121図  群別出土点数表及び群別施文具頻度相関図
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類とした大洞系など沈線文と磨消縄文とを多用する土器群の占める比率が高いことを示 してい

る。縄文原体LRが優位を占めている。櫛歯状施文具が本群中に認められるが,こ れは第11類と

した東海西部の大官式が若千伴出したことによるものである。

以上,第 1群土器～第11群土器まで各群中の施文具の使用頻度を中ィ心に述べてきた。これは本

遺跡の出土土器の多くが小破片であり,全資料を有効に活用するためには文様帯系統論等の土器

の系統論的な分析は,不可能と思われ,そのため,上記のとおり施文具の使用頻度を中心に各群

の様相を概観することを試みた。

2 第 9群土器の編年的位置付けについて

本群として一括したものの内で,第 5類～第 9類は,揖同部に羽状沈線文が施されるという点で

共通する内容を有するものであり,これはまた第 5～ 8類は深鉢形土器,第 9類は浅鉢形土器と

いったように器形のバリエーションも認められる。これらの胴部に羽状沈線文が施される土器群

は,本遺跡第 9群土器の内で,最 も安定しており主体を占めるものである。そこで,本書では,こ

れらの土器群に対して「羽状沈線文系土器群」と仮称して,その編年的試論を述べることにする。

この羽状沈線文系土器群の胴部文様を構成している羽状沈線文は,関東地方西部の加曽利B2

式にその祖型が認められ,加曽利B3式に続く。この加曽利B3式段階のものとして,代表的な
(註 1)

ものは,平尾遺跡N。 9,縄文後期中葉の土器B6型 ,Cl型,C2型,B5型 , 」3型,鶴川遺跡M
(註 2)                          (註 3)

地点第 3類 a型,大森只塚加曽利B3大森系列 (大森 3式)な どが挙げられる。

これらの特徴は,深鉢形土器では,器形は日縁部波状のものと平縁のものが認められ,両者共

に頸部にくびれを有することである。

文様は,両者共に頸部を境に口縁部,胴部にそれぞれ羽状沈線文・斜行沈線文・斜格子目文が

施され,後者には,特に口縁部に亥」み目や口縁部と顕部に沈線文が巡らされる。また口縁部に帯

縄文が施されるものも認められる。

浅鉢形土器では,口縁部に帯縄文や沈線文が施されている。中谷遺跡においても,第 8群土器

第 6～ 9類がこれに当たる。これらをベースにして,本土器群が形成される。

本群は,大きく口縁部に帯縄文を残すもの (第 1期)と ,沈線文のみが施されているもの (第

2期)と の二つに分類される。

前者には,第 6類一 C種,第 8・ 9類が属する。これらの内,第 8類は,口 唇に刻 み 目を有

し,その直下より帯縄文が施されるという点では,第 8群土器に近い存在と思われるが,頸部の

くびれが弱くなり,顕部を境に羽状沈線文が三分されないという点で明らかに第 8群土器とは異

なる存在と思われる。

第 6類― C種及び第 9類は,帯縄文が横線によって画され,第10群土器群になって開花する口

(註 1)安孫子昭二他 1971「平尾遺跡調査報告書」 平尾遺跡調査会
(註 2)安孫子昭二他 1961「鶴川遺跡群」 鶴,H遺跡群調査団
(註 3)鈴木工博他 1980「大田区史 (資料編)考古 I」 東京都大田区史編さん委員会
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縁部文様帯の伏線を感じさせるものである。また第 6類一 C種は,口縁部にボタン状の貼付文を

有し,関東地方の曽谷式との交渉を物語るものと思われる。

これら帯縄文を有する土器群は,関東地方で「高井東式」として,型 式設 定 されているが ,

「高井東式」について具体的な型式内容が切示されていない現状においては,「羽状沈線文系土

器群 Jの最古のものとして位置付けておきたい。

後者には,第 5類・第 6類― a・ b.d・ e種,第 7類・第 9類― C・ d種 が 属 す る。これ

は,さ らに,口 唇部に二条～三条の横線が巡るもの (A類 )と ,国唇部に弧状,対弧状の沈線文

が施されたもの (B類)に三分される。

この内A類には第 5類,第 6類一 a.b.e種 ,第 7類一 a.d・ e種 ,第 9類一 C・ d種が

属する。

これらの器形は第 5類が口縁部平縁でやや外反気味の深鉢形土器,第 6類が口縁部平縁で「 く」

の字状に内湾した深鉢形土器,第 7類が口縁部平縁でやや直立気味の深鉢形土器,第 9類が浅鉢

形土器であり,これを第 I期と比較すると,第 5類・第 6類とした口縁部平縁で外反及び直立す

る深鉢が加わり,第 8類とした口縁部波状を呈する深鉢が姿を消す。

文様は加曽利B3式 より続く帯縄文が衰退し,日 縁部には沈線文のみが施されるようにな り,

第 6類一 b種,第 7類一 e種,第 9類一 d種などのように沈線文も太くなり,多条化する傾向が

窺える。又,第 7類― e種,第 9類一 d種などのように,沈線文を区切る貼付文が施されるもの

も認められる。

これらは,第 6類一 b種及び第 7穎一 e種などの,東海系の苦胡下層式に脈絡を有する土器群

の影響が関与したものと思われ, この第Ⅱ期一A類は,東海地方の強い影響下に形成されたもの

と考えておきたい。

B類には,第 6類一 d種,第 7類一 boC種 が属する。

器形は,口縁部平縁で,「 く」の宇状に内湾及び直立する深鉢形土器で,文様は, 日縁部に施

される沈線文が,弧状及び対弧状を呈するようになる。

この口縁部に弧状及び対tlTk状の沈線文を施す意識は,施文兵の違いはあれ,東海地方の寺津下

層式第 2類に顕著に認められるものである。A類の吉胡下層式に続いて本類においても,その形

成において東海地方の強い影響が看取される。

第Ⅱ期のA類は吉胡下層式の,B類は寺津下層式の影響を基にそれぞれ形成されたものと思わ
れ,A類は安行 1式に,B類は安行 2式に,それぞれ対比させて考えておきたい。

なお,第 9群には他に第10類～第12類に見られるように,東海地方の土器群の搬入 が 認 め ら

れ, この時期における西からの浸透を物語っている。

3 第10群土器の編年的位置付けについて

本群については,第Ⅵ章で述べたように,器形より7形式 (第 1形式～第 7形式)に分類 され

口唇部 〔Ia〕 ,口縁部 〔I〕 ,胴部 〔Ⅱ〕の各文様帯の組み合わせより, 5類型 (A類型～ E類

型)に分類された。これらの内,中谷遺跡で認められたものは,第38表で○印で示した組合わせ
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第38表 中谷遺跡出上の清水天王山式上器

第 1形式 第 2形式 第 3形式 第 4形式 1 第 5形式 1第 6形式 1 第 7形式

剋
翻
翻
翻
翻

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

○ (Al類 ) ○ (A2類 )

○ (D2類 )

O(C3類 )
○ (D3類)

○ (E7類 )

である。第122図は,有文土器の形式及び類型のモデルである。

第 1形式 第 2形式

A類型 B類型 C類型 D類型

第122図  中谷遺跡出上の清水天王山式土器 (形式及び類型モデル)

第123図は,中谷遺跡で出上した清水天王山式上器の I文様帯を抽出したものである。これ ら

は,13類に分類される。

a類 (1,2)第 9群土器として取り扱ったもので,対弧状の沈線文が施されたもの。

b類 (3・ 4)対 弧状沈線文の間隙に,「 S」 字状及び巴状の沈線文が施されたもの。

C類 (5・ 6) 巴状沈線文の一端と対弧状沈線とが連結されているもの。

d類 ( 7 ) 巴状沈線文と対弧文とが一体化して入組文化しているもの。

e類 ( 8 )対 弧状沈線文の間除に,巴状沈線文及び,三角形陰刻文が施されたもの。

第 3形式 第 4形式
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f類 ( 9 ) 上下対になった楔状の三叉文によって画された間陳に,三叉状入組文が施さ

れたもの。

g類 ( 10 )三 又状入組文が流水状に施されたもの。

h類 ( ■ ) 入組文が二段施されたもの。

i類 ( 12 ) 流水文状の沈線文が施されたもの。
j類 ( 13 )二 段の入組文が流状に施されたもの。

k類 ( 14 )二 段の三叉状入組文が連鎖状及び,流水状に施されたもの。

1類 ( 15 )二 段の三又状入組文が連鎖状に施されたもの。
m類 (16・ 17)三 叉文・三叉状入組文が連鎖状に施されたもの。

以上,中谷遺跡で出土した清水天王山式土器の I文様帯に施された文様である。

第39表は,各類型における I文様帯に施された文様一覧表である。

第39表  1文様帯における文様一覧表

(註 1)     (註 2)

清水天王山式土器については,近年,小野正文,戸田哲也両氏によって,その研究史及び,そ

の内容について,詳細に論考が加えられているので,こ こでは,重複を避け,両論文の帰結点及

び,問題点を踏え,中谷遺跡出土の清水天王山式土器の編年的位置付け及び,その内容について

触れてみたい。

両論文の出発点及び相違点は,清水天王山遺跡の層位的なデータの評価であった。

小野は,この清水天王山遺跡の層位的データを踏え, 口縁部文様帯の変遷に着日し,その変遷

過程を三段階に類別した。まず,第 1段階は,下層 b類土器 (3)類で口縁部文様帯に対弧文及

び,対弧文間に縦の平行線等が配置された段階とした。第 2段階は,中層 a類土器 (2)類で ,

日縁部文様帯の対弧文の一端が入組文化する段階とした。第 3段階は,層位的裏付けはないが ,

文様の重畳化と入組文が三叉文化する段階とした。三段階としたこれらの編年的位置付けに対し

て,小野は,第 1段階を大洞 B式 。第 2・ 3段階を大洞 B― C式にそれぞれ対比させた。

これに対して戸田は,小野の第 2段階としたものが,第 3地点D～ F層で第 1段階と共伴して

いる点を重視し,小野の第 1段階と第 2段階の時間的同時性を論じている。そして,こ の小野の

第 2段階とした入組文の形成については,小野が鍵ノ手状入組文にその系譜を求めたのに対して

(註 1)を 野ヽ正文 1977『清水天王山式上器について』「丘陵1-3・ 4号」

(註 2)戸田哲也 1980『清水天王山式上器と晩期縄文土器の形成』「丘陵第8号」

a類 b類 C類 d類 e類 f類 g類 h類 ユ類 i類 k類 I類 m類

Al類
A2類
B4類
C3類
C4類
D2類
D3類

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○ ○
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第123図  1文様帯における文様一覧図
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東北地方の後期末～大洞 B式の系統に認められる入組み帯縄文にその系譜を求めた。また,小野

の第 3段階とした三叉状入組文の形成については,佐野 正式,安行 3b式との関係を重視し,小

野の三段階区分に対して,古・新の二段階細分案を提示し,前者を大洞B式に,後者を大洞 B一

C式にそれぞれ対比させた。

この両論文で問題となっているのは,小野の第 2段階とした入組文の形成期である。この点を

除けば,両論文ともに,三叉状入組文が施されるものは,大洞 B一 C式併行,それ以外は,大洞

B式併行に対比させるという帰結点に至っている。

中谷追跡から出土した清水天王山式土器は,層位的データを得るものではなかったが,資料的

に豊富であったために,清水天王山式土器の内容を知る上でまたとないものであった。この中で

特に,三叉状入組文のバリエーションには,こ れまでにない新たな資料を得ることができた。

これらを基に,中谷遺跡における清水天王山式上器の編年試案を述べたい。ここでの筆者の骨

子となるのは,第 1点 として,入組文の形成は,戸田と同様に東北地方の入組み帯縄文にその系

譜を求める。しかし,それはAl類・A2類などの口縁部平縁で, I文様帯に汁弧状沈線文及び沈

線文が巡らされ,Ⅱ文様帯に羽状沈線文が施された土器群の I文様帯に影響を与えて, boC類

の文様が形成されたものと思われる。しかし, doh・ i類などの完全に入組化するものや,流

水状に入組文が施されるものとは,清水天王山遺跡の層位的データが示すとおりに時間差を有す

るものと考える。第 2点は,三叉状入組文の形成については, e類の存在を重視して, I文様帯

に巴状沈線文が形成される段階には,すでに,その萌芽が認められ,佐野 I式・安行 3b式など

との交渉により,f・ g。 1類などの三又状の入組文が形成されたものと考える。しかし,k・ m

類などの三又状入組文が,重畳的・連鎖的に施されるようになるのは,安行 3C式 との関係を考

えない訳には行かないと思われる。第 3点としては, 日縁部における有刻突帯の有無 につ い て

は,中谷遺跡におけるB・ C類型の存在に関与する問題であるが, I文様帯の文様がh～ j類の

段階には,すでに,安定した存在であり, f。 1・ m類まで認められ,こ の有刻突帯の有無は,

時間差と言うよりは,バ リエーションに過ぎないものと考える。第 4点としては戸田の古 。新と

言う二段階細分案は,現段階において,いたずらに細分を避けると言う観点から賛同し得る内容

を有すると思われるが, k・ m類などの存在を重視し,三段階の細分を考えたいと思う。

Al類 A2類 B4類 C3類 C4類 D2類 D3類

§をζ惨
|

以上,清水天王山式上器の編年試案の骨子を基に,中谷遺跡出土土器を整理すると,第 1段階

は, b・ C・ e類で,大洞B式及び安行 3a式に,第 2段階は, d・ f・ g.h・ i。 1類で,

大洞B― C式及び安行 3b式に,第 3段階は, k'm類で,大洞Cl式及び安行 3C式に,それ

ぞれ併行するものとして位置付けたいと思う。

○

○

第40表 中谷遺跡出上の清水天王山式上器変遷i覧表
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A類 型  I B類 型  I C類 型  I D類 型  I E類 型

第
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第

２

段

階
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第

３

段

階

�

Ⅷ

第124図  中谷遺跡出上の清水天王山式上器変遷図

第 3節 歴史時代の遺構と遺物

1 住居址について

歴史時代の遺構としては,第 1・ 9号址の 2軒の住居址が検出された。この内,第 1号址は全

掘できたが,第 9号址は東側半分が調査地区以外のため部分的な調査しかできなかった。

これら2軒の住居l■は,その出土遺物より奈良時代 (真間期)の ものであることが判刀した。

第41表 住 居 址 一 覧 表

遺構吼 1 規    模

1

9

4舵 × 3舵

一辺 8婉

主 軸 方 向 1時

長 方 形

方  形

N-8-E

N-33 W

真 間 期 |カ マドー北

真 間 期 | カマドー北 東側半分未調査
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2 中谷遺跡第 1号址出上の上師器・須恵器について

本住居址からは第73図のように,土師器では,杯形土器・甕形土器が,須恵器では,高台付外

形土器・芥蓋などが伴出した。

これらの内,外形上器 (1～ 3)は ,器体部下半に稜の痕跡を有するもので,器体部下半から

底部にかけて箆削が施されている。

甕形土器 (9～ 13)には,長胴甕(10。 ■)と球胴甕 (12・ 13)が認められ,10は箆削整形が,

■は櫛状箆ナデがそれぞれ施されている。12・ 13は,日縁部が「 く」の字状に外反し,日 唇が若

千肥厚した球胴甕で,「駿東型」の甕と思われる。

須恵器には,内面に「かえり」のない外蓋 (6)と 高台付必形土器 (4・ 5)が認められ,後

者には,底部が丸味を有するもの (4)と ,角ばったもの (5)と が認められる。
(註 1)

これら須恵器より, 8世紀初頭の年代が導きだされると思われる。

第125図は,現在までの当市内の歴史時代土器の編年図である。主体となっているのは,市内小
(註 2)

形山堀之内原遺跡出上の土器群である。これらは,第 3号住居l■が 8世紀後半代,第 5・ 6号住

居址が9世紀初頭,第 1・ 2住居址が 9世紀前半,第 4号住居t■が 9世紀後半代にそれぞれ位置

付けられると思われ,中谷遺跡第 1号住居址が現在までのところ最古のものとなっている。
(註 3)

奈良時代の住居址は,当地域では他に堀之内原遺跡 3号住居址,大月遺跡第 3・ 4号住居址な

どがある。これらは,坂本美夫氏によって,大月遺跡第 4号住居址は 8世紀初頭に,第 3号住居
(註 4)

址は, 8世紀の中頃前後に位置付けられている。

(註 1)4に ついては,河野喜映氏より,美濃国衛官窯の岐阜市朝倉窯の製品であり, 8世紀の第 1四半

世紀の時期に位置付けられる。との御教示を得た。

(註 2)奥隆行・奈良泰史 1980「堀之内原遺跡発掘調査報告書」 都留市荻育委員会
(註 3)平松康毅他 1976「大月遺跡」 山梨県教育委員会
(註 4)坂本美夫 1981『山梨県下における奈良時代土器の様相』「シンポジウム盤状外」
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付 中谷遺跡出上の人骨について

1    1ま じ め に

この人骨は,昭和54年 10月 ,中谷遺跡の発掘調査に際し出土したもので,縄文時代中期に属す

るものであるという。出土人骨については,小片が現地調△に赴き,後日,奈良泰史氏 (都留市

荻育委員会)らが取り上げて筆者のもとへ持参された。人骨調査の機会を与えてくださった都留

市教育委員会はじめ関係各位に対し深く感謝申し上げる。

2  人骨の出土状態

中谷遺跡から出上の人骨は全部で 3個体分 (配 2, 4, 7)である。配 2人骨は炉跡 の下 か

ら,ま たN04,配 7人骨はトレンチの南壁ぎわから,それぞれ単独に出土した。人骨の保存状態が

不良なので埋葬姿勢は分からない。3個体のうち,配 2人骨に関する出土状況は次のようである。

当初,数個の大石で囲まれた約 1.5%× 12大の縄文時代中期に属すると思われる炉跡が出土

した。その炉跡には約4002の焼土の堆積があり,焼土の下には小さな丸石が敷かれている。この

九石層の直下から人骨が発見された。発見当時,人骨の埋葬と炉跡の関係が問題となった。すな

わち,人骨が焼けていないこと,埋葬の際その上で火を焚いたにしてはあまりにも焼土が厚すぎ

ること,ま たこの時代における同様の出土例に乏しいことなどから,炉跡と人骨とはおそらく無

関係であろうという論議である。小片は現地調査に際し,人骨の配列などからみて,配 2人骨は

一久埋葬されたものであるとの印象を受1/1て いる。後日,調査関係者の話を総合すると,やはり

炉と配 2人骨の埋葬とは無関係であろうという見解に落ち着いたという。

3個体分の出土人骨はいずれも保存状態が極めて悪く,崩壊寸前の状況にある。また,土圧に

よる変化も著しい。

3  出土人骨所見

出土人骨は,上述のように保存状態が極めて悪いため,復元がはなはだ困薙である。したがっ

て,人骨の形質人類学的特徴を詳細に検討することは不可能であった。人骨の計測ができないの

で,こ こでは観察によって知り得た若千の所見を述べるにとどめる。

(1)配 2人骨 (Fig。 1)

壮年期の女性の頭蓋冠の破片と下顎骨の一部及び歯があり, 1個体分と思われる。土圧による

変形が著しいが,他の出土人骨と比べてやや保存が良く,頭頂骨の大部分,後頭鱗の大部分及び

下顎骨体 (右側)の一部分等が確認できる。骨質は薄い。ラムダ縫合は外板・内板とも一部に閉

鎖が始まっているが,詳細は不明である。他の縫合については確認することができない。

歯については,残されたものが歯冠の微細な破片数点であり,歯種の鑑別は不可能である。こ
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れらの破片についてみると,咬耗度は Martinの 第 3度程度まで進んでいると思われるが,定か

ではない。

(2)配 4人骨 (Fig.2)

小児 1個体分の頭蓋冠の破片10数個と歯と右肩甲骨の一部及び自由上肢骨の一部である。

頭蓋冠の破片は最大でも約1002× 5C能にすぎないが,頭頂骨,前頭骨,後頭骨等が 確 認 で き

る。骨質は薄い。

歯は乳歯と永久歯とが混在しているが,出土状態などからみて,おそらく同一個体に属するも

のと思われる。したがってこの個体は歯の交換期にあったと推測される。ほとんどの歯が歯冠だ

けで,歯種の鑑別はやや困難であるが,鑑別の結果を歯式によって表現すると次のようになる。

::|:|:::|!|:|―::|:||::||| (;:|;iil:;|!:― :||―

―
|―

――
||:―

―
i:lil:::|| 〔;:|:::||::;|lil― |::;||:;12③V④⑤6⑦③

ただし, ローマ数字は乳歯,ア ラビア数字は永久歯を示す。「欠」は歯が欠落しているもの ,

○印は萌出途中にあると思われるものを表わしている。

切歯及び第 1大田歯についてみると,咬耗度は Martinの第 1度である。ただし,右側の歯の

方が,咬耗度がやや進んでいる傾向にある。咬合様式については,上,下顎とも歯槽部を欠いて

いるので詳細は不明であるが,上下顎切歯の咬耗状態から判断すると,縄文時代人によくみられ

る鉗子状咬合の可能性が強い。鰈蝕は認められない。

以上の所見から,こ の小児骨の年齢は■歳前後と推定される。

(3)血 7人骨 (Fig.3)

幼児 1個体分の頭蓋冠の一部と歯である。

頭蓋冠は,頭頂骨の一部及び後頭骨の一部と思われるが,詳細は分からない。骨質は極めて薄い。

歯については歯槽が残っていないため不明な点も多いが,乳歯と萌出前の永久歯とが混在して

いる。永久歯は,歯根はもとより歯冠さえも形成途中にあるもので,歯種の鑑別は完全にはでき

ない。しかし,この乳歯と永久歯とはおそらく同一個体に属するものと思われる。残 された乳歯

を歯式によって表現すると次のようになる。(記号については配 4人骨の場合に同じ)

V欠欠欠欠
杉
影影浮誤升

咬耗はほとんど進んでいない。萌出前の永久歯については,上・下顎の切歯,犬歯及び第 1大

田歯等が確認できる。

以上の所見から,こ の幼児骨の年齢は 3歳前後と推定される。

約要

中谷遺跡から出土した縄文時代中期に属する人骨は ,

の小児),N。 7(3歳 前後の幼児)の計 3個体分である。

疾病等は認められない。歯に解蝕も認められない。

聴 2(壮年期の女性),配 4(■歳前後

人骨はいずれも焼けておらず, 外傷や
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図版  1

(1)中 谷遺跡遠景 (南方向より)

(2)中 谷遺跡近景 (北方向より)



図版 2

(1)発掘風景 (ハ・二地区 )

(2)発掘風景 (イ ・口地区 )



図版  3

(1)配石調査風景

(2)配石調査風景
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(2)第 8号址
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図版  9

(1)第 3号址

(2)第 3号址人骨出土状態



図版 10

(1)イ 地区第 3・ 4・ 7号址

12)第 4号址出土人骨
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(1)第 7号址出上人骨
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(2)第 7号址出土人骨
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図版 14

(1)口 地区第Ⅶ層中配石出土状態

(2)口 地区第Ⅶ層中配石内出土土器
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図版 16

(1)ハ地区第Ⅶ層中配石出土状態

(2)二 地区第Ⅶ層中配石出土状態



図版 17

(1)第 1号址

(2)第 1号址カマ ド



図版 18

(1)第 1号址カマ ド (石組み )

12)第 1号址 (掘 り方 )
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第 1号址出土土黒 2)及び支脚
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図版 25

(1)第 9号址
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(1)ハ・二地区遺構全景

(2)調査終了後の中谷遺跡
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i 遺跡の位置と環境 (第 1図 )

官協遺跡は,都留市小形山字官脇に所在し,標高は約 415772である。遺跡は東側に開けた斜面

に立地し,現状は桑畑である。この周辺からは,表面採集で縄文早期～平安時代の遺物が確認さ

れている。

本遺跡の北側は,沢をはさんで,昭和53年度に調査した堀之内原遺跡が,本遺跡の東側,一段

第 1図 宮脇遺跡地形図
2 調査の概要 (第 2図 )

官協遺跡発掘調査は,昭和54年 8月 1日 ～8月 31日 まで実施した。

調査の方法は,グ リッド法により, 2勿 ×2%の グリッドを東西にA～ E区 ,南北に 1～ 58区

を設定した。

調査地区は,道路によって分断されているため,道路を境に北側をA地区,南側をB地区とした

3 層

(1)層

第 I層

第Ⅱ層

序

序

耕 作 土 層

黒 色 土 層

低い面には松葉遺跡が,それぞれ立地する。

I

lk、_

Ⅷ  宮脇遺跡調査地区
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第Ⅲ層   茶褐色土層
第Ⅳ層   暗褐色土層
第V層   暗褐色土層 (灰白色と淡緑色の火山性レキの粒子<径 52π大>を含有する。)
第Ⅵ層   ローム漸移層
第VI1 1層 ローム層 (第Ⅶ層よりも暗い色調で,下部に火山性レキを多く混在する。)
第Ⅶ層   ローム層
(2)層序と遺構

本遺跡で検出されたピット及び濤の確認面は第Ⅳ層であり,覆土となっていたのは第Ⅲ層を主

体としたものであった。 (相良雅男)

(3)層序と遺物

本遺跡では,出土遺物はあまり多くなく,ま た桑の根による攪乱も進んでいたために,あまり

明確には捉えられなかったが,プライマリーな状態のグリッドでは,第Ш 。第Ⅳ層中から主に出

土した。 (相良雅男)

4遺 構

本遺跡では,A・ B両地区ともに円形状・方形状のピット及び濤状の遺構が計28基 検 出 され

た。これらは,ほとんど遺物を伴わず,わずかに土師器の小破片が認められるのみであった。

円形状 (A地区一N。 1・ 3・ 5・ 6。 7・ 9,10,B地区一血 2・ 5)及び方形状 (A地区一
聴4)には,ピ ット底面に10C筋前後の小ピットが検出された。この小ピットの断面は,ロ ート状

を呈するものであった。

これらの遺構の時期は,覆土中より若千出土する土師器の外形土器の小破片には,放射状暗文

が認められることから,平安時代のものと考えておきたい。(宍戸美智子)

A地 区
28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4
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第 2図 宮脇遺跡全体図
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第 1表 宮 脇 遺 跡 A地 区 遺 構 一 覧 表

N防 1

Nは 2

N防 3

N防 4

Nは 5

Nc 6

Nは 7

Nは 8

N磁 9

Nは10

Nは11

Nは12

N航13

プ ラ ン

不 整 円形

円形(推定)

不整 円形

隅丸 方 形

不整 円形

円   形
不 整 円形

楕円形と推

定される。

円   形
円   形
円   形
長 方 形

不 整 方 形

1ケ

11ケ

8ケ

6ケ

8ケ

5ケ

Aラ イン以】ヒ未調査

袋状

袋状を呈す

Aラ イン以西未調査

21ラ イン以】ヒ未調査

Eラ イン以東未調査

袋状を呈す

濤状土拡

濤状土拡

１

４

形

形

形

形

　

形

形

形

形

形

形

形

形

状

形

状

円
　
円
方
　
　
釧
郷
　
郷

円

円

円

円
　
精

円

橋

長

円

方

不

不

濤

不

濤

拗
脚
卵
脚
　
脚
脚
脚
翔
脚
拗
働
駒
駒
胸
胸

径28θ″程のpit l

蒔状→血 3薄

Aラ イン以】ヒ未調査

5遺 物

(1)縄文式土器

縄文時代の遺物は,ほとんどが,第Ⅲ・Ⅳ層中より出土した。この内,土器はすべて破片であ

り,B-49・ C-49グ リットを中!bと した諸磯の同一個体がまとまって出土した以外は,散然と

出土した。土器は縄文時代前期から同時代晩期までのものが認められた。

以下本遺跡での時間的経過に重点をおくことによって,第 1群～第 7群までの大別を行った。

第 2表 宮 脇 遺 跡 B地 区 遺 構 一 覧 表

Nは 1

Nは 2

N防 3

踊.4

Nは 5

N眺 6

Nは 7

Nは 8

Nし 9

Nは10

Nは11

Nは12
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第 1群 半載竹管文系土器群で前期末業の諸磯 b・ C式に比定される。
第 1類 (第 8図-1)地 文に縄文を持つものである。施文順序は「縄文→沈線」で諸 磯 b
式に比定される。一片確認された。

第 2類 (第 8・ 9図-2～ 16)地文に半載竹管による条線をもつグループで文様に基 づ き
3つに分類した。諸磯 C式に比定されるものである。

a種 条線のみを有し,浅 く施されているもの (6)。
b種 条線十ボタン状貼付文が施されているもの (2・ 5。 7～ 14)。
C種 条線+ボ タン状貼付文十結節浮線文が施されているものである (3,4・ 15)。
d種 結節浮線文のみが施されたもの (16)。

第 2群 (第 9図-17)中 期初頭の五領ケ台式に比定できるもので,三角陰亥Jに よって鋸歯 文
を呈する。

第 3群 (第 9図-18)中 期末葉の加曽利 E式に比定されるものである。
第 4群 後期初頭の堀之内式に比定されるものである。
第 1類 (第 8図-6・ 7,第10図-19,21)沈 線文及び,刺突文が施されるもので あ る。
第 2類 (第 10図-20)地 文に縄文を有するものである。
第 5群 加曽利 B式に比定されるものである。
第 1類 (第 8図-8,第 10図-23)内 面装飾を有する無文の浅鉢形土器である。
第 2類 (第 10図-22)口 縁直下に羽状沈線文が施されたものである。
第 3類 (第 8図-9)地 文に縄文を有し,沈線による入組文を施したものである。
第 6群 (第 8図-10・ 11)後期末葉に属するものである。
第 7図は復元実測したもので, 日唇直下及び口縁と胴部の境に,列点状の刺突文が巡らされ

その間除に波状口縁の波頂部から発する弧状沈線文が施されている。

第 7群 (第 10図 -24・ 25)晩期に属するもので,24は ,曲線的な磨消し縄文が施される。
25は ,陰亥Jによる太い沈線文が施された浅鉢形土器である。 (谷 口 栄)

部  位 様  1焼成 時 期 出 土 地 点文

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

底部付近

胴  都

″

〃

″

日 縁 部

半 載 竹 管

″

棒状施文具

R L R
棒状施文具

″

LR・ 棒状施文具

棒状・ヘラ状施文具

〃

条線十ボタン状只占付

沈  線  文
斜 行 縄 文

沈  線  文
〃

縄 文十沈 線文

口縁部に沈線十刺突

胴部に綾杉状沈線

不 良

第 1群

第 2群

第 4群

第 5群

″

第 7群

第 3群

C-14。 第Ⅲ層
D-12・ 第Ⅲ層
A-21・ 第Ⅳ層
表 採
A-21

A-6
B-20・ 第 I層

表 採
A-13・ 第Ⅳ層

A-19。 第 Ⅱ層

第 3表 官協 遺跡 A地 区出土上器一覧 表
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第 7図 官脇追跡A地区出土上器実測図

第 4義 宮脇 遺跡 B地 区出土土器一覧 表

部 位

胴 部

口縁部

胴 部

″

″

″

口縁部

胴 部

″

″

底 部

口縁部

具
|

焼成 時 期

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

半我竹管・縄文

半 我 竹管

〃

″

″

″

棒状施文具

RL・ 棒状施文具

棒状施文具

RL・ 棒状施文具

棒状施文具

へら状施文具

へら状施文具

A-39・ 第Ⅱ層
B-49・ 第Ⅳ層

B-41・ 第 V層

C-49,第 Ⅱ層
B-41・ 第Ⅱ層

C-49'第 Ⅳ層

B-49・ 第Ⅳ層

B-49。 第 V層
″

A-46・ 第Ⅵ層
C-49,第 1層

表 採
B-49
C-49。 第Ⅳ層

A-47・ 第Ⅲ層
C-49・ 第 Ⅱ層
A―-35

C-41・ 第Ⅲ層

表 採
D-52・ 第Ⅲ層

D-47・ 第 1層

表 採

B-46・ 第Ⅲ層

C-48・ 第Ⅲ層

B-47・ 第Ⅲ層

平 行 沈 線 文

条線十結節浮線文

条線十ボタン状貝占付

″

″

″

条線十結節浮線文・ボタン状貼付

沈線十三角陰刻

縄 文 十 沈 線

沈 線 十 刺 突

磨 消 し 縄 文

沈 線 十 刺 突

羽 状 沈 線

内面に二条の隆帯十キザミ

日唇部にキザミ

不良

″

不 良

第 1群

″

″

第 2群

第 3群

第 4群

第 5群

第 7群

第 7群

不 明

(2)石 器

石器は,A・ B両地区で完形品・欠損品合わせて15点が出上した。内訳は,打製石斧 7点・ス
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クレイパー 1点・磨石 2点・石鏃 5点である。出土地点及びその概要は,第 4・ 5表参照

(谷口 栄)

第 5表 宮脇遺跡 A地 区出土石器一覧表

� 種 冴U 大きさ (長さX巾) 厚  さ 石  質 形  態 備  考 出 土 地 点

1

2

3

4

5

6

7

8

鏃石

打 製 石 斧
″

スタレイ′く―

す  り 石
″

12.O x 8.5
8.1 × 6,2
6.9 × 4.5
13.3 X 5。 4
9.2 X 6,7
14 × 2.2
1.l X l.7
1.O X l1 0

1.5

2.5

1.5

3.1

6.6

0,3

0.2

粘 板 岩

頁  岩
″

安 山 岩
″

黒 耀 石

″

形

形

　

　

　

茎

茎

冊
　
　
　
　
　
　
　
″

機

短

　

　

　

有

無

刃部欠存

基部欠存

完  形

欠  損
茎部欠存

完  形
″

C―-14・

A-13●第 Ⅳ層
C-23・ 第 Ⅲ層
D-21
A-13・ 第 Ⅳ層
D-4・ 第 Ⅲ層
C-20。 第 轟層
A-23・ 第Ⅵ層

第 6表 官脇遺跡 B地 区 出土石器一覧 表

種  別 1大きさ(長さX巾 )

打製石斧
″

″

″

″

石  鏃

■,6X 5.9

10.OX 4.5

8.6X 8.9
96X 4.4

6.9×  3.5

1.7X l.2
1.4×  1,1

粘板岩
″

″

硬砂岩

黒耀石

″

短冊形
″

1.3

8.0

1.7

0,9

1.0

0.3

0.2

明

形

不

撥

完     形
″

半欠 (基部欠存)

半欠(片面の基部・刃都欠存)

と  残  存
完    形
先端部と脚を欠存

D-50。 第Ⅱ層
C-47・ 第Ⅳ層
B-56・ 第 1層
D-45'第 Ⅵ層
A-51・

D-39。 第Ⅲ層
D-42・ 第 Ⅱ層
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6ま と め

発掘調査の結果,ピ ット及び濤状の遺構が28基検出され,覆土中より出土した土師器片より平

安時代のものであることが推定された。

このピットには,円形及び方形のものがあり,こ れらの中には底面に10ι筋前後で,断面がロー

ト状を塁した小ピットが認められるものが存在した。

これらピットの性格については,積極的に論議できる資料は得られなかったが,ピ ットの配列

が不規則であり,掘立柱遺構の柱穴群とは考えにくいものであった。なお,覆土中に灰化物 (木

の実)が検出されるピットが数基認められ,消極的ながら,これらピットの性格を考える際の参

考になるものと思われる。

沢をはさんで本遺跡のすぐ北側には,奈良 。平安時代の住居址が検出された堀之内原遺跡が存

在し,本遺跡との強い関係が想起される。この場合,前者が住居l■であるならば,後者は生産の

場 (例えば耕作地とか)といった推測をすることは,無理なことであろうか。

いずれにしても今後の類例が待たれる。
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(1)宮脇遺跡遠景

(2)発掘風景
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(2)発掘風景
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